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闇研究ノート日本におけるオランダ人墓
宮
永
孝八九
徳川時代を通じて、日本に来航したオランダ船は、年間数隻から多い年で、十隻余にもなるが、乗組員の中には平
戸・長崎に到着後、ほどなく亡くなる者も少なくなかった。また商館に勤務する者（商務員・医師・黒人等）も不慮
のできごとや病いにより死亡した。不幸にして日本で亡くなった者については、若干の例外を除くと、あまり日本側
日
本
に
お
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ラ
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九
○
日本を最初に訪れたオランダ人については詳らかにしないが、一五八五年（天正十三年）七月三十一日サンタ・ク
ルス号に乗って長崎にやって来たディルク。ヘリッッゾーンｅ一『。【の①『『冒悶屈置‐］争宣）が、日本を訪問した蘭人
（１）
第一号であるらしい。日蘭修好の開始は、一六○○年四月十九日（慶長五年二一月十六日）、豊後の白杵湾に漂着した
ロッテルダム会社（』の宛○鳶の『目日⑫目の三［山呉ｍｎｇロヨ）から東洋に派遣された蘭船五隻のうち一隻、リーフデ号（一
五○トン）をもって噴矢とする。同船が他の僚船四隻とともに一五九八年六月二十七日本国を出帆し、東洋への壮途
に上るうちに、暴風雨に遭い、艦隊は散り散りになり、リーフデ号だけが日本に向うことに決し、ようやく日本にた（ワニ
どりついた。飢えと病気により当初、百十名いた乗組員は、白杵に着いたころ一一十四名にへり、日本到着後、一一名な
い
し
六
名
、
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
何
名
オ
ラ
ン
ダ
人
が
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
平戸にオランダ商館が設立されたのは、一六○九年九月二○日（慶長一四年八月二十二日）であり、平戸商館時代
は、一六四一年（寛永十八年）に至る三十三年間を指す。出島商館時代は、平戸商館が廃されて長崎に移った一六四
一年七月二十四日（寛永十八年六月十七日）より、幕末（安政二年）までの約二百十五年間である。
本稿は日蘭の通交が開始されてから現在に至る約三百八十年間に、日本で亡くなり、埋葬されたオランダ人（黒
人・混血児を含む）について論じたものである。日本で最初に死亡した蘭人については、未だ明らかでなく、確言を
はばかられる。
の史料に記述が見られないが、「蘭館日誌」（］四目。□四日の四の【の『）を緩くと、死亡例についての記事を毎年数件から
多い年で十数件、拾いあげることができる。
平戸商館が開かれて最初に死亡したオランダ人については不明である。蘭館日誌は、第八代商館長一一コラス・クー
ヶバッヶル（三８｝：⑫●・の穴の冨房囚）が平戸に着任以後の分しか現在せず、一六○九年（慶長十四年）から一六一一一
、
、
、
（３）
一一一年（寛永十年）までの二十四年間分は現存しないのである。平戸にイギリス人がやって来て、オランダ人と同じよ
うに商館を置いたのは、一六一一年十一月一一十六日（慶長十六年十月一一十五日）のことである。イギリス商館も業務
日誌をつけておるので、蘭館日誌の欠落部分を多少とも埋めてくれる。
『イギリス商館長日記」（一六一七年八月五日付）によると、長崎の近くに入津したオランダ船の乗組員のうち数
名は「水の欠乏のため死亡し」、残りのすべても全員、壊血病にかかっていたとのことである。死亡した乗組員の国
籍については定かでないが、おそらくオランダ人であり、水葬されたものと思われる。また同商館長日記（一六一二
年七月七日付）によれば、平戸に入港中のイギリス船で、ヤン・ピィーテルセン】目国の（の『⑪のロ（英名・ジョン・ピ
ーターソこというオランダ人が、ジョン・ロウンというイギリス人に左胸を小刀で刺されて殺されるという事件が
起り、この日、商館内で評議会が開かれたという。殺された蘭人の死亡日は記されていないが、三日後に死体を地中
から堀りおこして検視したというから、死んだのは一六一二年七月四日ごろのことと思われる。なお、殺害者のジョ
ン・ロウンは同年七月九日に絞首刑に処せられた。ヤン・ピィーテルセンの埋葬地については明らかでないが、おそ
らく「キリスト教徒の墓地」（〔ゴのｇ『一畳目ｇ１ｍ－－ｏ－ｍｎの）に葬られたものか。この墓地跡は現在確認されていない
。
Ｊ
（１）
が、「ザビエル記念碑の北側の桑畑で、明治期多数の人骨が耕作のたびに出土した」とのことで、おそらくここに埋
日
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葬されたものであろう。
一六一一七年八月十一一日（寛永四年六月三十一日）、台湾長官ピイーテル・ノイッの秘書ヨッフム・ファン・デル。
（５）
アス］。。■曰く目。①『シｍ印が、この日平戸で亡くなった。死因は「熱病」とだけある。ノィッの供をして平戸に着い
たのは八月一日（陰暦六月一一十日）のことであるから、日本到着後一一週間あまりで死んだことになる。埋葬地につい
ては定かでなく「キリスト教徒の墓地」（外人篭Ｉオランダ商館北側の丘陵地）に埋葬されたものか．
一六三一年十一一月二十九日、ピィーテル・ノイッの息子ローレンス・ノイッＰ目『のロのｚ巳）［、が激しい下痢のため
大村で死亡した。オランダ人は遺体を大村に埋葬することを願い出たが、返事を得られず、とりあえず大村の牢獄に
（６）
預けた。その後の遺骸の処置については不明。
一六三八年九月二日（寛永十五年七月一一十四日）付のニコラス・クーヶパッヶルｚ｛８’９⑪ｎｏの戸の冨冨の『（一六一一一
四年～三八年まで平戸商館に在勤）の日記に、
とある。
平戸時代の蘭館日誌にたびたび「会社の島」（ｏＣョご・・⑳四］一目【）という語が出てくるが、この島に最初に注目し、
調査を志して果たさなかったのは、板沢武雄博士（故人）である。板沢博士は昭和十五年九月、「和蘭人の墓につい
マ
マ
否Ｉ）
夜半過ぎに下級商務員ダニエル・レイニエルセンが当地の商館で死んだ。今日、相応の敬意を表して、会社の島に葬った。
（永積洋子訳）
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二
負を語った。
平戸時代の和蘭人の墓は平戸を距る一哩の］。。×百四にあった。商館長］目『四二四⑩の『四六の日記一六四二年一一一月八日〈寛永一
九
年
二
月
八
日
）
彼
が
江
戸
参
府
の
帰
途
こ
の
島
の
前
を
通
過
し
た
条
に
つ
ぎ
の
如
く
記
し
て
あ
る
。
（原文省略ＩＩＪ引用者）
て
」
と
題
す
る
小
論
を
「
日
蘭
協
会
会
報
第
二
号
」
（
の
ち
「
日
蘭
貿
易
史
」
と
「
日
蘭
文
化
交
流
史
の
研
究
」
に
転
載
）
に
発
表
し
た
。
蘭館日誌に「会社の島」と書かれぬときは、閂ｏｎ丙、目回や」◎貝自国の名で出てくる。が、これらは「横島」に他なら
ない。板沢論文に、
板沢博士は昭和八年（一九一一一三年）七月、松浦伯爵の平戸邸に滞在した折、令嗣に手紙を出し、「横島」について
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
その回答は次にひくものである。
日
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に
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け
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このあと、「右の和蘭人の墓地が発見されるならば、日蘭関係の遺跡として平戸の商館杜と並べて記念する価値あ
る
も
の
と
思
う
」
と
述
べ
「
日
蘭
協
会
関
係
の
方
々
の
御
援
助
に
よ
り
是
非
近
き
将
来
実
地
を
調
査
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
」
と
抱
とある。
北北東の風、船は強風に帆かけて九時平戸を距る約一哩に在る］。ｎ画目ロの前を通過せり、この島は会社が長くその所有地
と
し
て
使
用
し
た
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
其
所
に
彼
等
の
家
畜
を
飼
ひ
、
且
つ
和
蘭
人
を
埋
葬
せ
り
、
そ
の
墓
は
一
箇
の
碧
い
切
石
及
び
雑
多
な
普
通
の
石
に
て
固
め
た
る
も
の
な
る
が
、
全
部
崩
壊
し
て
平
地
と
な
り
た
り
。
筆者がこの一文と初めて接したのは一一十年前のことである。機会があれば、宇久島の蘭人墓地を訪ねたいと思って
いたが、なかなかその機会はめぐって来なかった。
じ
ま
しかし、昭和六十一一年晩秋、長崎を訪れる用事があったので、一日同島に遊んだ。「宇久島」（北松浦郡宇久町、東
西約八キロ、南北約七キロ、人口約八千）は、五島列島最北端の島である。同島に行くには、佐世保港より九州商船
た
い
ら
のフェリー・ポートに乗る。寄港地「平」まで、約一一時間半の行程である。船は比較的おだやかな港内を航行しなが
し
け
ら、徐々に沖今□いに向う。外海に出ると波はあらく、船の動揺が激しくなる。この日はあいにくの大時化で、一時は
どうなることかと危ぶまれた。筆者は何度もおう吐を催し、生きた心地がしなかった。……
平の埠頭で宇久町役場の住民課長田中稔と参事山田康博両氏の出迎えをうけた。町役場でくつろぎながら、両氏か
ら板沢論文にある「約十坪位三角形」の墓地にまつわる話をお聞きした。が、宇久島にはオランダ人の言い伝えはな
く、また平戸と宇久島は絶対関係はないという。郷土史家でもある山田康博氏によれば、藩政時代、宇久氏が領する
五島藩と平戸藩とは交流が少なく、ましてや五島藩主の領する土地に他藩が侵して、オランダ人を埋葬するといつたう
ようなことはありえぬ、という。平戸より帆走した場合、かりに七ノットの風があったとすると、宇久島（古くは有
表宇久島中央部海岸の出鼻小高き松原二寸眺よき場所）に約十坪位三角形に石垣廻らし居るも、今は雑草繁茂し、只僅か
に面影を忍ぶのみ、大部分は石垣崩れ、やっと墳墓と認めらる。今より数十年前迄は墓に上ると崇るとの信仰ありし由、今に
里人は唐人墓と称へ子供に至る迄知られ、附近は松原並に畑である。
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救
島
と
も
書
い
た
）
ま
で
約
二
時
間
半
な
い
し
、
三
時
間
で
行
け
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
十
年
代
、
夏
に
な
る
と
、
平
戸
か
ら
ス
ニ
う
う
ら
イカ売りが宇久島にやって来て商いをし、同島の神浦と交流があったという。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
が
無
い
の
な
ら
、
「
唐
人
墓
」
は
あ
る
か
の
問
に
、
昔
は
あ
っ
た
が
今
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
田
氏
の
車
で
そ
の
跡
地
に
案
内
さ
れ
た
。
平
か
ら
約
三
キ
ロ
ほ
ど
の
所
、
二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
で
見
る
と
、
下
山
と
神
浦
の
中
間
に
位
置
し
、
永手崎に近い。唐人墓地の跡地は現在、畑となっている。畑のすぐそばは海である。
「
唐
人
墓
」
と
土
地
の
人
々
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を
、
山
田
氏
は
昔
、
調
査
に
訪
れ
た
が
、
そ
の
と
き
の
記
憶
で
は
「
青
い
色
の
石」（花崗岩性のもの－－－山田氏のことば）を用いて作った高さ一、五メートル、横四五メートル、縦七、八メー
、
、
、
トルほどの一一一角形の塚があったという。これは板沢論文にある記述とほぼ一致する。この石塚は「っはぶき」（学
名・口朔巨一口『国曰朋旨彊ｐ８－－Ｌ碑辺の地に自生する常緑多年生草木）の中にあり、その周りはやぶで覆われていた。
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
塚
は
遣
唐
使
時
代
に
難
波
し
、
漂
着
し
た
死
骸
を
埋
葬
し
た
も
の
で
な
い
か
と
い
う
。
「
宇
久
島
中
央
部
海
岸
の
出
鼻
小
高
き
松
原
…
」
と
あ
る
く
だ
り
は
、
平
か
ら
永
手
崎
に
至
る
海
岸
に
見
ら
れ
た
松
林
で
、
今
は
す
べ
て
枯
れ
て
し
ま
っ
て
無
い
と
い
う
（
田
中
稔
氏
談
）
。
板
沢
論
文
に
み
ら
れ
る
唐
人
墓
の
こ
と
を
松
浦
伯
に
報
告
し
た
の
は
、
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
神
浦
の
住
民
と考えられるという。
これは筆者の推測であるが、蘭館日記にある］・貝冒四（オランダ語風に発音すれば「ヨックシマ」）を板沢博士は、
語音類似から「ウクシマ」（宇久島）と早とちりしたのではなかろうか。田中、山田両氏は、宇久島のオランダ人墓
地
に
つ
い
て
は
終
始
、
否
定
的
で
あ
り
、
唐
人
墓
と
蘭
人
墓
を
同
一
視
で
き
ず
、
こ
の
こ
と
は
断
言
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
し
ま
お
Ｕ
か
しかし、これとは別に興味をひく話を聞く一」とができた。宇久島の近くに「六島」（現在は小値賀町六島という。
日本におけるオランダ人墓
畑
催－－７，８ｍ位一一計
横から見た“唐人基"・
山田康博氏が描いたものを筆者
が透写した。
溌九七
六
島
は
湧
き
水
も
出
、
農
耕
用
の
牛
も
い
て
、
牧
舎
も
あ
る
。
小
さ
な
入
江
も
あ
っ
て
、
船
を
着
け
る
こ
と
も
で
き
る
ら
し
い
。
し
か
し、この島は位置から観ても］。Ｒ一日ロとは考えられないのである。
すると、既述の下級商務員ダニエル。レイニエルセンゾーンＣ四ヨの一記の冒一の『闇が葬られた「横島」とは、どこに
た
く
し
ま
あるのだろうか。「国土地理院の五万分の一の地図で見ると、横島は一一つある。度島よりの小島と、もう一つは大崎鼻
の
正
面
に
位
置
す
る
島
で
あ
る
。
前
者
は
無
人
島
で
、
後
者
の
ほ
う
は
人
家
も
み
ら
れ
る
。
筆
者
は
宇
久
島
の
調
査
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
昭
和
六
十
三
年
春
、
横
島
の
調
査
に
平
戸
を
訪
れ
た
。
平
戸
市
役
所
の
社
会
教
育課に勤務する郷土史家萩原博文氏と、田の浦より釣り船をチャーターして、平戸島の北端一、五キロに位置する無
人
島
（
横
島
）
を
訪
れ
た
。
同
島
は
周
囲
一
キ
ロ
ほ
ど
の
小
島
で
あ
る
。
小
さ
な
灯
台
が
あ
る
だ
け
で
、
他
に
と
く
に
目
立
っ
た
も
の
は
な
い
。
平
戸
島
寄
り
は
、
岩
が
切
り
立
っ
て
い
る
。
昔
は
も
っ
と
大
き
な
島
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
波
の
侵
食
作
用
に
よ
り
、
一
回
り
小さくなったような気がする。間断なく波がいそを打ちつけている。風はやや強い。島の大部分が「はまひさかき」
（
学
名
・
回
…
…
噸
…
ｌ
っ
ぽ
き
科
、
西
南
暖
地
の
海
岸
に
生
じ
る
常
驫
木
）
と
や
ぶ
に
覆
わ
れ
て
い
る
．
荻
原
氏
に
よ
る
と、これは潮風に強い植物とのことである。ところどころに大地の地肌がみられる。
島のほぼ中央のやぶの中に、縦五メートル、横約四メートルほどの四辺形らしき、塚の跡を発見した。石の大きさ
ｌ‐ｌ顔は彫りが深く、奎
血があると聞いています。
日本におけるオランダ人墓
九八
旧平戸藩領）という小島がある。この島には昔から混血児のような者がいるという。山田氏は子供のころ、骨格や顔
だ
ち
が
自
分
た
ち
と
は
違
う
住
民
を
み
た
。
１１１顔は彫りが深く、面長であり、背が高く、日本人とは違った感じがしました。昔から外国人（オランダ人）の
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お
け
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オ
ラ
ン
ダ
人
墓
オランダ人墓地の跡か？（筆者撮影）
上から見た墓地跡
壱 ○○
日本におけるオランダ人墓
は、一一一○センチ×二○センチほどもあったろうか。石垣は明らかに人為的に
破壊した跡であることを示している。現在残っている石垣だけからでは、塚
の形を正確に推定し得ないが、ほぼ四辺形と考えてよかろう。石垣跡の中央
とその周辺に「はまひさかき」が群生している。石はやや青っぽい印象を受
けた。「阿翁石」（玄武岩の一種）といい、加工しやすいという。萩原氏の意
癖見では、平戸のオランダ商館の仕切壁に使われた石（一一一種類あるが）と同じ
者ものとのことである。先の板沢論文に見られる、商館長ヤン・ファン・エル
筆Ｉセラック（一六四二年、四十四年平戸に在勤）の記事にある「碧い切石」の
ｊ鶴原文はす一目弓の己山己巨冒］である。、ａ巨百Ⅱ四ａロヨは、「砂岩」とも「石灰
ｒの岩」とも訳せるが、阿翁石と同じものかどうか何ともいえぬ。この石塚の付
割近のやぶの中に、日本人の小さな墓が、五、六基あったように記憶している
祠が、これらの墓は、江戸時代にコレラが流行したとき埋葬した日本人の墓標
田であるらしい。
元東大教授金井圓氏は、「江戸西洋事情」（新人物往来社、昭和六十一一一年一一
月刊）の中て「会社の皀甲Ｉｌ平戸の蘭人墓地」と題して、「横島」にふれて
いるが、筆者らが訪れた島ではなく、大崎鼻の沖にある島を「まさに会社の
島であったと思われる」と述べている。むろん同氏はこの島を訪れ、蘭人墓
一○一
日本におけるオランダ人墓
一○二
地の有無を実地調査したわけでなく、あくまで推測の域を出ないのである。
箸は釜田浦の北方ｌ田平町の「横島」を訪ねなかったが、今年の夏この鳥葬調査した荻原博文氏の報告を次
に揚げる。
全体の印象は平戸市の横島に類似しておりますが、九州側には砂浜が形成されているようで浅くなっております。島の基盤
は玄武岩ですが、平戸市横島のものとは異なり、板状のものは認められず、オランダ塀に使用した石材とは違うようですが、
石垣の石材とは類似点も認められます。
現在も島の対岸には集落が形成されており、本島も古くより対岸と一対の関係にあり、「人」も住んでいたようです。両横
島を予備調査した時点では、次の点から平戸市横島を商館所有のヨコシマと考えます。
一、オランダ商館境界塀の石材は平戸市横島のものと考えられる。同様な石材が大量に検出される地点は他になく、商館所
有地から運ばれたとすれば、理にかなっております。
一一、横島の番人の給与が他に比べて比較的高いが、これは無人島であることを考慮したのではないか。田平・横島とは対岸
の集落とは百メートルとは離れていない。
三、キリシタン禁令の厳しかった時代の商館の墓地は、人里離れたほうが好ましいので、平戸。横島のほうが可能性が高い。
商館日記によると、平戸のオランダ商館は、一六二○年代から横島を使っており、番人（日本人ソーベエ）を置き、
厩舎のほか、綱索置場もあって、牧場や墓地としての役割も果たしていたことがわかる。
先日、田〒
て
お
り
ま
す
。 田平町の横島へ行ってまいりました。かなり大きな島で現在は無人島ですが、最近まで人が住んでおり、廃屋も残っ
日本恒おけるオランダ人墓
度島寄りの「横島」（筆者撮影）
○
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
一○四
一
六
四
○
年
一
月
十
四
日
、
商
館
の
用
度
係
手
代
ハ
ン
ス
・
ア
ン
ド
リ
ー
ス
ゾ
ン
四
目
の
シ
且
臥
の
関
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
生
れ
の
ド
イ
ツ
人
）
は
、
去
る
十
二
月
十
八
日
〈
陽
暦
）
の
夜
、
日
本
人
の
人
妻
と
同
衾
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
つ
か
り
、
こ
の
日
、
そ
の
女
と
と
も
に
（８）
打首になった。遺体は仲間の手で納棺され、夕刻、〈云社の島に運ばれ、ていねいに葬られた。
寛永十七年九月二十五日（陽暦一六四○年十一月八日）、この日、長崎奉行柘植平右衛門以下の随行員を従えた大
目付井上筑後守は、商館の視察をおえたのち、平戸侯の屋敷に入り、時の平戸商館長フランソワ・カロン〔一六三九
～四○年まで在任〕を呼び出し、蘭館の閉鎖と破壊を命じた。倉庫の破風にあったキリスト紀元の年号（』９コ］ｓ①）
が
幕
府
の
忌
い
に
触
れ
た
も
の
ら
し
い
。
翌
寛
永
十
八
年
六
月
一
七
日
（
一
六
四
一
年
七
月
二
十
四
日
）
商
館
は
平
戸
よ
り
長
崎
の
出
島
に移転した。長崎のオランダ商館は、これより幕末まで約二百年以上も続くのである。
一
六
四
一
年
八
月
一
日
、
平
戸
に
入
港
し
た
コ
ー
ニ
ン
ギ
ー
ネ
号
の
上
外
科
（
氏
名
不
詳
）
が
船
上
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
会
社
の
島
に埋葬させて欲しい旨請願したが許可されなかった。日本の国土をキリスト教徒の死体でけがすことは許されぬ、と
いうのが請願却下の理由であった。従来、許可されていた陸上埋葬が忽に不許可になったことの「原因については、
時の経過を待つこととした」と蘭館日誌にあるが、八月二日に、死体に大きな石を二、一一一箇つけて、港外の海に葬る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
八
月
二
十
七
日
、
二
十
九
日
に
も
水
夫
が
二
名
死
ん
で
い
る
が
、
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
死
体
は
地
中
に
場
所
を
得
るに値しない」理由で、首に石をつけての海上投棄を命じられている。
一六四二年五月十日、勝手方手代（す。芹の一一の『切目山の【、氏名不詳）が亡くなり、遺体は港外の海に投げ捨てられてい
る
｡
蘭
館
が
長
崎
に
移
転
し
て
か
ら
も
、
埋
葬
方
法
は
変
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
一
七
世
紀
中
葉
に
至
る
ま
で
「
水
葬
」
を
強
い
ら
れ
て
い
一六四三年九月一一十六日、スワエン号の船頭（の、三９円）コルネリス・ヤンスゾーンＣ・曰の］一⑰］自問は、午前一一
時ごろ出島で亡くなったので、埋葬許可を求めたが、許されなかった。一六四九年九月十二日、船頭ヤン・ヘンドリ
（９）
ツクスゾーン胄昌酉の二二１，戸⑪Ｎが死亡したので、通詞を通して、遺体を「出島のどこかに」埋葬させて欲しいと請願
したが許可されず、水葬にした。
一六四九年九月一九日、フライト船ウィッテ・ファルク（ヨ「旨のく四一。【）号が長崎に入港した。同船には遣日使節
ペトルス・ブロックホフィウス（勺の（『巨叩国一○ｓ。ご］の口⑪）の遺体と商務員アンドリェス・フリシウス（シ己１のの
句１⑪旨の）が乗っていた。寛永二十年（一六四一一一年）、オランダ人十三名が乗った船が奥州南部に漂着、江戸に送って
翌年帰国させた。漂流民の中には、砲手と外科医ら五名がいたので、この者たちを慶安二年（一六四九年）まで八年
間江戸に留め、伝習させた。使節の派遣は、漂着蘭人が世話になったことへのお礼言上と、かれらを連れ帰るためで
あった。しかし、使節ペトルス・ブロックホフィウスは、一六四九年八月十五日、長崎への航海中に亡くなった。
Ｃ・Ｔ・ファン。アセンデルフト・ド・コニンフ箸「日本滞在記」（ミ等再尽き忌斡冒吾ｓ§・屋留）によると、その
死は予測されたことで、パタビァを出帆する前に棺桶を船に讃んだという。小々気になるのは、同書にある次のくだ
りである。
た
の
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
よ
い
）
遺体は日本に着いたとき、長崎の対岸稲佐山のふもとにあるオランダ人墓地に埋葬合された。墓石はまだその墓地にみられる。
日本におけるオランダ人墓
（傍点筆者）
一○五
一六四九年十月十八日、
した」と商館日記にある。
今ひいた通りだとすると、ペトルス・ブロックホフィウスの遺体は船中で防腐処置が施された後、そのままパタピ
アに持ち帰ったということになる。
一六四九年十月十八日、この日、コルネリス・クラースゾンＣＣＢの房。］四閏（水夫か？）が死亡した。が「水葬に
し重の一色。
会て日本なむぼに噸鞄漂着せし、我国人十人は彼地にとらはれし後、都下〈江戸１－Ｊ引用者）にめされ、其事由を検査し、
明白を得て、国王これを許し給ひ、款待浅からさりし、其恩謝の使節としてピイトルプロックホピウス君をして本国より差送
れり、しかるにこの人不幸にして洋中にして病死せり、是に依て例のことく其屍は薬汁を以て艫めて、バタビャに戦来る。
（後略） ドョニンフがスラバャ（…喜ｌジャワ島北東部、スラバャ海峡の西口に位霞）の停泊地よりヨアン号に
搭乗し、日本に向ったのは一八五一年十一一月五日のことで年暮れに長崎に到着した。稲佐山のふもとの墓地といえ
ば悟真寺の蘭人墓地のことだが、ここにはブロックホフィウスの墓は現存しない。ド・コニンフが同墓地を訪れたと
き見た他の墓、たとえば、後述するデュールコープのものと感違いしたのではなかろうか。
遺日使節の来日については、『通航一覧」（巻一一百四十）に、
このように日本で病死又は不慮の死をとげたオランダ人の死骸は、幕府のつれない処置によって、海中に役ぜられ
日本におけるオランダ人墓
一
○
六
。Ｃの［巨巨。】のロ（の丘の砲Ｈ囚この口．
しかし、三時ごろ、長崎の貴人たちのほか、かなりの従者を伴っているシエキンゴ様（大目付井上筑後守のことｌ引用者）
と
キ
ェ
モ
ン
様
（
長
崎
奉
行
甲
斐
庄
喜
右
衛
門
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
お
よ
び
わ
れ
わ
れ
の
監
視
役
で
両
者
に
出
仕
し
て
い
る
立
派
な
御
検
使
二
名
が
来館した。われわれは死者をオランダの服装のままで葬るよう命じられた。
冨餌の『Ｃ『員『の貝」ごロロ『の］〕ぐの『⑰、すの①ロのロヶ里○二⑫ロ、ぐの。⑪ｚ■ぬ囚の四六一の①ゴロ・の一日ロゴ○二⑩の二，○コ。ＥＲの口『づご①の四の。⑪一のロの一『、六の
因○コ四○一の①ロミの、のロのの一の【ご堀ＣのロＣ巳の曰。。、、日ロ］四日の（白日の一］、丙の、のごＣ－，ケの。。『。『のＣ曰。。⑪の』。。』のｐｐｍの『９⑦ｚの９の『一四日⑪ロゴの
、
、
、
、
、
勺
、
埋葬と定めら手（》
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
代
の
商
館
長
が
粘
り
づ
よ
く
陸
上
埋
葬
を
許
可
し
て
く
れ
る
よ
う
請
願
し
た
結
果
、
一
六
五
四
年
（
承
応三年）に至り、商館長ハプリエル・ハッパルトの：『一の一国：ｇ『〔のとき、ようやく年願の許可を得たのである。
一．通航一覧」（巻二百五十）の「雑事」に、
とある。
陸
上
埋
葬
の
許
可
が
出
た
の
は
一
六
五
四
年
三
月
二
十
四
日
の
こ
と
か
。
こ
の
日
の
蘭
館
日
誌
は
次
の
よ
う
な
記
事
を
与
え
て
い
る
。
、
、
、
、
、
、
■
わ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
承応一一一年午年よいリ、阿蘭陀人毎年九月大波止に出て、諏訪神事の踊を見物す、同年自後かれ死失の時は、稲佐村悟真寺境に
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
一○七
（傍点筆者）
人
工
の
島
「
出
島
」
は
、
狭
く
て
小
さ
い
の
で
、
と
て
も
死
者
を
葬
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
幕
府
に
適
当
な
埋
葬
地
を
頼
み
、
捜してもらった結果、候補に上ったのが悟真寺裏の林間の空地（□一烏）だったのであろう。ここで幕末までの約二百
年にわたって蘭人が埋葬された悟真寺と外国人の目に映ったオランダ人墓地について述べてみよう。
悟
真
寺
は
長
崎
市
曙
町
に
あ
る
浄
土
宗
の
古
刹
で
あ
る
．
慶
長
三
年
（
’
五
九
八
年
）
、
筑
後
薑
寺
の
僧
侶
Ｉ
襄
誉
玄
故
の
創
建
聖
誉
は
キ
リ
シ
タ
ン
全
盛
時
代
に
、
邪
宗
門
の
は
げ
し
い
圧
迫
に
も
め
げ
ず
邪
徒
の
教
化
に
つ
と
め
、
慶
長
三
年
本
山
に
願
い
出
て
「悟真寺」という寺号をゆるされ、稲佐氏の居宅跡に寺院を建立した。聖誉はその後、仏教の再挙と信者の教導に力
を
つ
く
し
、
慶
長
七
年
よ
り
二
十
九
年
間
、
長
崎
で
暮
ら
し
た
。
悟真寺の本堂は文化十一年二八一四年）に再建されたが、原爆により破壊され、昭和三十八年に再び建てなおし
た
。
同
寺
院
の
緑
起
と
由
来
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
古
記
録
が
い
く
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
「
長
崎
名
勝
図
絵
」
（
巻
之
三
）
は
次
の
よ
う
にいう。
にかかる。
終
南
山
光
明
院
悟
真
寺
稲
』
浄
土
宗
筑
後
善
導
寺
末
寺
。
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
稲佐浦にある。
一○八
『幹‐・熱繩榊鯛》耐
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
幕末の悟真寺裏のオランダ人墓地
(アムステルダム海事博物館蔵）
○
九 大正時代のオランダ人墓地(｢南蛮長崎草ｊより）
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基
一一○
悟真寺裏の今ある蘭人墓地は、大正七年二九一八年）十月に修理を施したものである。東京のオランダ公使館の
出
資
を
得
て
、
墓
地
の
周
囲
に
赤
レ
ン
ガ
の
塀
と
石
の
門
を
設
け
た
。
大
正
時
代
に
同
墓
地
を
撮
っ
た
写
真
が
一
枚
、
永
見
徳
太
郎
箸
「南蛮長崎草」（歴史図書出版）に添えられているが、それによると、墓地の周りには簡単な杭のようなものがあるだ
けで、塀らしきものはなく、殺風景な印象を与えている。江戸時代の墓地周辺はどうであったかについて何ともいえ
ないが、遠くに長崎湾の青い海が見え更木立ちの多い丘であったかも知れない。
一
八
四
三
鑓
十
一
月
十
二
日
｛
天
保
十
四
年
九
月
二
十
亘
ｌ
こ
の
日
商
館
長
ピ
ィ
テ
ル
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ビ
ッ
ク
勺
：
鯵
←
すの『〔国房（一八四三～四五年まで在勤）と商務員らは、通詞・目付を同道して稲佐山に遊歩に出かけた。が、このと
き「われわれの墓地」を訪ねた。当時、蘭人墓地は「荒れ地」（葛巨囚凰の）の中にあったと記している。
長崎にやって来た西洋人の中には、オランダ人墓地を訪れるものもいた。そのうちのある者は、帰国後、そのとき
の体験を綴った手記を発表した。一六九○年出島オランダ商館付の医師として来日したエンゲルペルト・ケンペル
（一六五一～一七一六）の「日本誌」（英訳、毒ごミミ胄巳§皀急）には、短いながらも十七世紀末の稲佐の蘭人墓
地についての記事がみられる。
昔は、オランダ人が長崎で死ぬと、その過体は地中に葬る価値なしと見なされ、港外の海へ投棄されたものである。
このごろでは稲佐山の荒涼とした空地を与えられ、オランダ人の死体をそこにちゃんと埋葬する許可も得た。その後、
（Ⅱ）
地に日本人の番人が置かれ、十分に監視させ、埋葬後数日もすると死骸を葬った場所がわからないようにした。
しかし、
こ
の
墓
とある。
ほとんど同じ頃、水夫の一人が出島の病院で亡くなった。長崎奉行にこのことを知らせ、埋葬の許可を求めると、日本人が
何人かやって来て、死体を入念に調べ、そのあと対岸に埋葬するために、死体を棺の中に納めた。何人かの人から聞いた所で
は、死者を葬ったり、日本の習噸に従って火葬するための場所が遠くに設けてあるということである。火葬については、確か
な情報を得ることができなかった。
長崎に入港する船や出島で死人が出たときには、御検使（検死のための役人）・町役人・通詞らが事実確認のため
にやって来た。「通船一覧」（巻一一百五十）に、
（胆）
稲佐の蘭人墓地に墓標設置の許可がおりたのは、墓地を与えられて一二十年後の一六八四年八月〈貞享元年七月）の
ことである。ケンペルが長崎にいた頃は、墓石を設けてもよかったのに、あえてそうしなかったのは、一つには幕府
への遠慮と、墓所を荒されるのを懸念し、葬った場所を発見されないようにしたからであろう。
一七七五年八月、船医として来日したスウェーデンの植物学者カルル・ピィテル・トゥンベルグの「日本紀行」
（仏訳司貫鴇冒品一討冒③Ｒ§塵鳥、戴冒ｓｐ奇言⑩員冒」ｇ§」『震）には、蘭人死亡後の埋葬手順について記されて
いる。
マ
マ
阿蘭陀人相果候節は、与力一人、歩行者一人、同心一人、町使一人、通詞遣Ｉ）、別条無之候得は、伊奈佐へ為埋候事
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墓
の
前
に
は
、
し
ば
し
ば
←
出島を離れる前に、われわれは、オランダ人に深い関係を持っているもう一つの場所を訪問しなければならない。それは、
彼らオランダ人の死者たちの眠っている場所、すなわち長崎湾の向う側にある稲佐の墓地である。この墓地は同じく稲佐とい
う名の寺（悟真寺のことか‐－１引用者）のそばにある。われわれはこの辺に遊びに行くこともしばしばあるが、この稲佐の地
には多くの日本人の墓にまじって、オランダ語で銘を刻んだ美しい墓石・記念碑があるので、よく記憶している。われわれは
友人たちの面影を偲ぶことなしに、また驚きと感動なしにこの地を訪れることはできない。
オランダ人の墓の多くは大体においてはなればなれになっているのではなく、むしろ近くにまとまっているが、しかし日本
人の墓の間にまじっているものもある。このことはむしろ日本人が見かけほどには狭量でないことを示す証拠ともなるもので
ある。というのは、彼らはこれらの異国の人の遺物を遠く離れた場所へ移してしまうか、または、昔われわれが彼らに譲歩し
ていたように、海中に投じてしまうことを要求することができるであろうと思われるからである。それどころか、その地に葬
られた者たちの詳細は過去帳を保管しているこの寺の住職（欣譽良碩のことか、文政二年より同八年まで、聖徳寺十五代泰譽
が住職をかけ持つ－１土引用者）は、死亡した日本人に対する場所とまったく同様に逝去したオランダ人のためにもその勤行を
日
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お
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る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
一一一一
一八二○年七月、一等事務官として長崎にやって来たファン・オーフルメール・フィッセルニ八○○～一八四
八）は約九ヵ年日本に滞在し、帰国後、「日本風俗備考」（国営ご農潟貫（忌討圏苫冴冒苫意一再ご§駒＆⑩宛慧屋題）を著
わした。本書は豊富な資料に基づき、自分の見聞と体験とをないまぜて書いた十九世紀日本の風俗史でもあり、資料
的価値も高い。とくに本稿との関わりで重要なのは、十二章「雑録‐｜にある、オランダ人の埋葬式についての記事で
ある。
しばしば花や米または水が供えられているのを見かける。また墓は清潔に維持されており、そのための資金と
とくにフィッセルが日本にいた文政年間のオランダ人の〃野辺の送り“の様子を伝えたものが、この引用文だが、
江戸時代を通じて送葬の方法はほぼ同じであったと考えられる。
オランダ人は、公然とキリスト教の葬儀を行なうことを禁じられていたから、不幸にして同胞が亡くなった場合、
（胴）
その遺骸を仏寺に持ち込み、仏式で葬むることを余儀なくされていた。
日本におけるオランダ人墓
一一一一一
住職は弟子の僧二人を伴って寺の入口で遺体を受けとり、そして行列を墓地へ導くのであるが、そこには一個の小机が準備
し
よ
う
されており、その上には一一個の壷が壇かれ、その中には香りのよい灯心〔線香〕に火がともされており、また小さな鉦（ふ
せがね〔仏具の一つ〕１－４引用者）と一緒に、二個の木皿にのせたお供え物も飾られるのである。棺は墓場の手前まで運ばれ、
住職はその前、すなわち上記の小机の前に位置を占め、それから声高に読経を行うのである。若い僧たちは、時々鉦をたたき、
そして最後に住職は、その手に握っている杖をもって、「阿弥陀の神よ、彼のために折らせ給え」という意味の南阿弥陀仏と
いう祈りを繰り返しながら、棺の上を一一一度たたくのである。これをもって儀式は終了し、住職は二瓶のアラク酒（アラック酒
ともいう。ヤシの汁から作る蒸留酒－１Ｊ引用者）と一一個の長煙管および棺を覆っていた黒い唐繍子の覆いを受けとるのである
（Ⅱ）
が、それらのものは古くからの習傾に従って、一つ一つ彼に感謝の意をこめて贈られたのである。
（庄司三男訳）
して年々上記の寺に対するわずかな贈物がなされている。もしもオランダ人が日本で死亡した場合には、そのオランダ人は埋
葬される前に御検使によって検死が行なわれ、そして下検使たちの立合のもとで納棺される。滞在中のヨーロッパ人たちがこ
れに付き添って出島を練り歩いてから、遺体は水門すなわち長崎の町ではいわゆるモッセル・トラップ（富・閉の序『：）と呼ば
れている処で一隻のスループ船（一本マストの縦帆船Ｔｌ上引用者）の中に安置され、そして二隻以上の船がその埋葬に随行す
る
の
で
あ
る
。
埋葬は次のような手順で執り行われる。死人が出た翌日、棺が和船に運ばれ、オランダ国旗で覆われる。商館長、オランダ
人職員、御検使、通詞などが、別な船に乗って後に従うのである。葬列は稲佐村へと向う。浜辺に着くと、オランダ商館の
ク
ー
リ
苦力たちが山の上にある悟真寺まで棺おけを運ぶ。一」の寺院で、商館員たちの会葬を得て、シナ僧によって葬儀が営まれる。
次
い
で
棺
は
墓
地
へ
運
ば
れ
、
墓
穴
の
中
へ
降
ろ
さ
れ
る
。
墓地には七、八基の墓石がある。墓地は手入れが実に行き届いており、日本人やシナ人の墓地のそばにある。埋葬が終わる
と、出島の商館員らは悟真寺に戻るよういわれ、そこで僧侶から茶菓子の接待をうける。商館を立つ前と棺おけにふたをする
前に、日本人の役人が来て検死を行なうが、これは奉行所の措置にすぎない。
調書にあるのはこのようなものであるが、死者の墓の上で述べられた想い出やキリスト教徒としての希望の言葉は、調書の
中で不問にされている。
長崎湾の右岸に、稲佐という小さな村がある。この村は二世紀この方オランダ人の死者をあつく遇する特権を有していた。
墓地の世話は、悟真寺というシナ寺の僧侶にまかせられていた。その僧侶は埋葬に立会い、会葬者たちに祝福を与えるのであ
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オランダ国王の侍従長を勤めたヨハン。マウリッッ・リンデン伯（一八○七～一八六四）は、一八五五年（安政二
年）に来日し、出島の蘭館に約四ヵ月滞在し、帰国後、「日本回想録」（仏文凹）§§笥骨、ｓ§］車ｇ）を著わしたが、
この中に「稲佐村近傍の悟真寺」（ト⑩符ごｓ行（詩の。仙冒蔦冒冴（冒已量温、＆胃国富）と題する小記事がある。これは
フィッセルの文章と同じようにオランダ人の送葬と仏僧による回向について簡単に述べており、幕末の蘭人の弔いが
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
そ
の
概
念
を
与
え
て
く
れ
る
。
る
｡
と蘭館日誌にある。埋葬されたのは、死んだ翌日の二月二十四日のことである。ここで問題なのは、「アサースーカ
寺」である。原文には、○局のぐの①『の①ロ『昌一言の①召、ワ巳（のロロ①の国□〔、のワ『四、宮の二目の『（目］耳の貝の①ご［のロ〕己の一
貯め‐、⑪‐８ｍのロの［の己）言の一＆のロョロ画のａの、の⑪（の一斤とある。「アーサスーカ寺」は、おそらく「浅草寺」のことを指すも
日本に来航したオランダ船は、一六一一一年（元和七年）から一八四七年（弘化四年）までの二二七年間に七一五隻
（〃）
であり、一年平均一二・一隻になるという。パタビアを出帆した蘭船の多くは、陰暦の六月から八月の間に長崎に入港
日本におけるオランダ人墓
一一五
のであろう。
オランダ人がようやく稲佐山のふもとに埋葬されるようになって、そこに最初に葬られた者は、カイーク船（二本
マストの帆船）の縫帆手（氏名不詳）である。蘭館日誌によると、一六五四年一一一月二日に亡くなっている。このオラ
ンダ人こそ、蘭人墓地に葬られた第一号と思われるが、残念ながら墓は残ってはいない。
特筆すべきは、同年一一月一一十一一一日の夕刻、商館長ハブリエル・ハパルトの参府旅行に従った下級商務員オット・ワ
ッヶル（。〔８夛『四房の、）が江戸で死んでいることである。ワッケルはすでに大坂と一一一島間で病気となり、江戸到着
後、病死したものである。商館員は参府旅行中、もし死ぬことがあれば、その地に葬られることになっていた。江戸
｛脂）
で死んだ場ヘロには、「浅草稔多村」に埋葬されるよう決められてあった。
ワッヶルの埋葬地に関しては、
町（江戸）を離れること約一マイルの所に運ばれ、そこ（アサースーカ寺と呼ばれる）の地中深く葬られた。
人は、オ一一
○、侍医』
ができる。
人
）
な
ど
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
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するのがふつうであった。そして三ヶ月ほど日本に滞在したのち帰航した。江戸時代を通して死者が多く出るのは蘭
船の長崎入津時が最も多く、陽暦の八月から十月までの間に集中している感がある。不幸にして長崎入港後に亡くな
ったオランダ人の役職や身分を見ると、概して水夫が最も多く、その他見張人・舵手・砲手・用度係・おけ屋・船大
工・見習水夫・縫帆手・軍曹・伍長・水夫長・らっぱ手・給仕・鼓手・船長・艦長・船医などがいる。いま例挙した
ものは乗船要務の者であるが、次に出島蘭館の住民の中からは、商務員・帳簿係・外科医・商館長・黒人（ジャワ
これらのオランダ人は大抵の場合病死しているわけだが、死因（病名）については明らかでない。おそらく壊血病
を筆頭に、熱病・疫病ヨレラ。赤痢・チフス）等によって繁れたものであろう。蘭館日誌に出てくる死人は、多く
の場合、氏名が記されているが、時として明記されていないこともある。悟真寺裏の蘭人墓地には、出島に在勤した
「黒人」（ジャワ人・マレー人など）も葬られたが、従来、かれらについてはあまり注意を払われず、蘭館日誌にもほ
とんど名前は出てこない。かれらはほとんど一顧の価値なき存在として葬むられたものと思われる。江戸時代、日本
人は、オランダ人のことを「紅毛人」とも呼び、黒人のことを「黒坊」と呼んでいた。森島中良二七五四～一八一
く
に
の
り
○、侍医桂川甫二一〔国訓）の次男）が編んだ「紅毛雑話」の中に、「黒人」についての記事をいくつか捨い出すこと
つ
ぃ
船中連来る所の黒坊の事を「スワルトョンゴ」と云・「スワルト」は黒き事、「ヨンゴ」は若ィ者といふ事なｈソ。生国は南海
か
ら
つ
ぼ
あ
ぺ
ん
ぷ
ら
の内、咬瑠巴、傍葛刺「マレイス」「プー‐ギス」「マロワル」等の土人なり。日に近き国に生る輿故、色焦れて黒きなり。相対
こ
ど
も
にて（一一人で相談しての意‐‐‐ｌ引用者）紅毛人に抱えらるシもあれと、おほくは其国の人かどひ、幼少の児童をかどはかして
凡ｇつ
い
の
こ
蛮人に売といへり。性あくまで愚にして、強力の者もあり。常に飯と肴を喰ふ。家（いのしし、ぶたの類－１引用者）をば
決して食せず。鶏なども自ら殺して、引導をわたしたる物にあらされば食はず。四足の内にて牛ばかりは食ふ。是は天竺地方
の常食なるが故なり。文字は「マレイス」文字を似て通用す。（後略）
○
鼻
帯
い
か
に
い
と
け
黒坊は大がい鼻低し。其故如何となれば、彼俗鼻のひき塗を悦ぶなり。故に幼なき時、鼻を押平め、革の紐にてきりノーと
からげ運、成長の上にて曇を解となり・さればこそあれ彼地方の国人等たいていひしげ（押されてつぶれたの意ｌ引用
者）鼻なりとぞ。其紐を「ノイスパンド」といふ、「ノイス」は鼻、「バンド」は帯の蛮語なり。
黒人の風貌のうち鼻柱（はなすじ）については、
とくに興味を惹かれるのは、黒人の送葬の模様である。次にひくものは長崎で黒人の埋葬を実見した林子平二七
一一一八～九一一一、江戸後期の経世家）の談話筆記である。土をあがめ信仰する黒人は葬られる前に、口の中に土を一杯っ
○
黒
坊
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林子平崎陽尹（長崎の異称‐１４引用者）に遊事して、西洋館に出シ入する頃、天竺人の葬送を見る。蝋蛎守妨嗣醗一棺は松板に
こ
し
ら
が
て栫えたる臥棺な、ソ。是も出島より稲佐山へ舟にて送る。同国の黒坊悟真寺まで見送り、惣て寺僧の手を侍ず、葬穴の前にて
死骸を引干出し、赤裸にして口の内へ土をなるだけ押シ込ミ、横さまに伏させおき、其身は「サロン」（蘭語田『・二ｍ〔腰巻の
類〕ｌ‐引用萱といふ大衣の如く仕立たる木綿の単なる礼服を着し、鑿篭打籠敷（織物の敷物ｌ引用者｝を数て礼捧
をなし、横文字にて轡たる経文（聖書のことか－－‐引用者）を出して塗二狂騒雛鍵齪祷γ読経す。其声はなはだ殊勝なり。夫
だ
な
ど
・
ろ
より調経をはって後、掌を合と、「アミン」と唱ふる事十遍、「アイノーハ」「ナイノーハ」（意味不明－－１引用者）と唱へな
う
づ
む
がら、左右を拝する事百遍にして、屍を埋るとな、ソ。
か
け
い
し
げ
ん
ざ
や
う
家兄（自分の兄のこと‐‐－４引用者）の考に日、土を口に含ませたるは故ある事なり。西洋の人、四元行と号て水火気土の四
郡
け
る
と
き
を尊信す。生前水を尊信する者をぱ、其屍を水葬し、火を尊信する者をぱ火葬し、気を尊信する者をぱ、繩をｆＵって樹の枝
に懸、土を尊信する者をば土葬にす。鋤鐸鰯嘘罎漣》耀鮓蝿鰄蝿噸。長崎に居所の西洋人の内、水火金の三を尊信する
かけ
者をも、やはり日本の制にならひてすべて土葬にすると見えたり。中にも子平が見たる所の土を押シ入ノく、含ませたるは、土
を尊信する者を葬る式にてやありけん。（後略）
め込まれたとある。
出島に在勤した黒人の多くは若者（少年）であり、その仕事は、オランダ人の食事の給仕、縫い物、洗たく、水く
み、台所の手伝い、その他の雑用であった。身分は低く、商務員や医師のしもくとして奉仕した。蘭館日誌にその死
亡記事が出てくるのは十八世紀に入ってからである。死亡した場合、検死を受けることはオランダ人と同じであった。
○
黒
坊
の
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今日の午後、上外科フイリップ・ピィーアル・ムセウルスの奴僕死去せり。
ちなみに、黒人についての記事をいくつか紹介しておこう。
一七四○年六月六日（元文五年五月十三日）
□の⑪の。目□のロ〕己Ｓｍ一⑪の『の①ゴロ】四二の一四具ご山口ロの。。ｇの『向亘『眉目で三一『己国の〔の『冨口⑫ｇ－Ｅｍｏぐの『’８の。．
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図１Ｃの、の口昌。『困の二一の①『の①ロョ目⑪一四四ぐぐ冒旦の口⑪の、自旦①
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今日の午後、私が使っておる少年は黒鯛の卵を食べたあ
(｢長崎古今集覧
今朝、クラベンディク号の次席商館長アルベルトウス・
ファン。ポ１ルトの奴僕、死去せり。
同年八月二十二日（元文五年七月一日）
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一七三四年、日本の皇帝（将軍家１１引用者）に献上するために送られて来た猟犬のうち一匹は、今まで当地で生きていた
のだが、今晩死んだ。
また蘭館日誌には、人間の死とは別に、出島の中でオランダ人が飼っていた動物（犬・オーランウータン）の死に
ついての記事がみられる。次に掲げるものがそれである。
今晩また猟犬の一匹が死んだ。
つづいて八日後（十一月十一日）に更にもう一匹死んでいる。
一七三九年十一月三日（元文四年十月一一一日）
□の⑪のロ二四日一ｍの『弓巴の『の⑦。ぐ目□の］口智彦。且の三六○日目厨の庁の『くの二・
。ご⑦『一》・の曰く四口。①口］煙く四四己の、ロの曰く巨巨『の８戸の『ご口ごＮ・雪［・の８○日⑪三つの①ｑの互いのロ四四曰旦勺口国、⑰．
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閑話休題。
来日オランダ人は平戸・長崎・江戸にかぎらず、江戸参府の往還においても亡くなる場合があった。一七六八年三
月三日午前九時ごろ、商館長ヤン・クランスは簿記係ルドルフ・フレウデマン、上外科ヤン・フランソワ・ド・ハウ
ト（］目司『豊８－叩旦の餌目庁）を伴って江戸に向い、その帰途、同行のド。ハウトは不幸にも京都近郊で亡くなった。
同人は旅行中、健康状態が思わしくなかったようである。一七六八年五月十七日（明和五年四月二日）付の「蘭館日
誌」には次のようにある。
筆者は犬の記事を五、六件見たように思う。次にオーランウータンの死一件を紹介しておこう。
また昨晩、オーランウータンが死んだ。
五月十七日（火曜日）。
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「シンョダ・トョイととは、現在の京都市左京区浄土寺真如町にある「真如堂東陽院」のことである。紅毛外科
医が王城の地に葬られるということはよくよくの事であったと思われる。ド・ハウトの病死については「通航一覧・一
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行く病いに苦しんでいた者だが、午前一一時ごろ亡くなった。そこで直ちに遺骸を京に送った。
五月二十日（金曜日）。
今夕、多くの難儀と熟考を経て、内裏の同意と所司代の命に従い、上記の上外科をサカ派のシンョダ・トヨインに埋葬した。
原
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
三
日
後
の
記
事
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ド。ハゥトに注目し、京都在住の医師阿知波博士に墓の有無と過去帳について調査を依頼し、その回答を「蘭館医
ド・ホゥトの死について」と題して「日本医師学雑誌」（第十二巻第二号）に発表したのは、慶応大学名誉教授大鳥
であった。
と
あ
る
と
い
う
。
とある。が、オランダ側の記録と一日のずれがある。
筆者は、ド。ハウトの墓に興味があったので平戸の横島を訪れた帰り、東陽院を訪ねるつもりであった。寺院に墓
が現存するかどうか照会の手紙を出したところ、その回答に接したが、墓は無いとのことであった。けれど過去帳に
記
戦
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
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（巻二百四十一）に、
明
和
五
戊
子
一、阿蘭陀人外科鮴一睡炉”》軒騨卜
「別に記有り」とあるが、現住職。斎藤直成氏によれば、「これ以上の資料はなく墓碑もございません」ということ
マ
マ
マ
〒
明和五戊子年、当春江戸参上之外科紅毛人、四月一一一日船京都病死、同五日真如堂中東陽院に埋葬之、長崎志、
四
月
五
日
茶
毘
四
八月十五日（元文元年七月二十三日）。
最近到着したジャンクは荷を卸しはじめ、金曜日ごろ船は空になる。ヘンドリック・ホットフリート・デュルコープ氏の遺
骸は、日本人が驚くほど、当地の現状で許される限り華麗に、相応の礼をもって埋葬された。
ｎ画［Ｅ『□四豈
届．ごく一の己○の一四四房〔砲》ロ『『－ご①のａの一○二汚函の一○⑰（のロ『四四戸の［の⑦硬のごｍ・のぐ『己。陣順一の①島、雪く『ｍのＱの三一のａ）二『一六ぐ、己尹『昌一のロロョ四の円
函のご□『一丙の。（【（ユの９］〕巨巨『【。。ｐヨの庁四一一の日○○ｍの一】］六の⑫国四Ｓ－ｐ㈱Ｃくの『『の□の頤の一の頭のロぼの竜。》（ゴーの「【Ｃの一四四戸８－ぐのゴミＣ二・のユロ、この『
］、ロロロロの『のマワのケ○．ユー］六（の『四ｍ『このすの⑩（の｝□・
デュルコープの葬儀の様子を最も如実に描いているのは「紅毛雑話・一の記事である。安永六年、七年と二度ばかり
長崎に遊学した林子平は、デュルコープの葬式を目撃する機会にめぐまれ、その時の体験談を森島中良に語り、森島
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一二五
蘭三郎氏であった。同氏はド・ハウト〈□の四四具）をド・ホウト（月田Ｃ具）としておられる。が、筆者の判読に誤
りがなければ、たしか蘭館日誌の記載は号四目【となっていたと思う。
一七七八年七月二十七日（元文元年七月四日）、オランダ東インド会社の上席商務員ヘンドリック・ホットフリー
ト・デュールコープ（函の己『房の。［昌一のロロ自民○○℃）は、日本へ向う船「ハイス・卜・スペイク」（困昌⑫（⑦のロ罠）
（肥）
号上で亡くなった。早速、その遺骸に防腐処置をほどこし、〃鉛の棺〃に入れて長崎まで運び、稲佐の蘭人墓地に埋
葬した。かれは出島の商館長に着任する途次、不慮の死をとげたものである。ハイス・ト・スペイク号が長崎に到着
したのは同年八月九日（七月十七日）のことで、約一週間後に遺体を葬った。蘭館日誌の記述は次のようになってい
る。
「長崎聞見録」にも「阿蘭陀人の墓」と題する記事があるが、そこには板屋根で覆われたデュルコープの墓の絵が
添えられている（さし絵を参照）。
マ
マ
か
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人
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な
か
往年「ジュルコーープ」といふ加毘丹、瓜畦より日本へ渡海の洋中にて病死したる死骸を、長崎稲佐山の悟真寺へ墾熱麹舞い
ま
づ
し
か
竃
ね
尺
■
８
航綜帽は葬送したる始末を、玄沢子（大槻玄沢のこと‐‐‐引用者）の物語にて間しに先屍の腹を割て臓腕を引出し詰物をして其
き
せ
切り口を縫合せ幾獺詮罐蕊赫溌熱浜雛唾矯人を黒き服を穿て臥棺に収め、騨戟鑑纈轆惣り極々の詰物有てとくと詰、
ち
や
ん
へ
其
枢
の
上
を
瀝
青
に
て
塗
固
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て
船
中
に
安
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し
、
海
の
上
に
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数
を
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て
後
、
長
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の
上
、
葬
礼
を
行
ひ
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る
時
の
式
は
、
棺
へ
黒
び
ろ
う
ピ
さ
て
天鷲絨の覆をかけ、棒は竪に一一本シ、横に一一一本入て、かつぐやうに作りたり。扣悟真寺まで見送りの蛮人数多、各黒き喪服を
Ｓ
れ
た
る
着し、黒羽一一重の裁にて作りたる、頭より左右の肩へ垂るやうに製したるものを着たり。
ひ
つ
ぎ
葬穴を深く堀て枢を収むる事、比邦にさしてかける事なし。鉾臥、醗賦露乍鍬疹もむ石碑は横石なり。横文字にて銘を刻む。石面
は
う
か
ら
く
り
の一シ秀に、砂時計の両方に、鳥の翼を置たる紋を彫付たり。是は我邦の判事物の様なる事なり。砂時計は機関の砂の落チ切り
ぜ
つ
た
る
を
も
て
、
呼
吸
の
絶
し
た
る
に
た
と
へ
、
左
右
の
翼
は
、
此
人
死
し
て
４
，
，
名
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千
万
里
の
外
に
飛
と
い
ふ
意
な
る
よ
し
な
り
と
ぞ
。
た
と
へ
公
ぐ
み
こ
し
か
さ
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６
彼国の人磐諭を画に轡事多し。大低此類の画組なり。林子平が見たる加毘丹の葬式も玄沢子の話と同じ。輿昇の日庸一一十人
△し｝①ｉ』
←ひや夕、
で
し
虫
に、阿蘭陀人の印の付たる看板（－）るしばんてんの意ｌ引用者）を着せしめ、枢ならびに見送りの蛮人、西洋館の水門より稲
さ
し
そ
ひ
の
ま
ぜ
佐の湊まて、十八丁の海上を船にて行。棺を乗七たる舟と差添の加毘且の舟へは、布交の旗を立てた腕ソ。
レー
担悟真寺の仏前ンに棺を界居る時、住僧および長崎惣寺々の僧徒、のこらず出て読経す。夫より跡の取置はすべて寺の例に
そ
か
し
さ
まかする事なり。可笑は和尚の引導な猫リ。紅毛の死人の耳へは何と這入るや。通詞がなくてはわかりかぬくし。
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よ
う
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阿蘭陀人の墓は。長崎稲佐邑。悟真寺にあり・昔時カビタン・舟中にて死たるを。沙織流にして持来り。此寺に鑿評。其墓
い
な
さ
む
ら
ご
し
ん
じ
む
か
し
マ
マ
あり。もっともカピタン以下。黒すまたろす（黒人の召使い１１引用者）杯の類は。墓といふ事もなし。叔鯵の死たるに藻し
く・其儘埋置事也。もし船中にて死たるハ・海中に捨ろとなん・或は其カビタンの墓も。譲樒を尹献るといふ事もなし。たぎ
ま
Ｌ
う
め
唐
人
か
う
は
恥
ふ
さ
ん
け
い
その恩厚に預りたる売婦など。参詣するのミとなん。もっとも。墓に文字を彫と云事もなし。墓のまへにこ一シ石を立たり。是
。
：
か
ん
じ
日本におけるオランダ人墓
墓の
デュルコープが埋葬されたのは、現在のオランダ人墓
プ王地を入って左上段二段高くなっている所）の地である
レユいうか。それがいつの頃か、おそらくは江戸時代中期であ
『ナよろうが、墓石だけを今の下段に移したものと思われる。
た
１
才露幕末に来日した写真家フェリックス・ベァトニ八二五
種鯛～？）が長崎で撮った写真の中に、悟真寺オランダ人墓
瀝帳地内の写真があり、それにははっきりとデュルコープの
墓が写っているから、幕末にはすでに今の場所に在った
ことがわかる。
Ｕ
そ
う
し
る
。』■
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ハ寺僧より事のよしを記したる石なり。愛を仏ロって漢字にて
ま
の
つ
彫たり。しかし是もミな磨滅して。見へざるな、ソ墓の形
づ
は左に図す。
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碑文は次のようなものである。
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デュルコープの墓は物見高い人間にかっこうな対象であった。江戸時代、長崎に遊んだ多くの文人墨客も稲佐の蘭
人墓地を訪れている。たとえば、司馬江漢は天明八年四月二十一一一日（一七八八年五月二十八日）、絵の修業のため長
崎へ赴き、長崎滞在中の同年十月二十六日（一七八八年十一月二十三日）、オランダ人墓地を見学に訪れた。「江漢西
遊日記」に次のようなくだりがある。
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廿六日少々雨天。向地稲佐悟真寺に行き、唐人、お、Ｄんだの墳を見る。皆臥たるま，に津。蘭人ヅール・コップ（デュ
心
ルコープのこと‐‐‐‐‐‐引用者）と云人の塚、石をカマポコ形りにして、何やら蘭字を彫り、金箔を入れ、上に砂時計を彫る。是
ろ
う
こ
く
たレ』
は漏刻（水時計、寸時の意－－‐引用者）つきたる臂へなり。
時は休みなく過ぎ去る（ラテン語）。
ここに横たわる畏敬すべきヘンドリック・ホットフリート・デュルコープ氏の亡骸のために。
かれは生前、オランダ王国の東インド会社の商館に所属する上席商務員兼商館長であった。一七三六年五月五日、東フリース
ラントのドールムで生まれた。七月二十七日、四十二歳と一一ヵ月と二十一一日で北緯二十六度西経五十八度の地点を航行中のハ
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デュルコープの墓には、上部に砂時計、下部に犬又はライオンらしき動物と小さな十字架が彫刻されている。この
日
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一九八七年十月十六日（天明七年九月六日）、ローセンプルフ号の船長トーマス・ファン・トリートが出島で亡く
なった。次にその碑文を掲げる。
とある。
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按るに長崎稲佐山悟真寺に和蘭陀加比丹ヂュールコープといへるが鐵あり・蔵癖は六尺計の石を峨献に趣、
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屋根のことｌ－‐引用者）有。碑文は上の方に号章をしるし下に官名を刻す。（後略）
一文によると、昔は蘭字と彫刻に金箔が入れられていたことがわかる。キリシタン禁制時代に墓に十字架を刻んだこ
とは珍しく、幕府も黙認したものであろう。
く
に
あ
ぢ
ら
侍医桂川甫周国瑞（一七五一～一八○九）の編著「北檬聞略」にもデュルコープの墓に一一一一口及したくだりがあり、
それには、
日本におけるオランダ人墓
出目向宛丙この曰餌向日
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高貴して勇敢強トーーマス・ファン・トリフトの亡骸ここに眠る。
ロッテルダムに生まれ、生前、オランダ東インド会社所属のロ１センブルク号を指揮した。
去。ファン・トリート船長の死については、蘭館日誌に記事がある。死因については定かでないが、おそらく流行病に
患かって逝ったものか。かれが亡くなった年は死者が多く、十七人余の船員が相次いで死亡している。
一七八七年十月十六日（天明七年九月六日）。
マ
マ
今朝六時ごろ、当地においてローセンプルフ号の船長トーマス・ファン。トリート（ロッーァルダム出身）は、亡くなった。
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ｊ影今日の午後、故海軍大尉トーマス・ファン・トリートの亡骸を、当地の現状
灘で許されるかぎりの立派な葬儀をもって葬った・
筆く墓］偶国の巴の口目この曰一呂四胸。の［｜》澪く囚ゴミ｝一の口この口○眉国ヨ（の『Ｎの⑦
、弓ゴ○日、⑪ぐ四口目１の（日の〔、一一のｇｏ顕の一］穴の⑪国斤一の．Ｓこの則の９ｍｍの一の①、８号の己》戸亘の『
ぞ。…ず：・・１言…ａ：…一・１
ヘト静岡県掛川市仁藤町に天然寺（浄土宗）という古刹があり、本堂（再建
レノベしたもの）の前の駐車場を西方に少し行った所が墓地となっている。ここ
スイに参府の帰途、客死した出島のオーフンダ商館長へイスベルト・ヘンミィ
ヘ（９）⑪すのＨ【■⑦ョ目）、一七九一一一～九八年まで在勤）の墓がある。
』爲国のＱのコョ。『、の。｛の四一豆の『一口『８”の⑪巨巨『の二六ｏ○日のご席○ぐの『一量□のゴロの。
□
ｎｍ己一口ごく四コマ〔⑪、亘己宛。。⑪①コケ色『ぬヨゴ。ｐ】ｍ叩く四口目『一の庁亨く四二幻。耳の己四ョ，
亡くなって一一日後の十月十八日（陽暦）、その遺骸は稲佐に埋葬された。
「掛川誌」に、
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寛政十年四月廿四日紅毛人傑以思別□辺米と云ふもの褐病にて掛川の逆旅に死す全廿五日天然寺中に葬る墓
表なし長さ四尺許の墓石を土上に壇て上面に蛮文を刻せり
と駐墾。（ノ
ヘンミーの蕊にづいては大正期より現在に至るまで何人かの史家が論文を発表しているので、
とを控える。墓の大き》さいは、
とを控える。墓の一
縦五尺七寸五分
横二尺七寸五分
厚さ、中央が犬寸、し両端二寸五分
』（卯）
である。墓の全体は和洋折衷といえる。碑文はかなり風化しており、判読はむずかしい。墓のそばに記念碑（大正十
四年に建てたもの）が立ち、そこに碑文が移刻されているので、次にそれをひこう。
四月国内ｏｚＣ向宛詞口の門
出両目、弓因宛司固Ｐ目尻向
の固□同向い目向くしｚロ両国
。日田因己同ＦシＣ日国シシ罰
四国国内更｛内’○閂の国向【弓
国両冨三邑閂ｚＮ『Ｚ
こ
こ
で
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詳
述
す
る
こ
となっている。ヘンミィの墓は安政の大地震によって大きな被害を受け、その後江戸参府の貢使が金五十両寄進して
修理をほどこし、毎年金二両香花料を寺に寄進した。歴代の商館長の中には赤ブドウ酒を携えて墓に詣で、泉下のへ
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此地下静座の体あり、恭ふくし、尊ふくし名を「ゲイスベルト｜「ヘムメイ」先生と称する君の生を終へたる処なり、先生
つ
か
き
ど
存命のあひだ職に在って主る所は、日本国交商の大商館と窒舶師を摂たり、我紀元一千七百四十七年六月十一ハ日誕生、同一千
し
て
こ
れ
を
ほ
う
む
る
七百九十八年一ハ月八日往生而葬之椎時一千七百九十八年六月九日
この原文の訳文は、
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へイスベルト・ヘンミイの墓（筆者撮影）
ヤン・フレドリック。フェルヶ（］目『『の日涛句の舅の、一七八○～一八一四）は一八○一一一年に出島の医官として来
ほ
け
ん
日し、商館長ヅーフに従って一一一度ほど江戸参府を行ない、桂川甫賢（江戸後期の蘭方医）などに医学上の知識を授け
た。が、一八一四年七月二十八日（文化十一年六月十一一日）出島において病死した。「甲文化十一年万記帳
戌正月吉日」に、フェルヶの病没と検死に関する記述がみられる。
時代は更に下って十九世紀になると、日本側の史料（年番阿蘭陀通詞の記録）にも、オランダ人の死去・検死・葬
送についての記述が散見する。
と
も
あ
れ
、
企
も
の
な
の
で
あ
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。
ヘンミィの史跡に世の注意を喚起し、保存計画を推進したのは京都帝国大学教授新村出博士であった。
大正十一年（一九一一一一年）皇后陛下の行啓につづいて、翌十二年四月下旬、オランダ公使館の通訳官文学博士Ｊ・
フェンストラ。カィペル（『の①。の耳四【巳ロの『）が墓の見学と古文書の調査に天然寺を訪れたのを機に、記念碑の話が
（皿）
具体化し、オーフンダ公使館も建設費の一部を負担し、現在のような碑が建った。
ともあれ、ヘンミィの墓は、現存するオランダ人の墓の中でも、ファン・トリートのものに続いて、三番目に古い
に顧みられなくなった。
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ンミィの霊を慰めるものも少なくなかったが、日蘭関係が冷えて来るのと相俟って墓参の人も絶え絶えとなり、次第
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七月二十八日（木曜日）。午前三時に、当地においてかれこれ一一一十五歳になる上外科ヤン・フレデリック・フェルケが亡く
なった。同人はホールン（アムステルダムの北四十二キローー上引用者）生まれ。病いのためやせ衰えていた。昨年十二月より
病いに苦しんでいた。……遺体を午後埋葬した。
同
日一右仕役二付、刻限ハツ時御案内として立石秀太郎御役所江罷出候処、御検使小川庄太郎殿出島江御出被し成御改相済候上、
為二見送一悟真寺口阿蘭陀人罷越雪上役人付此方より差出ス
仕役伺帳御役所へ楢林鉄之助持参御伺申上候所、被し為し成二御聞済一候二付、乙名方波戸場江掛合諸手当致ス、此方出役之儀手
伝
致
置
く
フェルヶの墓は、残念ながら現存しない。同年九月二十六日（文化十一年八月十三日）、水夫一名（名前不詳）が
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蘭館日誌にも上外科フェルケの記事がある。
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病死したが、これも「万記帳・一に葬送の記事がみられる。
同
日一水主阿蘭陀人壱人、雄二出島一病死致候二付、御意次第悟真寺江葬送致候二付、為二御改一御検使島田政右術門殿出島江
御出被し成、仕廻二醤上役人付差出す
次に悟真寺の過去帳（八冊あったが原爆で失なわれたｌｌ木津義彰氏談）に記載されていたオランダ人の記事と現
存する墓碑（碑文）を次にしるす。
板沢博士が戦前悟真寺の過去帳の中から抜き書きしたものの中で一番古いものは、次のようなものである。
十
八
日
ヘ
ル
キ
ウ
ニ
ス
ス
ミ
ッ
ト
文
政
四
年
己
七
月
筆
者
阿
蘭
陀
カ
ピ
タ
ン
墓
所
脇
二
葬
二
十
歳
九月二十六日。水夫一名死亡、埋葬す。
これに相当する記事は蘭館日誌に次のように記されている。
Ｐ埋・－－１１帛凹のゴ『百四［吋○ＣｍＣくの『行の』のロのニワの頤『ロぐのロ．
＝
－-
八
「阿蘭陀カピタン墓所」とは商館長デュルコープの墓を指すものと考えられる。一アュルコープの墓の頭部のそばに、
文字がすっかり磨滅している墓が一基ある（墓地図を参照）。おそらくこれがスーー勾卜のものであろう。戦前まで氏
名と没年位は判読できたようで、板沢博士は国胃日目の砂の曰一斤，→］函巴と記している。
「ヘルキウニススミット」とは「ヘルマヌス・スミット」（因の『日自房の日どのことで、この人物の死去について
は蘭館日記に記事がある。
スミットの遺体は、腕に黒いクレープの喪章をつけた乗組員たちによってかつがれ、船長及び出島の商務員たちが
水門まで見送ったとある・八月十五日午後一一一時に埋葬式が行なわれ、会葬者は四時十分すぎに帰って来た。棺の上に、
しゅすの布がかけられ、更にその上をオランダ国旗が覆っていた。立派な葬儀であったと蘭館日誌は記している。
一一一一九
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□の９コ国口の。届シ巨頭巨⑫白⑪届国
頭の。ｇ二四日、一『８局目『ｏぐの『｝の８ｍｇ・の、①く。’ぬの□ご目の①。巨冒の①『ｇｏの六○Ｃ『扇の。」○二国の『旨、。の丙］①『六９の『扁、一四ｍｍの
国の【曰、ゴロ、⑩曰一一．……
一八二一年八月十五日（文政四年七月十八日）
出島・今日の夜十二時頃、発熱のためやせ衰えたすえ、肺結核により一等書記へルマヌス・スミット死去せり。
日蘭混血児丈吉の墓は、寺町の皓台寺裏手の後山墓地（中腹に位置）にある。墓は、長方形の棹石に五輪塔を乗せ
たもので中央部の棹石に「徳芳院道富貴大姉」（丈吉の妻の戒名か？）と「道富院円覚良通居士」（法名）の一一行が
刻まれている。また石の側面には「文政七年甲申正月十八日俗名道富丈吉行年十七歳」とある。
また晧台寺過去帳（安政五年～八年まで記載したもの）には、
』⑫．１－１］天寿『の①輯すのユ媚尊已日望○六一［の・・のロ四目色『一電丙の８○コぐ、ロゴの戸こ○。『日四一一ｍ○℃己の『す○○匙ＣＯの盆己山の①ロ一四コ、□こ『碕巾のご
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私は昨夜、元商館長ドゥーフの庶子、ショキッ（丈吉のこと－－４引用者）が、長い苦しい病気のすえ亡くなった、という報
告を得た。
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一四○
一八二四年二月十七日（文政七年一月十八日）、元出島商館長ヘンドリック・ドウーフ（固の且１丙》ＤＣの頭、一八○
う
り
う
の
一二～一八一七年まで在任）と寄合町京屋（藤田茂八）抱の遊女瓜生野（土井徳兵衛の娘よう）との間にできた丈吉 Ｕようさ
ち
み
ち
と
み
か
ら
も
の
の
Ｅ
Ｂ
（「道富丈吉」）は、十七歳を一期に新大工町の自宅で亡くなった。当時、丈吉は唐物自利役（舶来ロ叩の鑑定者）を生
業としていたが、長煩いののち逝った。蘭館日誌に丈吉の死去についての記事がある。
一八二四年二月十八日（文政七年一月十九日）。
とある。 道富院円覚良通居士
文政七年甲申正月十八日
八一一八年十一一月十八日（文政八年十一月九日）、水夫ヤン・ファン・デン。ベルク（］目ぐ目Ｑのロ国の【、）十九歳
新大工町道富丈吉事
日本におけるオランダ人墓
峰出島の医官シーポルトの看護を受けながら逝った。
ｊ“同人の墓は現存しないが、蘭館日誌中の記事を紹介して
篝おく。
く墓の吉一八二八年十二月十八日（日躍日）。
丈瀝朝、フォン・シーボルト医師から知らせが来た。水夫ャ
にン・ファン・ヂン・ペルクが重病であり、船に移せないとい
“う。そこでかれが当地に留まれるよう長崎奉行所に請願した。
詩・…：
皓・・・…今夕六時半に、アムステルダム生まれの水夫ヤン・フ
一
四
一
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
アン・デン・ベルク十九歳が亡くなった。
とある。が、碑文にある死亡年月日と一日のずれがある。同人はおそらく出島の病院で亡くなったものであろう。
墓の刻字は完全に麿滅しており、墓の位置も定かでない。戦前までははっきり文字が読めた。
この水夫は翌十九日、稲佐の墓地に葬られたが墓は残されていない。
一八四○年八月三日（天保十一年七月六日）、ルイ・シャルル・ジャック。ド・リニィ（旧Ｃｇ⑰○菌『一の碗］四ｎ呂の②
烏口眉豈、水夫か？）が病死した。同人については、悟真寺の過去帳に、
ｎｏロ」四的
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三］己の（目四『す。。ａ穴自、円『ｇｍｐＣ風の①ａョＣａのロ０房一尉斤。ｍ囚『○℃すの〔の○こぐの『ロの日の貝ぐの『ＮＣの丙目）ｑｇｇ三の『曰。輿ワーヨの二・
㎡シぐｏｐｑｍＣヨケ巴｛Ｎの『のロニ『の『のロの日日門。。、］四曰く四口。①ロ国の『ぬ》●巨□］垣）煙『の。－ｍのケ。『の己扇シヨ⑰（のａ“ロ］・○ぐの『一の９のロ．
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ル
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イ
天保十一子年七月朔日入船同七月七日病死
二十三歳
四
ルイ・シャルル・ジャック・ド・リニィ、ここに眠る。一八一七年六月一日、ゼーリックゼー（オランダ南西部ゼーラント
州の町Ｉ引用者〉に生まれ、一八四○年八月一一一日出島において死去。
過去帳に、
と
あ
るくだりは、操檸
のくだりに相当する。
イ
エ
ム
ス
ウ
ト
ル
メ
エ
ル
本国船乗組按針上司士官
同暦辰年（天保十五年１－引用者）七月十九日四十一歳
日本におけるオランダ人墓
操舵士官イェー・エム・ズーテルメーヤ（］’富・田・の庁の『日の円）のことである。これは蘭館日誌の次
函員同詞閃ｐｍＢ
Ｐｏご扇○因尹罰伊向⑫
〕シＣＤご回、○両Ｐ閂のｚ『
の回国。宛同ｚ『同国肉目尻園同両
ロ因ｚ」］□ｚ哺屋蜀
○ぐ向宛伊ロワロｚ『向□向巴冨レ
ロロｚ些少ロのロ②Ｂｐｍ届き
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昨夜出島において、オランダのフリゲート艦パレンバング号の上席舵手ｌウィレム勲章を授けられたズーテルメーャが亡く
なった。今日の午後、稲佐に埋葬。
ズーテルメーャの墓は現存し、文字もはっきり読み取れる。碑文は次のようなものである。
日
本
に
お
け
る
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ラ
ン
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一八四四年九月一日（天保十五年七月十九日）。
函
】
向
宛
宛
口
の
曰
勇二閂・ＮＣ向日向内ご自向向内
国ＣＤ向宛ご同冗三国ロ『し岩宛向
ゴロＦＰ向三の○両ロ向
○℃で向宛の弓ごロ宛三シヱ
シヱヱ因。。”□くしＺ国’三・
両幻団のシ自勺シＰ向三国シｚの．
○ご固幻Ｐ向ロ向ｚ弓同□向田言シ
ワロヱ田切日向ヱンロのロの弓こめ
一四四
同年十月一一十七日（弘化元年九月十六日）、パレンパング号の軍医セー・イェー・ルッテケンが亡くなった。同人
に関する記述は、悟真寺の過去帳や蘭館日誌にも見当らない。墓はズーテルメーャの墓石のとなりにある。
ウィレム勲章飼士でオランダのフリゲート艦パレンパング号の上席舵手イェー・エム・ズーテルメーヤ、ここに眠る。’八
四四年八月一一一十一日出島で死去。
日本におけるオランダ人墓
｝自向”門口の弓
○・］幻。向日日向【同ｚ
○両句閂。『向”
くシｚ○両Ｎｏｚロ四国ウ
シｚｚｍＣＣ詞Ｃご少ｚＮ・言・
句宛向のシ弓勺少Ｆ向富国シ三○
。ご向届旧向□同ｚ日向”
丙回向Ｃ向く』Ｚｚシのシ、シ宍胄
ロロヱ』『切目同Ｚｏｏ弓○国向用
】⑬』←
】⑭←』
一四五
日本におけるオランダ人墓
一四六
オランダのフリゲート艦パレンバング号の軍医士官セー・イェー・ルッテヶン、ここに眠る。一八四四年十月二十七日、長
び
ょ
う
ら
崎の錨地で死去。
一八五一一年十月十一日（嘉永五年八月二十八日〉、商館員エフ・セー・ルカス（可・○・Ｅ３印）が亡くなった。墓碑
は現存するが、過去帳及び蘭館日誌に記事がない。
エフ・セー・ルカスここに葬らる。日本におけるオランダ商館の二等商務員補であった。一八一七年十月二十五日ロッテル
函旨向宛
口
の
目
、
同
の
丙
少
ぐ
因
ｚ
句．、．Ｐご○少の
シ口留の目閂ｚ目口同宛隅【Ｐシ⑩の国
国ＫＤ向句シ○円。”ぼく○○用Ｃｐｚ
ｚ向ロロ両Ｆ少ｚ□⑫ｎ国同ｚ揖鈩ｚ□向い
○勺］し勺缶ｚ
ｏｐ頃○○完両Ｚ目向向○日目両丙□少］富
Ｃ向ｚ呂○、弓○園同丙』巴司
の両ｍＢＣ幻ぐ向ｚ○勺ロ向田富シ
□固三屋。●目○国同丙扇切哺
一八五五年八月十一日（安政二年六月一一十九日）、機関手シイメン・シッピル（望日のごめ、亘弓のＨ）が逝った。同
人についての史料は見当らない。墓は現存する。
日本におけるオランダ人墓
一四七
一八五五年八月四日（安政二年六月二十二日）、水夫ヤコプ・ド・ポーム（］図８ヶ。①国○○日）が病死した。水夫の
墓はそれまで建てられなかったようであるが、立派な墓碑が現存する。
ダムで生まれ、一八五一一年十月十一日出島で死去。
ヤコブ・ド・ポーム、ここに葬らる。オランダの蒸気軍艦へデー号の二等水兵。一八五五年八月四日死去。
この墓の碑文はかなり磨滅している。やや判読に困難を覚える。
四目同宛巨の日切向の幻シ『向ｚ
］
し
○
○
瞬
口
両
園
○
○
冨
三崖国ｚ崗勾ロ向用目Ｃ同【Ｐシ②印向
シｚＺ国○○宛□
Ｎ三・ｍ目○○菖ｍｅ困弓○両Ｃ回国
○『同”Ｐ同ロロｚ
ロロＺＰＤ同ヱレロのこの弓口印屋詔
一八五七年一月八日（安政一一一年十一一月十一一一日）、パタピァから長崎への航海中、船長ヘンドリック・ド・ウェィン
は亡くなった。その遺骸は船が長崎入港後稲佐の墓地に葬られた。墓碑は現存し、文字もはっきり読み取れる。
シイメン・シッペル、ここに葬らる。オランダの蒸気軍艦ヘープー号の一等機関手。一八五五年八月十一日死去。
日本におけるオランダ人墓
四局宛ロの弓国向の肉鈩ぐ向ｚ
巴］冨両ｚ、○四弓己同詞
ニレｏ園［ｚ届自□同幻〕⑩目固顔伊シ⑫⑫同．
シｚｚｍｏＣ”ロ
Ｎ・冨・⑫弓○○富、。四円勺の同ロ両国
。ご向幻Ｐ向□向ヱ
ロロｚ巨□因ヱシロのロ、目口の］観、
甲臣固宛
ロ
○
日
国
同
の
”
し
『
向
ｚ
西同ｚ□国【ロロゴヨ］ｚ
ＲｚＰ固く国ｚ
の両国シのく○両宛□向”
一四八
日本に着いて間もなく、水兵が一一人亡くなり、墓地に埋葬された。棺が墓穴におろされると、近所のお寺から僧衣を着た坊
さんが来て、お経と焼香をさせて下さい、と言ったので、同意を与えることにした。……
日本におけるオランダ人墓
一四九
同年十一一月六日と十一一日（安政四年十月一一十日、二十六日）、カッテンディケ海軍少佐の率いる第二次海軍派遣隊
の隊員二名が、日本に着いて数カ月も経たぬうちに亡くなった。一人は一等水兵エム・イェー・ハー・ダデレル（一一一
十九歳）、もう一人のほうはイェー・ステッケレンブルフ〈’一一十五歳）である。部下の死去について、カッテンデイ
ヶは二八五七年の日本」（「日本滞在日記抄」の仏訳）の中で、
ﾉレ ヘンドリック・ド・ウェィン、ここに葬らる。生前、オランダの商船ウィレミナ・エン・クララ号の船長であった。テクセ
フールト・ホラント州北部の島↓引用者）で生まれ、バタビアから長崎への航海中、一八五七年一月八日死去。
ごシ三国両目三両□口内ＰシＺＣｍＣ四
【○○勺くしシ宛Ｃ一所○四用
一言ＦＦｍ三一三少向ＺＤＦシ勾少
の回国。”ロヱヨ向日向〆向Ｆ
ｏぐ向幻Ｆロロロヱ
ロロ三ｍ］シヱロシ”一］屋田
○勺□向閃同筋ごシｚ
国シ弓少ぐ員シヱンン丙ｚ少の少のシ【。
と述べている。
両人の墓は並んでおり、刻字の判読はやや難である。
エム・イェー・ハー・ダデレル戸ここに葬らる。’八一八年六月二十一日、フリースウオルデンに生まれ、オランダ海軍の
一等水兵であった。一八五七年十二月六日出島において死去。
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冨鈩目宛○○ｍ□因”］⑫弓同屍Ｆシ、の同
国ニロ同
ｚロロ団扇いしｚＣｍ○国同室［シ幻閂Ｚ向
の回国○司向ｚ曰固の幻局⑭乏しい己同ヱ
ロロヱ函］切目届ｚ」ロヱー】畠屋
○ぐ向甸Ｐ同ロ厨ｚ日向ロ向巴三シ
ＤｐｚｍＤ同ＺＣ向○両三國同宛］患『
函閂向用
一五○
一八五八年九月九日（安政五年八月三日）、出島のオランダ商人イェー・ヘルラハの妻アンナ。マリア・フィッセ
ル（シニコ凹冨、『冒国のｎコの『）は難波ののち救出されたのであるが、この日亡くなった。享年二十一一歳であった。オラ
ンダから筆者のもとに来た報告によると、彼女は一八三六年四月七日午前十時、アムステルダム市の下町シント・ア
ントニースブレーストラート（、目シロ【８－の⑪耳の①の（『目【）一一十八番地（現在の六十六番地）で生まれた。父親の名
はヘオルフ・フレデリック・フィッセル（の①。温甸『巴の『一六国⑪８の『、当時一一十六歳）、母親は、ヘールトラィ。ベル
ク（の⑦の月日一一国の『【当時一一十七歳）といった。
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一五一
ここにイェー・ステッケレンプルフ葬らる。オランダ海軍の一等水兵であった。一八二二年七月十九日ノートドルプで生ま
れ
、
一
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七
年
十
二
月
十
二
日
出
島
で
死
去
。
ロ
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□向ｚ巴ご両］己巨］］沼』
○ご向宛Ｐロロロヱヨ向□向四】吾レ
ロ向Ｚ局ロロヱロ向Ｏ向三印肉幻』忠司
出生証明書によると、
業
は
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ン
製
造
業
で
あ
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の向宛同□くし二四口目の同の弓困シｚＣ向
、ｎ国弓、シロのシヱロョシ
○ぐ向幻同国ロロヱンヱヱロ向の向く○門の両ｚ
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シ
ヱ
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ヱ
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丙
○
両
の
目
シ
ｚ
両
Ｚ
の○四弓国内向ご屍司向□両四三百シ
○勺□両Ｚや、向勺弓同二『国固幻屋、②
碑文には次のようにある。
一五二
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
ル
ク
と
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ベ
ル
ク
）
が
証
人
と
な
っ
て
い
る
。
父
の
職
一八六○年二月一一日（万延元年一月十一日）、グイド・ヘルマン・フリドリン。フェルベック（の巨亘・因の『日自
司『己○一ヨぐの『すの烏一八一一一○～一八九八、宣教師・英語教師・大学南校の教頭）の娘エンマ・ヤポニヵ。フェルベッ
ク（向日日・］弓。旨＆ぐの『ケのＣ丙）が亡くなった。彼女の両親が長崎にやって来たのは一八五九年十一月（陽暦）のこ
とである・エンマは生後一週間で亡くなっている。墓は現存し、その大きさは縦九十五・五センチ、横八十四センチ、
厚さ十八・五センチである。碑文にはわずか一一一行しか刻まれていない。
イェー・アー・セー・ヘルラハの妻アンナ・マリア・フィッセル、ここに眠る。’八三六年四月七日アムステルダムに生ま
る。一八五八年八月八日、座礁したカドサンドリア号から救出され、難船によって一八五八年九月九日、出島において死去。
幕府は安政六年（’八五九年）五月以後、神奈川・箱館・長崎等を開港し、米・英・露・仏。蘭との通商を許可し
たが、外国船の入港が増加するにつれて、外国人に対する殺傷事件もひんぱんに起った。一八五九年八月一一十五日
（安政六年七月二十七且、ロシアのシベリア提督ムラビエフ総督が率いる艦隊の士官と水夫三名は、横浜本町におい
日本におけるオランダ人墓
一五三
エンマ・イェー・フエルベックは、一八六○年一月二十六日生まれ、一八六○年二月二日死去。
両二言シ』・ぐ向内国向ｏ【
国○両ｚ］缶ｚ，農・畠ｓ
ご閂向□句両国・虞］塵②つ
〈笏）
化
し
た
と
い
う
。
一一人は、貨幣。所持品を奪われなかったから、壌夷の犠性となったものである。オランダ総領事ポルスプルックよ
り幕府に対して、両人の慰籍料として一人二万五千ドル（メキシコドと、計五万ドル及び犯人を捕え死刑にするよ
う、要求が出された。ひとまず各船長の寡婦と遺児へ千四百ドルずつ支払われ、また横死を遂げた船長たちの墓を建
てるために、横浜在住のオランダ人は金一一一百ドル醜金した。
フォス（ミの叩の⑦｝□のごＢ）とスクーネル船ヘンリエッ
テ・ルィサ号の船長ナニング・デッヶル（三目已月□の算の［）ら一一名は、大刀を帯びた日本人によってずたずたに切
（鋼）
られた。デッヶル船長は横浜に着いて一二日目に遭難したもので、両人は買物中に背後から襲われ、あたりは血の海と
藤
鑿 日本におけるオランダ人墓
一五四
て水戸の清水弁之進らによって殺され、同年十一月十三
グー日（陰暦十月十一日）には、フランス領事代理ルレイロ
｝鐸の従僕（情国人）が横浜弁天通りで過激浪士の手にかぁ
』篝って殺害された。一八六○年一月二十九日（万延元年一
ス
Ｉ
ォ墓月七日）イギリス公使館付通弁伝吉は、高輪泉岳寺門前
フ
の
胖耀町ｌ公使鑓の入口で饗された．
・両同年二月二十六日（陰暦二月五日）－－－夜七時半ごろ、
ル
ル
（斑）
セヶ横浜本町四丁目と五丁目の間の大通りで、オランダのプ
エ
ツ
ウデリッグ船クリスティアン・ルイ号の船長ウェセル・ド。
（妬）
この一一人のオランダ人を検視した日本人医師（蘭方医）の報告書が駐日オーフンダ公館文書（マイクロフィルム）の
中にあるので、それを紹介しておこう。その一つは、医師加藤宗春が認めたデッヶル船長の死体についての検視所見
（蘭文まじり）である。
癌瘡寸方誹一針数覚
←爵Ｓｃミミ》這厚醇凰
冒菖鳥［……］ご｛一・…・…・］
左ノ面部眼ノ下ヨリ肩先迫蕊殴尺拾九針
冒苫（討宙亀』ざ（［………］、シ百国寄奇麓
左
ノ
耳
ヨ
リ
耳
後
五
寸
七
針
於巨冒鳶冒冒轄鳥《蕊（聴一峪周崎』四ｍシ蜀冨寄爵》葛
右ノ額眼鼻切り藩一一一拾五針
』尋鳥蒋》『冒苫烏
右ノ手先切り藩
日本におけるオランダ人墓
率癩癩葛呑口葛（凶ｑ］一回白寄詩喜
弐
拾
五
針
．
一五五
■】ん二○う
所見に「癌瘡」とあるから、刀による切りきずによって死んだことがわかる。刀は左の眼の下から肩峰・鎖骨部を
切り下ろし、前頭部下の鼻を切り落している。両手の指先も切り落されているのは、二、三の太刀を手で避けようと
したときに受けた傷であろう。直接の死因は失血多量であろうか。傷口はすべてあとで縫合されている。
「フォスの検視報告」（｝罠の、夛○巳『旨、Ｑのぐ。⑪）とあるものは医師・東村玄良が描いたもので、図が添えられており、
凄惨をきわめる。フォス船長も刀きずによって死んでいるが、その刀痕の範囲は、前頭部下の鼻から耳の下にかけて
約十八センチの切り傷一本、左右の鎖骨部に約三十センチの切り傷が一一本、左の側腹部に約一一一十数センチの切り傷一
本、前大腿部に上から斜め下に約十五センチほどの切り傷が一本ある。また右手の中指は切り落されたようである。
次に医師東村が描いたスケッチを掲げよう。
上
日本におけるオランダ人墓
』、冒翼蘭苫冒誌云昏一声諦・・…］軌」ニミ房苛誌
左
ノ
食
指
切
り
落
疵
右之通り御座候
伶旨口言『
一百ｓ・いす。［・・・…］
加藤宗春⑳
一
五
六
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Ｋｑ〔……〕Ｖｏｓ
日本におけるオランダ人基
右之通
lilii 御座侯以
上
〆￣■
￣
鼻より耳之下江□□六寸右七針
長
さ
九
寸
四
寸
五
分
右三ケ所ロロ
長さハロ□
Ｌ’ ｉｈ針
〔……〕内と□□は判読不能。
ノロロ針四本
中□□切断針四本
尺一寸え疵針十二本
股五寸右五針
束
村
玄
良
一五七
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
一五八
フォスとデッヶル両船長の墓は、高さ五メートルにも及ぶピラミッド型の墓碑である。横浜外人墓地の二十二区四
十
四
に
現
存
す
る
。
デ
ッ
ヶ
ル
の
碑
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ナニング・デッヶル、ここに眠る。一八六○年二月二十六日の夕刻、横浜にて殺害さる・享年四十歳。
フォスの碑文もほぼ同じものである。
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同
国
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日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基
ウ
ェ
セ
ル
・
ド
・
フ
ォ
ス
、
こ
こ
に
眠
る
。
一
八
六
○
年
二
月
二
十
六
日
の
夕
刻
、
横
浜
噸廟にて殺害さる・享年四十二歳。
難館》》ア痙降釦読朏艸貯洲川翫細乱鏑肌一江坤川に銅蕊朏Ｆ、飛皿洲齪細迩藷団》
』弘町スヶンは、芝南新門前二丁目代地のあたりまで来たとき、四、五名の侍
雌孔体の者に襲われ、二百ヤードほど馬を疾走させたところで落馬した。ヒュ
辮酩－スヶンは、左腕上部と左胸第九肋間に切り傷、右下腹部に刀傷（五イン
ンヴチ半）、小腸四分の三を切断し、出血多量で翌十六日（陽暦）の午前零時
マグ三
十
分
ご
ろ
亡
く
な
っ
た
。
襲
撃
を
受
け
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
が
、
薩
摩
浪
人
一
い
む
た
ワ
Ｉ
伊
牟
田
稟
神
田
橋
蘆
助
、
樋
渡
清
明
ら
と
二
、
三
の
浪
人
が
襲
っ
た
と
み
な
されている。当夜、ヒュースケンを護衛していた役人三名（鈴木・近藤・
あずま（”）
ひ
つ
そ
く
東ら）は罷免の上、逼塞を命じられ、辻番所にいた新士ロ・マロロク・タツ
（鯛）
エモンら一二名も免職となった。ヒュースヶンの母は、幕府より洋銀一万ド
□向ｚ患
同
両国”
ご
シ宛忌
］
訳つ
『ヱワ向二○口ロロ宛。ｚ［
くシヱ色］シ幻向Ｚ
一五九
本滞在中、
たようだ。
ヒュースケンの遺骸は麻布・光林寺（臨済宗妙心寺派）に葬られた。過去帳にヒュースヶンの記載はないが、墓だ
けは今もある。公使ハリスが建てた墓碑には、英文で次のような文字が刻まれている。
ときハリスと知り合い、請われてその秘書兼通訳となり、一
、
、
、
本
滞
在
中
、
大
勢
の
女
性
と
関
係
を
も
ち
、
日
本
人
妻
お
つ
る
と
息
子
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
一六○
ル（慰籍料四千ドル、扶助料六千ドル）もらった。
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
は
正
式
に
は
、
ヘ
ン
リ
ク
ス
・
ク
ゥ
ン
ラ
ド
１
ウ
ス
・
ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
（
国
の
日
片
口
叩
影撮ｎｏのご日目の＆目目の叩困の巨印六の。）という。一八三二年
墓
者
如鰯一月二十日アムステルダム市ダムラック（□四日『四六）
才糯五番地（現在の九七番地１－１当時の家は現存しない）
｜
光
で
、
石
け
ん
製
造
業
の
父
ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ユ
●
上布ヒュースヶン（一一一一歳）と母ヨアンナ・スミット（二
麻
六
歳
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
四
歳
の
と
き
父
を
失
な
い
、
の
ち
母
を
残
し
て
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
て
い
た
、
一
八
五
六
年
（
安
政
三
年
）
夏
に
来
日
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
は
日
息
子
（
氏
名
不
詳
）
一
人
残
し
て
逝
っ
た
。
な
か
な
か
艶
福
家
で
あ
っ
グ
ー
、
＜
ヒ
ュ
ス
ケ
芝増上寺
」
[東］
橋
、骨1J鵯廸岬伺い入斯く脚
lKl
一八六一一年六月七日（文久一一年五月十日）、オランダの螺旋推進式汽船の用度係イエー・ぺ１．クイエル（］・弔・
、弓の『）は長崎で死亡し、稲佐の蘭人墓地に葬られた。墓は現存するが、刻字ははっきり読めない。
日本駐罰アメリカ公使館付通訳ヘンリック・ヒュースヶンの御霊に献ぐ。一八一一一一一年一月一一十日アムステルダム生まれ、
八六一年一月十六日江一戸にて死去。
日本におけるオランダ人墓
J・Ｐ､クイエルの墓（筆者撮影）
、シＯ幻何口
ご琴⑮毬還冒。ご貝
函向ご幻『ｎ国向この【両三
ｓ鳥ｇ為奇『ご悪命
し冨向勾閂○シｚＦ向のシ弓旨○二
胃、Ｂ§
口○宛ご津目崔ミ切『両宛口邑ミ
冒冒冒曾些鍔目輿愚
旧呉ロロ」弓民同ＤＣ
冒
菖
§
ご
日
局
日
＋
一一ハーー
同年七月二十七日（文久二年七月一日）、海軍大尉エヌ・へ－．シープルフが出島で亡くなった。オランダから来
た報告によると、次のような家族構成となっている。
父コルネリス・ヨハネス・シーブルフ（’八○一年六月一日、ハーレム生まれ、商人、一八五一年四月二十八日
没） イェ１．べ－．クイエル、ここに眠る。生前、オランダの螺旋推進式汽船の用度係であった。一八三三年十月六日に生まれ、
八六二年六月七日長崎の商館で死去。
ｌ
Ｌ
冒
刀
「
冒
二
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
国
閂
同
”
丙
ロ
、
弓
］’勺・○ご］〕円
『ｚＦ向く何ｚ
ｍｏ日日向伊閂因”
少鈩ｚｍＣＣ宛Ｃ侭・富．⑫○国【○両句‐の『ｏｏｇｍｎ冒祠
（：。Ｏ■ロロ・■■■■‐）‐・■・・●●●●ｃｃ。ｃ〕
の何ｍ。”向三
句。。Ｓご国】鈎塑塑
○ぐ回詞Ｐロロ向ヱ
ヨゴの芹○○ョ官。］『、厨ｚｍｍｍ圏嵐
『】巨口」］吟函②国
一ハ一一一
日本におけるオランダ人墓
一六四
母コンスタンス・デゥ・クレルク（’七九六年三月二十五日、アールスト生まれ）
妹（長女）ウェルヘルミナ（一八二八年十一月二十六日生まれ）
弟（次男）ジョン二八一一一○年四月十四日生まれ）
妹（｜一女）スーザン・ウェルヘルミナ（一八一一一三年九月十一日生まれ）
妹（’一一女）テレーサ・コリナー（一八一一一六年一一一月二十日生まれ）
出島で亡くなった海軍大尉のフルネームはニコラス。シャルル・シープルフ（Ｚ－ｎＣ－煙切ｎ日『］の⑩の一のｇ『召）といい、
かれは長男であった。生まれた家はケイゼルスフラフト’’百四十番地（現在の一一一百一番地）であるが、現存しないと
のことである。現在シーブルフ一族の子孫がアムステルダムに一一一人いて、うち一人は先祖が長崎で死んだことを「知
っている」とのことであった。
シーブルフ海軍大尉の墓は現存し、碑文もなんとか判読できる。
国一円幻口駕
Ｚ．ｏ・四面園ご幻○国
閂ヱト向く両ｚ曰
。ごロドロ閂弓ロヱシヱ弓曰同幻凶向向
尻。ｚ皀宍ロ】【両Ｉｚ同ロ同用い』二口、○四両‐三シ国ｚ固
の回国○局面ｚ
鈩三扇目向勾ロシニ［
エム・へ１．シープルフ、ここに眠る。生前、オランダ海軍大尉であった。一八二七年十月十八日アムステルダムで生まれ、
八六二年六月二十七日出島で死去。
日
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け
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ラ
ン
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墓 Ｄ
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国
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宛
」
ｇ
『
○ぐ向丙Ｐ向己同ｚ
ＤのＱ己四
ロロｚ弓］ごｚこ］函臼
’八六四年四月九日（元治元年三月四日）、水夫フ
ィリプス・プラークス（勺亘一ｓ□色の国『四四。×）は長崎の
遮錨地で死んだ。その墓は現存するが、今や碑文は半分
樹以上磨滅し、判読できない。戦前に板沢教授が写した
輕翻ものを転載しておく。
ル者
プ
筆一く
四
目
向
宛
勾
□
ぬ
曰
シ
祠四円伊田宅宅こめ国宛シシ○涕
Ｃ
弓ｚ伊向ごロｚ
Ｎ
冨呉『○○の』。【一四冊の
シ
ご
三
国
。
。
宛
□
一
六
五
一八六八年五月十三日（明治元年四月一一十一日）、パルテレメウス・シンデレン（国四房の］の日のこのの一己の『の。）は二
十七歳を一期に長崎で亡くなった。人物については不明だが、船乗りであろうか。碑文はかなり磨滅していて、完全
に
読
み
と
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
が
、
墓
は
現
存
す
る
。
フィリプス・プラークス、ここに眠る。生前、蒸気コルペット艦「メデュサ」号の三等水兵であった。一八四一年十二月二
日、ロッテルダムに生まれ、一八六四年四月九日長崎で死去。
日
本
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け
る
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一冨向□ごｍシ
の同国。宛ロロヱ日向肉○日目両宛□し三
□団ｚ函Ｃ向○国富国向宛』震』
○く向宛Ｐ向Ｃ向ｚ日向ｚ少のシのシ【］
Ｃ
向
ｚ
む
し
弔
両
Ｐ
畠
三
○くの『］の。⑦ロ」四シ｛囚
］』①』
因シ幻日四両Ｆロー向口の巴ヱロロ内向Ｚ
ｏ
ｐ
Ｃ
胃
」
シ
シ
元
一ハーハ
逝った。
〈鋤）
ファン・ザメレンは商店経営者で、出島の八区画（百一二坪）に住んでいた。
一八七○年一月一一十四日（明治二年十一一月四日）、ジェームズ・レィンパウト（］四日の印璽〕邑弓囚己）が長崎で逝っ
た・「外国商館とその居住者一覧表および長崎の居留地の見取図」（口の：｛｛Ｃ『の冒与・凋出且『の⑫己の具：ａロ一四：帛
昏のすの唇８口８冊一・己：【ｚ四恩の、戸〕函ｓ）に、氏名が乗っているが、職業は記されていない。貿易商であったも
のか・墓は稲佐のオランダ人墓地内にあるが、興味を引かれるのは、墓を建てたのは、よしみを結んだ「大藤屋」の
一六七
日本におけるオランダ人基
バルテレメウス・シンデレン、二十七歳。一八六八年五月十三日死去。
翌一八六九年一一月二十一日（明治二年一月十一日）、ヤコブ・ファン・ザメレン（］四８ヶ『目Ｎ四日の『の。）は長崎で
ヤコプ・ファン・ザメレン、四十六歳。一八六九年二月二十一日死去。
］シｎｏ固く少ｚＮシ三局内向Ｚ
。ご①二の』の二画】句のす『巨四ユ］屋、や
。
ご
□
急
』
少
少
宛
一八七七年（明治十年）七月十二日（？）、エー・イェー・ヴォルテルス（向・］・雪・］局『⑫）が長崎で亡くなった。
人物については不詳。墓碑は大浦の外人墓地にあるが、碑文（蘭英混交文）は一部磨滅している。
ジェイムズ・レインパウト、ここに眠る。一八一六年ゼーラント州ブースに生まれ、’八七○年一月二十四日長崎にて死去。
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シ
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之
を
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と
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る
。
日
ご
ろ
の
ス
１
仏鐸ひいきと情愛から、愛人のために身銭を切って建てた
圭篝ものであろう。遊女八シ橋のこまやかな愛情を垣間見
た
く
て墓る思いがする。
建
の
が
卜
橋
ウ
起
荷
、
司
属
（
シバ
八
ン
］
囚
日
の
の
囚
〕
冒
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且
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の①す。『のロ（の○○の⑫ごＮの⑦一四コロ
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○ぐの『｜のこの己（のｚロ砲、の画六一
遊
女
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シ
橋
で
あ
っ
た
。
墓
碑
の
横
の
部
分
に
「
明
治
三
年
六
八
一八八三年（明治十六垰
授であったものか、不詳。
エー・イェー・ヴォルテルス、ここに眠る。’八七七年七月（？）十二日（？）死去。享年四十七歳。長崎の友人がこれを
建つ。
日本におけるオランダ人墓
（明治十六年）四月十一日、医師セー・フォック（○句・烏）は長崎で逝った。当人は長崎医学校の教
四目国内
宛こめ日
向』。ご『。Ｐ弓固屈め
ｚ胃弓①ｏ｛国Ｃ一一四二二
勺』ｄく冒風の『○昌口胸のロ
剣
４
二一⑰』。。『。①］』』］二〔・・…・〕目⑭『『
〔》）
、、⑩□』『］四『①ロ
向閃両Ｃ日向ロ嗣目司幻自回ｚＤの
「Ｚ
惠
同
宛
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□
⑫
日
ロロ・句○○門
六
九
一八八五年（？）〔明治十八年〕、セラルドゥス・ファン・デル・フリース（、の『、ａ色めく目旦の『ぐ一一ｍｍ）という蘭人
が長崎で亡くなっている。当人については不詳。碑文も相当磨滅している。墓碑は大浦の外人墓地にある。
セー・フォックス医師ここに眠る。一瓢四五年九月一一十一日（？）ユトレヒトに生まれ、一八八一一一年四月十一日（？）長崎
で死去。生前、長崎〔？〕の医師であった。
日本におけるオランダ人墓
の向田弓向ご弓罰向。西日巴印向勺弓］震、
｜〔》〕
の固の日日向ヱレのシの少門閂巨シ勺幻［Ｆ届麗
〔曰〕〔》〕
冒一の『①。〔……〕の①ロの冊汀⑩の『
ヱシの少のシ歸閂〔……〕
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一八八六年（明治十九年）三月十七日（？）ヘリッｆ・パッテヶイ（の①ｑ拝国鼻庁の丙＆）という蘭人が長崎で死亡、
当人についてはつまびらかにしない。碑文も一部、文字が磨滅している。
ヘリット・パッテケイ、ここに眠る。’八四○年九月一一十一一一日（？）ゼーラント州プレスヶンスに生まれ、一八八六年一一一月
十七日（？）死去。
セラルドウス・ファン・デル・フリース、ここに眠る。一八八五年死去。享年五十一歳。
日本におけるオランダ人基
国手円固罰閃ロ、弓
の固詞詞閂弓口鈩月日向【向当
の因画。【同ｚｆ日向ロ幻両の【同Ｚ、勺肉。〔……〕
Ｎ固固ＰシｚＣ
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。ご向宛旧因口固二目室［シシ幻日屋器
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ｎＡシフ夫人の墓（筆者撮影）
一八六九年四月二日（明治二年二十一日）、出島十一一一区のアドリアン商
〈別）
会（シ自由。伜○・）の事務員ハー・シフ（四・の○三頭）の妻ドロテァ・アハ
タ・シフｓｏ『Ｃｓの四シ恩〔宮の、冨鷆）は逝った。墓碑は大浦の外人墓地に
ある。横浜
の
外
人
墓
地
内
の
、
フ
ォ
ス
と
デ
ッ
ヶ
ル
両
船
長
の
墓
の
そ
ば
に
、
ハ
ル
フ
ェ
ル・オエルセン（国四一ぐの『○の一ｍｇ）という名の水夫の墓碑がある。刻字は
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
ほ
ど
磨
滅
し
て
い
る
。
建
て
た
年
代
は
一
八
六
○
年
代
で
は
ないかと思われる。
四月二日死去。
ド
ロ
テ
ア
・
ア
ハ
タ
。
シ
フ
夫
人
、
こ
こ
に
眠
る
。
レ
ー
ウ
ェ
ン
生
ま
れ
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オランダ海軍の〔？〕艦に乗っていた水夫ハルフェル・オエルセン、横浜の停泊地で死去。
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本稿は「日本におけるオランダ人墓」と大きなテーマ
の》を掲げているので、当然、日本国内に散らばる蘭人の墓
レコとそこに眠るオランダ人について細大もらさず説かねば
域ならぬのであるが、紙幅の都合でかなりの部分を削除せ
し。ねばならなかった。埋葬されたオランダ人について詳述
秬檸すれば、優に一冊の単行本にもなるのである。本稿で取
捜饒川延繩肱鈍函覗斗批繩州騨鮎川杣Ⅷ醍鮴繩鈩翻紬搾洲岬
七
iiiiiiiiしても、約一一一十年間に百名ほど亡くなった勘定になろうか。
蘭館が長崎出島に移転したのは一六四一年六月であるが、死者を陸上に埋葬できるようになったのは既述のとおり、
’六五六年以後のことである。しかし、その後一一一十年間は墓標を設けることができず、悟真寺裏の蘭人墓地は無縁墓
地と同じであったと考えられる。日本に商館長として赴任する途中、船上で亡くなった一プュルコープを稲佐に埋葬し、
立派な墓を建てたが、これもってオランダ人の墓標設置の嚇矢と考えたい。おそらく、かれ以前の時代に亡くなった
者は埋葬されたとき、木の十字架を立てることを許されるはずはなく、せいぜい何かの目じるしに、小さな石でも埋
葬場所に置いたことであろう。
-ミ 日本におけるオランダ人基
一七四
駒あるので、今世紀まで説くに至らなかった。大体、年代
読順に筆を進め、途中で多少、閑話をはさんだ所もある。
庫かねてより蘭人の墓について興味を抱き今日に至った
蛆が、ようやく不完全ながらも概要を書き終え、今やっと
塾溜飲を下げることができた。
鉱ペンを欄くに当って、日本各地に葬られている蘭人の
》数と埋葬地について略述しておく。平戸商館時代（一六
疏○九年～一六四○年）にどれほどオランダ人が亡くなり
藩埋葬（陸上埋葬・水葬）されたかについては、実体をっ
悟かむことができなかった。おそらく一年に数名死んだと
日
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悟真寺のオランダ人墓地内部（筆者撮影）
悟真寺の今の「オランダ人墓地」（国ｏ－－ｍａｍＳの国の臼：［ロ一目（⑪）に在
る墓碑の総数は四十一基である。同墓地にはロシア人の墓が四基、イギリ
、
ス人の墓が一一一基、黒人のものと云われる墓が十一基、オランダ人の墓が一一
℃
、
十三基ある。オランダ人の墓で一番新しいものは、ジェイムズ・レインパ
ゥト（一八七○年一月没）のものである。陸上埋葬が許可された一六五六
年（明暦二年）から一八七○年（明治三年）までの約二百十余年の間に、■
、
悟真寺の蘭人墓地に葬られたオランダ人（黒人をも含む）の数は優に五百
四十名余にもなるのである。主に蘭館日誌から死者を拾い出した数がこれ
であるが、筆者が見落した分や日誌の記録係が書かなかった分まで含める
と、六百名を超すのではなかろうか。じっさい筆者は、日誌中の死亡者名
と関連記事を筆写し、それをあとで数えてみて、樗然とした。現在あるオ
ランダ人墓地の規模は三百坪位のものであろう。この敷地内に、これほど
大勢の人間が葬られたと想像することはむずかしい。江戸時代の同墓地の
地積については、史料がないので何ともいえない。もっとも今の地所内だ
けに埋葬されたわけでもなさそうで、フィッセルの「日本風俗備考」（庄
司三男訳）にも「オランダ人の墓の多くは、大体においてはなればなれに
なっているのではなく、むしろ近くにまとまっているが、しかし日本人の
一七五
的新しい墓ばかりである。
神戸市郊外の修法ガ原の一角にも外人墓地があり、ここに五十一名のオランダ人（日本人妻を含む）が眠っている。
最古の墓はヘンドリック・ヨハネス・プレイ（一八七二年二月没）のもので、新しいものとしてはマベル・アイリオ
ン（一九八二年十月没）の墓がある。横浜の外人墓地には四十五名のオランダ人（日本人妻をも含む）が葬られてお
り、デッヶルとフォス（一八六○年二月没）両船長の墓が一番古く、新しいものは一九六二年に亡くなったヘンドリ
ック・ド・ラートのものである。神戸。横浜のオランダ人の墓の多くは、維新前後から今日に至るものが大半で比較
東京の青山墓地の一角にも外人墓地がある。ここに長崎で生後間もない愛娘を亡くしたフェルベック夫妻の墓があ
る。墓の位置は南一種イ六側。碑文は次のようになっている。
日本におけるオランダ人墓
一七六
墓の間にまじっているものもある」（富の。ぐ旨ｇ［言の’９の日の①の庁のＣ目の『頭『口この二日の（ぐの円く目の一百＆の『・日：『８ｓ
目脇呂のロ］、已巴扇呂のぐの同日の揖旦．……）とあるように、江戸中期ごろは、日本人墓地に分散していたとも考えられる。
大浦川上町外国人墓地には、オランダ人の墓が五基あり、一番古いものはドロテア・アハタ・シフ夫人（一八六九
年四月没）のもので、新しい墓はヘリット・バッテヶイ（一八八六年三月没）のものである。浦上坂本町にも外国人
墓地があり、ここに眠るオランダ人の墓は全部で六基である。一番古いものはヘー・ウエー・パールマンニ九一七
年七月没）の墓で、新しいものはセ・エフ・ビレ（一九三四年十月没）の墓碑である。総じて大浦・浦上の蘭人墓は
新しい。
】三二両昌○詞』シ三
はひどく荒廃していた。
こうして日本各地に散らばるオランダ人の墓を瞥見してみると、稲佐のオランダ人墓地が古い墓碑をいちばん多く
持っていることがわかるし、歴史学徒にとって、ここは江戸時代に日本にやってきて、はかない最後を遂げたオラン
ダ人の生きざまと心情とを考えさせてくれるまたとない場所でもある。江戸時代を通じて、この墓地は垣根も塀もな
く、ただ低い石垣をめぐらしてあっただけである。だから誰でも自由に墓地内に入り、墓碑を見、あたりの景観もた
の
し
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現存のオランダ人墓地は、四方を赤レンガの塀で囲まれ、その三方は日本人墓地とロシア人墓地、中国人墓地とな
っている。太平洋戦争が始まるまでは、
１銭の扉があり、厳璽に閉され、墓地一面にはコスモスの花が誉乱れていた・戦時中に鉄扉は回収され、戦後
との回答を得た。
グッド・フリドリン・フェルベークの霊に献ぐ、妻マリア・フェルベークニ八四○～一九一一）。
函館の船見の丘にも外人墓地があるが、ここの元監理人関川建蔵氏に照会の手紙を出したところ、蘭人の墓はない
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田囹
「潟暹臨戸叩
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大きな木 一
七
八
と、松尾利信氏は「稲佐オランダ墓地」（「長崎談叢」第四十一号）の中で語っている。
戦中、戦後の一時期、墓地は、
１
１
雑
草
荘
々
と
し
て
荒
れ
ほ
う
だ
隅
であったが、時折、孫をつれた名も知らぬ老婆がせっせと除草していたという。孫たちを墓地内で遊ばせてもらうの
でせめてものお礼の気持から草むしりをしていたものだが、あながちそうとはかぎらないのである。
老婆の行為には普遍的な人間愛、不幸にして異国で逝った他国民への思いやり、哀憐の情が感じられ、筆者はこの
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
深
い
感
銘
を
う
け
た
。
…
…
筆者は長崎に赴くたびに、「オランダ人墓地」を訪れることをたのしみにした。オランダ語の単語が少しずつわか
るようになると、碑文の中に蘭人の人生を読み取り、そのせつない思いをくみ取ろうとした。飽かずに眺めた碑文の
フ
ラ
ー
イ
エ
Ｏ
グ
ヲ
ブ
ゼ
ル
ケ
ン
数々：…・フィッセルをして〃美しい墓石〃と云わしめた墓石の中には、見事な刻字もあって、それらはもう立派
な芸術品なのである。オランダ人が死んだ同胞のために憐燗と琿身の力をこめて描いた一枚の下絵をもとに、日本の
すぐれた石工が忠実にそれを刻んだものと思われる。
だが、碑文は早晩磨滅して読めなくなること必定である。堅い材質のものは別にして、古い墓石は火成岩の一種を
使っておるため、塩風に弱く、刻字は霜柱が立ったように浮き上がり、そのうちに除々に風化してゆくのである。だ
モ
ノ
グ
ラ
フ
から〈マのうちに精細な、しかも写真をできるだけ沢山入れた研究論文を作っておくことが肝要であり、本稿を執筆し
た筆者の動機の一つもこの点にある。
本稿の結びとして、一六二一年から一九八二年までの約三百六十年間に、日本で死去し、埋葬（水葬をも含む）さ
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日本におけるオランダ人基
一八○
れたオランダ人の一覧表を添える。この中にはオランダ以外の国籍の者（ドイツ人・スウェーデン人・デンマーク
人・ジャワ人等）も大勢含まれるが、一応オランダ人として取り扱った。氏名は、蘭館日誌を中心に拾ったが、長崎
県史編纂室作成の「長崎市大浦、稲佐、浦上国際墓地。オランダ人墓の名称、所在一覧」（英文）、悟真寺住職木津義
彰氏作成の「稲佐悟真寺の蘭人墓のリスト」（英文）、修法ガ原外人墓地監理事務所作成の「死亡オランダ人一覧表」
（英文）、横浜外人墓地監理事務所の安藤寅三氏作成の「死亡オランダ人一覧表」（英文）その他を利用させていただ
いた。が、幕末までの氏名一覧表は、筆者が蘭館日記を一枚ずつめくって拾い出して作成したものである。旧帝国学
プ
オ
ト
ス
タ
ツ
ト
士院所蔵の闘館日誌（計一三九冊欠落も多い）を利用したが、’六三一年から四一年までの複写写真の分ｌこれは
東京大学史料繍蕊所から「オランダ商館長日記」と題して原文・訳文編が刊行されているｌは蕊寳体の判読に自
信がもてぬため閲読せず、邦訳を利用した。また筆者が調べた一六四一年以後の分も見落しが多い上に、誤記も多々
あることと思われる。日本学士院所蔵の筆写本は、大勢のオランダ人の手をわずらわせてハーグの古文書館にある原
本を写し取ったもので、字体が一定せず、中には実に判読に苦しむものもある。従って判読に自信がなかったものは
本稿の筆を起こすまで、資料集めと実地調査、蘭館日誌の閲読等にかなりの時間を費やしたが、とりわけ蘭館日誌
の閲読と部分的筆写には多くの労力を犠牲とした。最後に執筆に至る過程で多くの方々の協力を得たが、宇久町役場
の住民課長田中稔と参事山田康博両氏、平戸市役所社会教育課の萩原博文氏、悟真寺住職木津義彰氏、東陽院住職斉
藤直成氏、晧台寺、天然寺及び光林寺の各住職、横浜外人墓地の監理人安藤寅三氏、函館外人墓地の元監理人関川建
蔵氏、青山墓地監理事務所の各職員、悟真寺の蘭人墓地に眠るオランダ人とその子孫を調査していただいたアムステ
（？）としておいた。
ルダムの実業家勝山光郎氏、オランダ大使館の一等書記官マリオン。ペンニンクーープィスリング氏、Ｊ・Ａ・ピニン
グトン氏、ハーグの古文書館のファン・アンローイ及びファン・ホープ女史、ユトレヒトの古文書館のＡ・ピィーテ
ルスマ氏、十七、八世紀の蘭語について教示を得た庄司三男先生、また文献史料面では、長崎県立図書館、アムステ
ルダムの海事博物館、横浜開港資料館、東京大学史料編纂所、東洋文庫、日本学士院、法大。早大の各図書館等のお
世話になりました、記して感謝を表します。
（一九八八・八・三○）
〔追記〕本稿には身分的差別や軽蔑的なことばが多少出てくるが、原文尊重の建て前からそのままにし、ここに他意ないこ
とを明記しておく。
へ正
（１）板沢武雄箸「日蘭貿易史」四頁。
（２）松田毅一監訳「十六・七世紀イエズス会日本報告集」には、リーフデ号の生存者二十五名中、「うちの二人は到着
すると間もなく死亡した」とある。
（３）永積・武田共著「平戸オランダ商館・イギリス商館日記・一の一五頁。
（４）平戸市教育委員会編「平戸市内キリシタン遺跡詳細分布調査報告書」の一八頁。
（５）永薇洋子訳「平戸オランダ商館の日記一（第一号）の一五頁。
（６）前掲書（第二号）の五一一○頁。
（７）同右（第四号）の一二七頁。
日本におけるオランダ人墓
一八一
ダーヘ〆戸、〆￣、〆￣、アー、グー、
１３１２１１１０９８
、－ン～ン～ン、－プ、－〆～〆
_、￣、￣、￣、グー、〆￣～〆￣、グー、グー、
２４２３２２２１２０１９１８１７１６
閂￣、＝〆～ン、－〆■‐グ、－〆、－〆～グ、_〆
（Ｕ雌魍蠅『日本風俗備考２」（東洋文庫）の一九○’一九二頁。
（応）庄司三男「元禄宝永前後における長崎の唐人およびオランダ人と仏寺との関係について」
所収、二二頁）。
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注（７）の一一一二○頁。
］呂自□凋同の臼再の『に倉の『媚のロ⑩○℃の目の望］四目の穴の二言とある。
Ｃ・目・『§し回のｏ・口ごぬづ著冨一一コぐの『目］｛一口］眉目（屋留）の一四○ｌく一四一頁。
ロロ、の’すの『〔【四の日ご庁『箸『すの田の［。ご・ご§：（一九○六）の二巻一九七頁。
『丘の□①の三日山口患『の祠一ｍ【の『⑪岳囚『Ｃ『一ｍごロ一国ワーの⑪。【８コ【の貝のぐ○一・〕の一一一六頁。
Ｏ目『｜のの‐国の『『の目冒ロケの『宛著く。百ｍの⑦ご少〔『一目、の（のヨシ、一のも『旨、一己囚］のロ］のロ日こ］ｇｏロ（』ご←）の一八○’一八一
一通航一覧」（巻二四一）に「往年江戸にて死せし時は浅草微多村・・・…」とある。
注
（
１
）
の
二
二
頁
。
］：目ロロ四のね一ｍ〔の『（一七七八・八・九）に一邑弄】ロ８コ一○○」の蚕⑩【…・・・とある。
若森英雄「ゲイスベルト・ヘムミ先生」（「江戸長崎談叢」第二号所収、一二頁）。
鈴木正錬「天然寺蘭人の墓」（｜贄歴史地理」第二十八巻第五号所収、五七五頁）。
注（１）の八二頁。
「横浜二紗テ蘭人二名遭害扶助金附与一件」（「横浜市史資料編６」所収）を参照。
「ザ・タイムズ」目汀のゴョ研紙に、蘭人船長殺害に関するくだりがある。一八六○年六月三十日付の同紙の九頁に、
注（囚）に同じｂ
…
ヨ
ー
（
雪
臘
蕊
）
旨
］
…
…
〕
“
…
綴
一
言
：
（
纈
對
廊
珊
ｓ
ｎ
吋
ｌ
迦
一
調
雌
）
…
…
…
…
ョ
Ｓ
日
本
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教
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孟）沼田・荒瀬共訳「ポンペ日本滞在見聞記」（雄松堂）の一五四頁。
（妬）シ「、三のぐｇご目□の⑦、Ｎ目【⑪、冨已ロのロの。Ｃ○二ｍこ－日目丘の【『の頭の己の］：：少目・」②ｓ中の記事［東京大学史料編纂所
蔵のマイクロフィルム］。
（幻）一八六一年六月七日付、ハリス宛の久世大和守・安藤対馬守書簡（蘭文の英訳）。［横浜開港資料館蔵］・
（躯）右に同じ。
（”）口⑫【。｛〔・『の一媚ロゴＣご晩⑪：。『①のこの貝の四日ロー自・｛岳の【○【の一ｍ。８月の⑩の一。□⑩ｇｚｍ恩の四六】屋司・を参照・
（釦）セ・フオック蛋邪のフルネーム及び菜腐濁戊ま齢へ、ｋうこ塗って薊，。。、し上ゴーＬ刊し薊ブブ討てヨコ亀：フフ三・
ＯＣ『ロの｜】⑰国のロロ『一天口叩三ｍｇの色⑫句ｏｎ丙三ｍ印す。『ゴヨロ芹「のｎ頁。。ｍの耳のヨヶの『』］》】匿ｍｐｍ囚の。。。瑞西二ヶの『盲のＯＣ『どの一一切
シ具○二旨⑩Ｆの○℃○一号如宅ＣＤ戸言冨の＆、ご皿のｏＣｎ８『ご》口己シニ『圃目富山『国シｎ耳の『すの『召・
酉－，ヶ『Ｃ芸⑦『の四二口⑫】の（の『切言の『の姫
●日冨『一息】ｍ８ｇ三日一■】○冨口目）す。『ロヨロ（『の、冨○ロｚＣぐのヨワの『田・』田⑦．
日本におけるオランダ人墓
一八三
○二ｓの鴎［ず局のワ『局員：。ご［国司・二・う三○Ｃ日９８つ口旨の。〔『のの⑪の一のヨｇ『す。■『二「の『の２巳。ダョヨ［胃三四ヨ⑪［『の①（
具Ｋ○岸○ず四日回．
またジョン。Ｒ・ブラック箸『Ｃ目、］四つ目・『。【・冨曰四ｍ目＆８。（扇ぎ）にも似たような記事がある。
、汀四目。①苫
牙の呂胃一日の》、一○⑰の８ｓの恩（ｇご畠・『ｓの①ロ】冨切の『雪目・ざの貯一（【盲【ずのヨニの芹自（『ロの口二勺『Ｃぐ区のロ８》四己白胃亘⑪
口⑫【。｛〔・『の一媚ロゴＣご晩⑪：。『①のこの貝の四日ロー自・｛岳の【○【の一ｍ。８月の⑪の一。□⑩ｇｚｍ恩の四六】屋司・を参照・
セ・フォック医師のフルネーム及び家族樹成は次のようになっている。かれは七人兄弟の長男であった。
】ロ》［四『ｎ面斤夛『ＣＤ巨言彦曰のＰロ〕四ｍ【の【の●｛日の『、彦四日ご①の⑪の一の哲君の『のす、、丙の□８℃】の、の⑰ごＳｍロ色ワーー、⑪耳の①［⑫》
、骨里鵯壺ＩＣ橋'１、入騒ぐ糊
EleonoraCuneraMariaAdriana,borninUtrechtonSeptemberl2，１８３８
WilhelminaClarina,borninUtrechtonSeptember24，1840．
Ida,borninUtrechtonApril26,1843,
LeonardusJosephusGabriel,borninUtTecht()ｎＭａｒｃｈ２４,1848．
JohannesHendrikusMaria,bominUtrechtonJanuaryl7,185L
CarolinaJosephin国TheodoraMariabominUtrechtonMarch4,1856.
|＜画
ComelisHendrikusMatheusFockmovedtothevillageofVleuten（ProvinceUtrecht）ｏｎｔｈｅｌ４ｔｈｏｆＭａｙ
ｌ８７３・Ｈｅｗａｓｕｎｍａｒｒｉｅｄａｔｔｈａｔｍｏｍｅｎｔ．
［Drs,APietersmae憲剥ﾛ型荒縄］
(弓）TheChronicle＆DirectoryforChinaJapan.＆thePhilippines,fortheyearl869.ｅ１１頁1m(如輸蟹。
`Ｈ１蹴紳HIPⅨ漣
JapanDagTegister（1841～1860）
Charles-PierreThunberg;VoyageenAfriqueetenAsieprincipalementauJapon,pendantlesann目esl770-1779,Chez
Fuchs,LibraireParis,1794．
Ｊ・Ｆ,vanOvermeerFisscher：BijdragetotdekennisvanhetJapallscheRijk,Ｊ,Miiller＆Ｃｏｍｐ,Amsterdam,1833．
EngelbertKaemper,Ｍ､Ｄ：ＴｈｅＨｉstoryofJapan,volllJamesMacLehoseandSons,Glasgow,1906．
CTvanAssendelftdeConingh：MijnVerblijfinJapan,GebroedersKraay,Amsterdam,1856.
ご計浄。ごＣ］・■・ｚＣ・産乞函『・
回、【。（ｚの□の『一四二号のの国ぐの⑩８コののヨ○巨『四》百四⑰■ごロ『、六回目一句。『の一瞬ロの『⑩、のロ］の【の『『・
「長崎市大浦・稲佐・浦上国際墓地、オランダ人墓の名称・所在一覧」（長崎県立図書館蔵）
弓すのロ、（。（ｚの□の『－，コ・の①⑦曰く①、［○コの旨ご煙田の。⑰亘己員貝の『ロ呉一○コ、一句。『囚、曰の『）⑪ｎｍョ⑪〔ミワ豈口】。⑰（宛のぐ・の。【】悶巨・
口⑪【。｛岳のｏ８ｑ旨のゴニゴ。、ロケ四国Ｃの日の（のｑ・【○ケの。
「横浜外人墓地の蘭人一覧表」（監理人安藤氏作成のリストは氏名・没年（西暦）・墓の位置のみ英文で記されており、
表題は付いていないので、筆者が仮につけておいた）。
弓ロの●ず『Ｃ己。｝の倖ロー『の。【。ｑ［Ｃ『ｏ巨口Ｐ］四℃、員陣弓可の勺三一ｓ已冒の⑰．〔○号の】の四『』⑭＄・□＆一竜宅Ｈの朋○団８》Ｆ○二・○コ・
目夛の曰冒］①の・の四目ａ餌竜・］巨口の⑭Ｐ扇⑦Ｐ
言・勺・函・幻。のいのヨいす国の〔シ『、嵐の｛ぐ目・のｚの９の『］四目の⑩『ｐｎ－Ｃ１］ヨ］ｇ：」①ｓ‐扇ぎ》．⑫の『山ぐのロ冨狛の》】器←・
少，○・」・ぐの『ロ］のロ一のご姉弓すの□の⑰旨］ｍＣｍｍ『の沮⑪〔の『⑰三の『『。『］ぬ旨四一日す｝の⑩。（、○コ［の三⑪》ぐ○一・閂》Ｚ。・⑦閂二（の『。。。〔曰の貝、．Ｐの国のロ
Ｐのｎｏ『具の□のロ］ご旦自叩ｍＣｐぐの己『。■］囚己○口》Ｐ四四四『⑦》ｎ．三二・三一①一ヨ頤屋ｓ・
勺○日でのご山口言の⑰ａの『ぐ。Ｃ『行く一一｛］閂目冒］四つ“Ｐ句一『日囚ごｍｐＱの『函のこぐの］一陣ぐｍｐｍ四コ【の二Ｆの己の。』霊「・
］◎ゴロ用・国一月丙血目目□ぬ］四つ四ニベＣ穴○す“日四四コ』民のＱＰＢ『ニワロの『陣ｏＰＰＣｐ』ＣＰ］霊Ｐ
ご『・］．Ｃ・国巨巨、あの二』の六四〔〔のニユ巨六の小Ｐの］囚ごＣどのロ」＄『・ロケ『臼『の句一の、ゴワ四ｎヶの『》勺四ユの》ご匿・
三・勺、の丙の１ｍ目｛マミの⑪［の曰国囚『ｇ『ご】】⑰旨］ｇｇｍａ句○ゴロ・の、ヨ目○百ｍ田圃□昌⑪．勺凹『眉○口国。Ｃ丙幻８１貝ｏｏＢｚ２「
東京大学史料編纂所編「日本関係海外史料Ｉオランダ商館長日記」（一六三三年’四一年）
同右「日本関係海外史料ｌイギリス商館長日記」（一六一五年’二二年）
］＠ｍ⑦。
くＣ『汽己、②．
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一八六
永積洋子訳「平戸オランダ商館の日記」（全四巻・岩波書店）
丹羽漢吉校訂「長崎虫眼鏡・長崎聞見録・長崎緑起略」（三書合巻・長崎文献社、昭和五十年五月）
一・通航一覧」（国書刊行会、大正二年八月）
松田毅一監訳「一六・七世紀イエズス会日本報告書」（同朋舎出版、昭和六十三年二月）
金
井
回
「
江
戸
西
洋
事
情
」
（
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
）
永見徳太郎「南蛮長崎草」（歴史図轡社、昭和五十三年九月復刻）
「長崎市史」（雌鍵諏・清文堂出版、昭和四十二年八月）
武
内
博
「
横
浜
外
人
墓
地
」
（
山
桃
舎
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
）
識岬万難『「平戸オランダ商館・イギリス商館日記ｌ蝿石眼のみた近世の日本と鎖国への道」（そしえて、昭和五十六年一月）
牧野富太郎「日本植物図鑑」（北隆館、昭和十五年十月）
舞鶴銚繩「紅毛雑話・蘭説弁惑」（八坂嘗房、昭和四十七年十月）
司馬江漢「江漢西遊日記」（平凡社、昭和六十一年十月）
雌馴舳岨辮鍼「北援聞略」（吉川弘文館、昭和四十年五月）
「長崎古今集覧名勝図絵」（長崎文献社、昭和五十年九月）
森永種夫校訂「長崎古今集覧」（長崎文献社、昭和四十九年二月）
「長崎名勝図絵」（長崎文献社、昭和四十九年二月）
小沢敏夫訳注ラヒピースのプロシャー日本遠征記」（奥川書房、昭和九年一月）
幸田成友訳「日本大王国志」（東洋堂、昭和二十三年十一月）
鵜続訳注「日本風俗備考」（平凡社、昭和五十一一一年三月）
板沢武雄一．日蘭文化交渉史の研究」（吉川弘文館、昭和四十四年六月）
板沢武雄「日蘭貿易史」（平凡社、昭和二十四年四月）
職癩時》校訂「年番阿蘭陀通詞史料」（近藤出版社、昭和五十二年九月）
平戸市教育委員会編一平戸市内キリシタン遺跡詳細分布調査報告書」（昭和六十三年三月、非売品）
板沢武雄「悟真寺の丘」会江戸長崎談叢」第二巻第一号）
若森英雄「ゲイスベルト・ヘムミ先生」（「江戸長崎談叢」第二号）
増田廉吉編「長崎南蛮唐紅毛史蹟」（長崎史蹟探求会、昭和二年七月）
松尾利信「稲佐オランダ墓地」（『長崎談叢』第四十一号）
木津義彰「悟真寺のオランダ墓地」（「長崎文化」第三十三号）
同
右
「
悟
真
寺
と
そ
の
国
際
墓
地
」
（
一
．
長
崎
文
化
」
第
四
十
四
号
）
庄司三男「仏寺に葬られた蘭人の一例」（「日本仏教」第十五号）
同
右
「
元
禄
宝
永
前
後
に
お
け
る
長
崎
の
唐
人
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
人
と
仏
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
仏
教
」
第
二
十
五
号
）
鈴
木
正
鎌
「
天
然
寺
闘
人
の
墓
」
含
歴
史
地
理
」
第
二
十
八
巻
第
五
号
）
沼田次郎「天然寺所蔵和蘭甲比丹ヘンミイ関係史料」含歴史地理」第九十一巻・第三号）
大鳥蘭三郎「蘭館医デ・ホウトの死について」（「日本医史学雑誌」第十二巻・第二号）
「横浜二舵テ蘭人二名遭難扶助金付与一件」（「横浜市史資料編六」、有隣堂、昭和四十四年三月）
「ヒュースケン避難関係地図全」（日比谷図書館・東京大学史料編纂所蔵。ただし、東大所蔵のものは日比谷図書館所
蔵のものの写しである。大正八年一月、藤沢竹次郎が謄写した）。
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BriefNotesconcerningDutch 
GravestonesinJapan､----ｔｈｅｎａｍｅｓｏｆ 
Ｄｕｔｃｈｍｅｎｂｕｒｉｅｄｉｎｔｈｅｇraveyardsof 
Japanesetemplesandinforeignceme‐ 
teriesinJapan(AD1621-1982)． 
ThisarticledealswiththeDutchmenburiedinJapanandtheir 
gravestonessincetheestablishmentoftheDutchFactoryinHirado 
(i・eSeptember20thl609).TheidentityofthefirstDutchmanburied
inJapanremainsunknown､SincetheDagregister(i,eDayJournal)of 
theDutchFactoryinHiradofroml609tilll633ismissing，itis 
difficulttodiscoverwhichDutchmendiedinHiradoduringthisblank 
of24years，AccordingtoanentryintheJournalｏｆｔｈｅＥｎｇｌish 
FactoryinHiradodated5thAugustl61Zsomeofthecrewofa 
DutchshiｐｗｈｉｃｈｈａｄａｒｒｉｖｅｄｉｎｐｏｒｔａｔｎｅａｒｂｙNagasakidiedofa 
shortageofwaterandofscurvyThedeadweremostprobablyburied 
atsea・
ＩｎＪｕｌｙ,1621,aDutchmannamedJanPietersen,ｗｈｏwasoneof 
thecrewofanEnglishship）ｗａｓｓｔａｂｂｅｄｉｎｔｈｅleftbreastwitha 
daggerbyaEnglisｈｍａｎｎａｍｅｄＪｏｈｎＲｏａｎｗｈｏｗａｓｔｈｅｎｈａｎｇｅｄｏｎ 
Ｊｕｌｙ４ｔｈｌ６２ＬＴｈｅｒｅｍａｉｎｓｏｆＪａ、Pietersenwerepresumablyburied
intheChristianburialplaceinHirado・Thecemeterywaslocatedin
themulberryfieldstotheNorthoftheSt、FranciscoXaviermonu‐
ment・Ｉｔｉｓｓａｉｄｔｈａｔｍａｎｙｈumanboneswerefoundthereduringthe
cultivationofthesoilintheMeijiperiod 
JochumvanderAss,thesecretaryofPieterNuijts（i､ethe 
GovernorofFormosa)，ｄｉｅｄｏｆｆｅｖｅｒｏｎＡｕｇｕｓｔｌ２ｔｈｌ６２７ａｎｄｉｓ 
ｓｕｐｐｏｓｅｄｔｏｂｅｂｕｒｉｅｄｉｎｔｈｅｓａｍｅＣｈｒｉｓtianburialplace 
LaurensNuijts,thesonofPieterNuijts,diedofseveredialThoea 
onDecember29thl631atOmurainNagasaki,TheDutchaskedthe 
l90 
permissionoftheauthoritiestｏｂｕｒｙｈｉｓｂｏｄｙｂｕｔｉｎｖａｉｎ， 
TheDutchFactoryinHiradoenjoyedtheownershipofanisland 
called“Yokoshima”ｇｉｖｅｎｂｙｔｈｅＬｏｒｄｏｆＭａｔｓｕｕｒａｉｎＨｉｒａdo・Ｔｈｉｓ
ｓｍａＵｉｓｌａｎｄｗａｓｕｓｅｄｎｏｔｏｎｌｙａｓａｓｔｏckfarmbutalsoasagrave 
yardaswelｌａｓａｙａｒｄｆｏｒｋｅｅｐｉｎｇｒｏｐｅｓａｎｄｃｏｗｓ、AJapanese
watchmannamedS5beiwasentruｓｔｅｄｗｉｔｈｔｈｅｃａｒｅｏｆｔｈｅｉｓｌａｎｄ 
Ｈｅｒｅontheisland，anondercoopman（i､e、under-merchantor
employee)namedDanielReijnierszoonwasburiedonSeptember2nd 
l638、
Ｔｈｅquestion，however，isthelocationoftheisland・Thereare
twoislandscalled“Yokoshima'，inHirado；oneislocatednear 
Takushimaislan｡,theotherisintheofHngofOsakibanaMentionof 
YokoshimaoccursmanytimesintheDagregisteroftheDutch 
Factory・JanvanElserack,theopperhoofd(i､ethechiefoftheDutch
Factory)andhismenwereontheirwaytoHiradoafterreceivingthe 
audienceofSh6guninYeddQTheyboardedashipfromShimonoseki 
andmadeforHirado，passingtheisIandonMarch8thl642．Ｔｈｅ 
Jounalofthedayreadsasfollows： 
ａｄ９ＤｅｗｉｎｔＮ､Ｎｏ．Zijnvandaar，tzeylgegaenmeteenstyve 
coelte，passeerdenden9DvoorbyJocxima，eeneylantomtrenteen 
mijivanFirado，，twelckdeCompecontinuelijckalseygenheeft 
gebruyckt，haarveedaaropgehoudenendedeNederlandersop 
begravenzijndeeenvanblauwenarduynendediversevanordinarie 
steenopgemetzelt,bevondenallegeruyneertendegeslechttewesen 
，sMiddaghsquameninFirando，ａｌｗａａｒｍｅｔｌｉｃｅｎｔｉｅａａｎｌａｎｔｏｐ,ｓ 
Ｃｏｍｐ.ｓ…… 
ＩｔｉｓｈａｒｄｔｏｃｈｏｏｓｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｔｗｏＹokoshimasbutthepresent 
writeranｄＭｒ、Hagiwara，alocalhistorianemployedintheCity
OHiceofHirado，visitedandinvestigateda“Yokoshima'’1ocated 
betweenTakushimaandHiradoshimaTheuninhabitedislandisl 
kilometerincircumferenceandmadeｕｐｏｆｒｏｃｋｓｏｎｔｈｅｓｏｕｔｈｓｉｄｅ 
ａｎｄｉｓｃｏveredwithbushes・Thereisasmalltablelandinthemiddｌｅ
ｏｆｔｈｅｉｓｌａｎｄ 
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theirfellowcountrymenonlandtiUthen，ｔｈｉｓｔｉｍｅｔｈｅｙｗｅｒｅｎｏｔ 
ｇｉｖｅｎｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎｔｏｄｏｓｏｆｏｒｓｏｍｅｕｎｋｎｏｗｎｒｅａｓｏｎ・Ｓｏｔｈｅｂｏｄｙｏｆ
ｔｈｅｓｕｒｇｅｏｎｗａｓｂｕｒｉｅｄｗｉｔｈｓｏｍｅｓｔｏｎｅｓａｓｓｉｎｋｅｒｓａｔｓｅａｏｕｔｓｉｄｅｔｈｅ 
ｐｏｒｔ 
ＴｗｏｓｅａｍｅｎｄｉｅｄｉｎＡｕｇust27thand29thl641andwereburieｄ 
ａｔｓｅａｏｎｔｈｅｇｒｏｕｎｄｓｔｈａｔｔｈｅｂｏｄｉｅｓｏｆｃｈｒｉｓtianswereunworthyof 
burialonlandOnAugustlOthl642,anassistantcookwasalsoburied 
atseaforthesamereason 
CornelisJanszoon,askipperofthe“Swaen",diedatDecimaon 
September26thｌ６４３ａｎｄｗａｓｏｒｄｅｒｅｄｔｏｂｅｂｕｒｉｅｄａｔｓeaWhena 
skippernamedJanHendrickszoondiedonSeptemberl2thl649,the 
DutchaskedpermissiontoburyhimsｏｍｅｗｈｅｒｅｏｎＤｅｃｉｍａｂｕｔｔｈｅ 
ｐｅｔｉｔｉｏｎwasignoredAsailornamedCornelisCIaaszoondiedon 
Octoberl8thl649ａｎｄｗａｓｂｕｒｉｅｄａｔｓｅａ 
Ｔｈｏｓｅｗｈｏｄｉｅｄｏfillnessormetwithuntimelydeathｓｗｅｒｅｎｏｔ 
ｂｕｒｉｅｄｏｎｌａｎｄｂｕｔｗｅｒｅｂｕｒｉｅｄａｔｓｅａｔｉｌｌｔｈｅｍｉｄｄｌｅｏｆｔｈｅｌ７ｔｈ 
century・ＴｈｅｓｕｃcessiveopperhoofdspetitionedthｅＢａｋｕｆｕｆｏｒｐｅｒ‐
missiontoburytheirfellowcountrｙｍｅｎｏｎｌａｎｄｂｕｔｂｕｒｉａｌａｔｓｅａ 
ｒｅｍａｉｎedusualmethodofintermentforaloｎｇｔｉｍｅ 
ｌｔｗａｓｎｏｔｕｎｔｉｌＭａｒｃｈ２４ｔｈｌ６54,ｗｈｅｎGabrielHappartwas 
opperhoofd，thattheDutchwerepermittedtoburytheirfellow 
countrymenatavacantplacesituatedatthefootoflnassayama(L 
emountain)inNagasaki・ThislandbelongedtoanancientBuddhist
templecalledGoshinji，abranchoftheJ5do-shinshufoundedby 
Shinran-sh6nininl224・Latertheburialgroundwascalled“de
ordinariebegraafplaats(i,e・theordinarycemetery)ｏｒ“degewoone
plaats，'(i､e,theordinaryplace)bytheresidentsinDecima・
ItsometimeshappenedthattheHollandersdiedfromdiseaseon 
thierforwardandbackwardjoumeystoYeddotobereceivedin 
audiencebyShOgunOttoWakker,anondercoopmanandattendant 
oftheopperhoofdGabrielHappart,ｄｉｅｄonFebruary23rdl654and 
wasburiedinthegraveyardofAsakusa-templeon24thinstant・
AccordingtothereportbyMrsM・ＣＪＣ・vanHoof(archivist)ｉｎthe
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Hague,“anOttoJanszoonWackerfromAmsterdamfiguresinthe 
ship'spaybookoftheWitteOlifant(ＶＯＣ､5279,page4)．Thisship 
departedonApril6thl646fromTexel,equippedbytheAmsterdam 
chamber・ＩｔａｒｒｉｖｅｄｏｎＤｅｃｅｍｂｅｒ５ｔｈｌ６４６ｉｎＢａtavialnl651hewas
anundermerchanｔａｎｄｉｎｌ６５２ｈｅｗａｓａｎｕｎｄｅｒｍｅｒｃｈａｎｔinJapan 
InFactoryJapan31anmstructionismentioned,datedDecember26th 
l651andissuedbyOpperhoofdAdriaanvandenandAnthonijRut‐ 
gers'’ 
JanFranGoisdeHaut,anoppermeester(Le・upper-surgeon)ｄｉｅｄ
ｏｎＭａｙｌ７ｔｈｌ７６８ｉｎｔｈｅｓｕｂｕｒｂｓｏｆＫｙｏｔｏｏｎｈｉｓｗａｙｂａｃｋｔｏ 
ＮａｇａｓａｋｉｆromYeddo、Hisremainswascrematedandburiedat
Shinnyo-do，T6yoin-templeinKyotoonMay20thl768．Hisdeathis 
registeredinthe“kakocho''(i・enecrology)ofthetemple,thoughthe
gravestoneisnolongerinexistence 
HendrikGottfriedDuurkoop，anoppercoopman（i､e、senior
employee)oftheDutchEastIndies，Company,diedonboardtheship 
"HuisteSpijk''ｏｎＪｕｌｌｙ２７ｔｈｌ７７８ｏｎｈｉｓｗａｙｔｏＪａｐａｎfromBatavia・
ＨｉｓｒｅｍａｉｎｓｗｅｒｅｂｕｒｉｅｄａｔｌｎａｓｓａｏｎAugustl5thl778Thetomb‐ 
ｓｔｏｎｅｏｆＨＧ、Ｄｕｕｒｋｏｏｐｉｓｎｏｔｏｎｌｙｔｈｅｏｌｄｅｓｔｏｎｅｉ、existencein
Japanbutitisthelargestinsize・Thestonemeasures2meters78cm
inlengthandlmeterl5cminwidth,Ｔｈｅgravewascoveredwitha 
woodenroofinthosedaysManyJapanesescholarsandmenof 
lettersvisitedthisstｏｎｅｉｎｔｈｅＥｄｏｐｅｒｉｏｄａｎｄｌａｔｅｒｔｈｅｙｒecorded 
theirexperiencesinbooks、
ＡｓｒｅｇａｒｄｓｔｈｅｌｉｆｅｏｆＨ.Ｇ・Duurkoop,ＭｒｓｖａｎＨｏｏｆｒｅportsas
follows；“TheGovernor-GeneralandhisCouncilappointedhim 
warehouse-keeperｏｎＪｕｎｅ９ｔｈｌ７７３，InJunel773hefiguresinthe 
musterrollasundermerchant,ｂｕｔａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｌ７７３ｈｅｔｒａｖｅｌｌｅｄｔｏ 
BataviaonboardtheGeinwensasmerchantandwarehouse-keeper、
Ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｌ７７４ｈｅｗａｓｂａｃｋｉｎＪａｐａ、；ｈｅｏｗｎｅｄ５ｓｌａｖｅｓ・The
Governor-GeneralandhisCouncilnominatedhimasmerchanton 
December30thl774・Ｉｎｌ７７５ｈｅｓｔｏｏｄａｇａｉｎｉｎｆｏｒＡｒｍｅｎａｕltduring
hisjourneytoYeddo・InJunel775hefiguredasamerchantａｎｄａｔｔｈｅ
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endofl775hetravelledtoBataviaonboardtheStavenisse，The 
Governor-GeneralandhisCouncｉｌｎｏｍｉｎａｔｅｄｈｉｍｏｎＡｐｒｉｌ２ｎｄｌ７７６ 
ａｓopperhoofdwiththeusualrankandtitleofchiefmerchant､Ａｔｔｈｅ 
ｅｎｄｏｆｌ７７６ｈｅｆｉｇｕｒｅｄｉｎｔｈｅｍｕsterroHaschiefmerchantand 
opperhoofdOnNovemberl3thl7770pperhCOfdDuurkooptravelled 
toBataviaonboardtheZeeduin(FactoryJapan44).Hereturnedto 
JapanonboardtheHuisteSpijkThisshipdepartedonJunel7th 
l778fromBataviaandarrivedoｎＡｕｇｕｓｔ９ｔｈｌ７７８ｉｎＤｅｃｉｍａ， 
DuurkoopdiedonboardoftheshiponＪｕｌｙ２７ｔｈｌ７７８(FactoryJapan 
45andl88).ＯｎＭａｒｃｈｌ２ｔｈｌ７８１ｔｈｅＶ・OCdidalastpaymenttoG、
IaBordeasproxyofJanAndriesDuurkoopbrotherandheirof 
HendrikGodfriedDuringoneofhisjoumeystoBataviahemadehis 
lastwillandtestament,namelyonJunel8thl772infrontofnotary 
JohannesvandenBerghHewasunmarriedandhadnochildren， 
thereforehedesignatedashissoleheirhisbrotherJanAndries 
Duurkoop，ex-lieutenantofthelife､guardoftheGovernor・GeneraL
HerequestedhisbrothertogivetohissisterElseDorotheaDuurkoop 
andhertwochildrenHendrikAndreasandLuciaCarolinaUlps,to 
hishalfbrotherGerardHendrikDuurkooparldtohisnephewsand 
nieces-thechildrenofthisbrotherorbrothers-HendrikJacob， 
SimonCoenraad,LuciaDoretheaandJohannaChristinaDuurkoopa 
generoussouveniroutoftheestate,ifnecessaryinreadymoneyJan 
AndriesbecamealsoexecutorofthewilLThetestatorattestedthat 
hisestateamountslessthan2000rixdollars(Ｖ０．Ｃ6874,,0.6201).，， 
ThomasvanTriet,acaptainofthe“Roosenburg''diedofillness 
inNagasakionOctobｅｒｌ６ｔｈｌ７８７ａｎｄｗａｓｂｕｒｉｅｄａｔｌｎａｓｓａtwodays 
afterhisdeathHisgravestoneexistsanditisthesecondoldesｔｏｎｅ 
ｉｎｅｘｉｓｔｅｎｃｅ 
ＭｒｓｖａｎＨｏｏｆｉｎｆｏｒｍｅｄｍｅｏｆｔｈｅｐａｓｔｃａｒｅｅｒｏｆｖａｎＴｒｉｅｔas 
follows;“ＴｈｏｍａｓｖａｎＴｒｉｅｔｆｒｏｍＲｏtterdamtravelledtotheIndies 
asalieutenantonboardtheRozenburgThisschipdepartedonJune 
３rdl786fromGoeree，equippedbytheDelftchamberltarrived 
January24thl787inBatavia（ＶＯＣ、14064,ｐａｇｅ４)．Ｔｈｅmaster
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uonEqo・ＩｄｄＵｕｏ`98LIIllOIユsq】ｏ１ｏＯｕｏａｄｕＯａｌＰＪｏ１ｕｅｕｌｕﾕaAo3sII1パｑ
ＨｍｑｕｇｚｏＨｇｑｌＪｏ』e]suIupaluloddusEjYh131｣LuEAsEuJoIlL98LIIllしZ
jIsqo1oOII1198LIII181』squlaldaSLuoIJadoHpooOJoedEOeｑ１１Ｕｄ１ｑｓ
ｅＷ１ＪｏＡｕ１ｓｓｑｌ３ｕＩｍｐｐｕＥ９８ＬＩＷ１ＯＺパＩｎｌｕｏｐ３１ｐｅｇｕｕＴｅｐＹﾘﾕpuaH
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bang，，,diedatDecimaonSeptemberl844.Ｃ､Ｔ・Roetteken,military
surgeononboardH.Ｎ・Ｍ・Ｓ･frigate“Palembang，，ｄｉｅｄｉｎｔｈｅｒｏａｄ‐
steadofNagasakionOctober27thl844．Ｂｏｔｈｈｉｓｓｔｏｎｅａｓｗｅｌｌａｓ 
ｒｅｃｏｒｄｏｆｈｉmareinexistence・
TheDutchmenwhosetombstonesexistintheDutchCemeteryat 
Inassa，Ｎａｇａｓａｋｉａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ；Ｆ・CLucas,２ndclassemployeeof
theDutchFactoryinJapan,borninRotterdamonOctober26thl827, 
diedatDecimaOctoberll，1852． 
SijmenSchipper,lstengineerofZ.Ｍ・steamship"Gedeh，',diedon
Augustlll855 
JacobdeBoom,ｓａｉｌｏｒｏｆｔｈｅ２ｎｄｃｌａｓｓｏｎｂｏａｒｄＺＭ・steamship
“Gedeh"，diedonAugust4thl855、Ｈｉｓｎａｍｅｃａｎｂｅｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅ
ｎｅｃｒｏｌｏｇyofGoshinji-temple 
LouisCharlesJacquesdeLigny,ｄｉｅｄｉｎＤｅｃｉｍａｏｎＡｕｇｕｓｔ３ｒｄ 
ｌ８４０Ｈｉｓstoneexistsbutisillegible・
HendrikdeWijn,captainoftheDutchmerchantman,ｄｉｅｄｏｎ 
ｂｏａｒｄｔｈｅｓｈｉｐ“WilleminaenKlara'’０ｎｈｉｓｗａｙｔｏＮａｇａｓａｋｉｆｒｏｍ 
BataviaonJanuary8th1857. 
ＭＪ・HDadeler,sailoroflstclassintheDutchNavy,ｄｉｅｄａｔ
ＤｅｃｉｍａｏｎＤｅｃｅｍｂｅｒ６ｔｈｌ８５７ａndaboutaweeklateranotherlst 
classsailornamedSStekelendiedinDeｃｉｍａｏｎｔｈｅｌ２ｔｈｏｆＤｅｃｅｍ‐ 
berl857・
AnnaMariaFischer,wifeofDutchmerchantJ､ＡＣ・Gerlach,ｄｉｅｄ
ｉｎＤｅｃｉｍａａｔｔｈｅａｇｅｏｆ２２ａｆｔｅｒｂｅｉｎｇｒｅｓｃｕｅｄｆｒｏｍｔｈｅｗreckedship 
“Cassandria''・
EmmaJaponicaVerbeck,theoneweek-oldbabyofamissionary 
andEnglishteacher,GuidoHermanFridolinVerbeck（1830-1898)］ 
ｄｉｅｄｏｎＦｅｂｒｕｒｙ２ｎｄｌ８６０ 
ＴｈｅｔｗｏＤｕｔｃhskippers，ＷｅｓｓｅｌｄｅＶｏｓａｎｄＮａｎｎｉｎｇＤｅｋｋｅｒ 
ｗｅｒehackedtopieceswhileshoppinginYokohamaonFebrury26th 
l86q 
HenricusCoenradusYoannesHeuskenU832-1861)，secretary 
andinterpreterofTownsendHarris,theUSMinistertoJapan,ｗａｓ 
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killedbyseveralrOnins(Lelordlessswordsmen)onhiswaytothe 
AmericanLegation(ie,Zenpukuji-temple)atAzabufromthePrus‐ 
sianLegationonthenightofl5thJanuaryl86LHewasburiedat 
K6rinji､templeatAzabu､There・isnomentionofhisdeathandburiaｌ
ｉｎｔｈｅｎｅｃｒｏｌｏｇｙｏｆｔｈｅｔｅｍｐｌｅｂｕｔｔhｅｒｅmainsofhistombstonebuilt 
byTownsentHarrissurvive． 
Ｊ・P・Cuyer,inchargeofsuppliesonboardaDutchsteamer,ｄｉｅｄ
ｉｎＤｅｃｉｍａｏｎＪｕｌｙ７ｔｈｌ８６２・NCSieburg,retiredlieutenantinthe
RoyalDutchNavy,borninAmsterdamonOctoberl8thl827,ｄｉｅｄａｔ 
ＤｅｃｉｍａｏｎＪｕｎｅ２７ｔｈｌ８６２・
PhilippusBraacx,ｓａｉｌｏｒｏｆｔｈｅ３ｒｄｃｌａｓｓｏｎｂｏａｒｄＨＭ・steamer
corvette“Medusa，，)borninRotterdam,diedinNagasakionApril9th 
l864Thetombstoneexistsbutisillegible・
BalthelemeusSinderen,ｄｉｅｄａｔｔｈｅａｇｅｏｆ２７ｏｎＭａｙｌ３ｔｈｌ８６８、
JacobvanZameren,ｄｉｅｄａｔｔｈｅａｇｅｏｆ４６ｏｎＦｅｂｒｕｒｙ２１ｓｔl869 
JamesRhijnboud，ｂｏｒｎｉｎＧｏｅｓｉｎＺｅｅｌandinl816，diedin 
NagasakionJanuary24thl870.Thetombstonewaserectedbya 
courtesannamedYatsuhashioftheHouseOfujiya(i・ebrothel)onthe
l3thoftheMeiji3U870)． 
IntheOmuraforeigncemeteryinNagasakiwefindthefollowing 
oldertombstonesfromthelatel9thcentury． 
Ｅ､J、Wolter,nativeofHolland,diedinNagasakiinl883・Ｔｈｅ
stoneexistsbutispartlyiUegible、CrardusvanderVlies，ｗｈｏｉｓ
ｕｎｋｎｏｗｎ,ｄｉｅｄｉｎＮａｇａｓａｋｉｉｎｌ８８５・
GerritBattekej,borninZeelandｉｎ1840,diedinNagasakion 
Marchl7thl886・DorotheaSchiff，ｗｉｆｅｏｆＨ・Schiffemployedby
Adrian＆ＣＯ・ａｔＤｅｃｉｍａ,ｄｉｅｄｏｎＡｐｒｉｌ２ｎｄｌ８６９・
InaninvestigationoftheEnglishDayJournalandJapanDa 
gregister(Annol649-1860),thepresentwriterdiscoveredthatmore 
than540Dutchmen（includingJavanese＆somepeopleofmixed 
parentage)wereburiednotonlyintheDutchcemeterybutalsointhe 
JapanesegraveyardsofGoshinjiandKOtaijitemplesButstrangeto 
sayonly23stonesexistintheDutchcemeteryofGoshinji-temple 
l98 
WealsohaveaforeigncemeteryatOurainNagasaki,where5 
Dutchmenwereburied・ＴｈｅｔｗｏｃｅｍｅｔｅｒｉｅｓａｔＯｕｒａａｎｄＯｍｕｒａin
Nagasakiarecomparativelynewoｎｅｓａｎｄｔｈｅｓｔｏｎｅｓｔｈｅｒｅａｒｅｎｅｗ 
ａｓwell・
ThereisalsoaforeigncemeteryatShuh6gaharainKobewhere 
45DutchmeｎａｎｄｗｏｍｅｎａｒｅｂｕｒｉｅｄＴｈｅｏｌｄｅｓｔｓｔｏneshowsthatit 
waserectedinl872・ThelargestforeigncemeteryinJapan,needless
tosay,isinYokohama,ｗｈｅｒｅｗｅｆｉｎｄ４５Ｄｕｔｃｈｍｅｎａｎｄｗｏｍｅｎａre 
buriedThereisalsoaforeigncemeteryinHakodateonHokkaido 
lslandbutnoDutchmenareburiedthere・ＡｔＡｏｙａｍａｉｎＴｏｋｙｏｔｈｅｒｅ
ｉｓａｓｍａｌｌｆｏreigncemeterywhｅｒｅＭｒ＆MrsVerbeckrestinpeace， 
Inconclusion，Ｉｓｈｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｅｘｐｒｅｓｓｍｙｄｅｅｐｉｎｄｅbtnessto 
manypeoplewhohavehelpeｄｍｅｉｎｍｙｓｔｕｄｉｅｓｆｏｒｔｈｅｉｒｖａｒｉｏｕｓ 
ｋindnesses､Thispaperisdedicatedtothememoryofmanyunknown 
DutchmenandJavanesewhoweresounfortunateastodieiｎＪａｐａｎ 
ｆａｒａｗａｙｆｒｏｍｔｈｅｉｒhomelands 
Aug,30.1988． 
TakashiMiyanaga,Tokyo． 
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ｎａｍＢ titIe birthpIace dateofbirth yearofdeath burialplace 
JanPietersen 
LeonardCampus 
Jochumvander 
ＡＳＳ 
LauTensNuijts 
DanieIReijniersz 
HansAndriesz 
2ｲﾜTAB"01(ｗ 
ｌ（"ん"0【”
U《"A"ozp〃
""ん"oJ4）〃
ＣＯ｢nelisJansz 
JanHendrickSz 
CornelisCIa韮Ｚ
OttoWacker 
2ｌ"ﾊﾞﾘ'２０“〃
HansvanderHeyde 
ConinckDavit 
WouterCoTneIisz 
FrederikFredericksz 
HowysGil1ussen(?） 
ﾉｨ"ん"DiU〃
虹"JbTDzwz
lanHeendertsz 
;t･FTanGoisReyniersen 
JmAF"otO〃
ﾉｨ"ｈ"01U〃
J《"ん"plc〃
{eynieTAdriaens 
｢anJansGraefT 
〕eterJansendeV 
･・（?）
2《"A"Dzp〃
""ん"oＪｗｚ
>orne】isVelthuys
Ｓａｉｌｏｒ 
Secretazy 
assistant 
steward 
1９１ surgeoI 
sailor 
saiIor 
assist副ｎｔ
stewaTd 
skipper 
skipper 
under､mer･ 
chant 
sai]makeT 
assistant 
Ｓａｉｌｏｒ 
ｍｅ1℃haｎｔ 
Sailor(?） 
Ｓａｉｌｏｒ(?） 
Ｓａｉｌｏｒ(?） 
Sailor 
masterｏｆ 
Sai]ing 
Ｓｈｉｐ 
sailor 
sailor 
upper-sur 
geon 
Hamburg 
Warmond 
HaarIem 
Zeeriekzee 
Amersfoort 
1６２１．７．７ 
1623.11.2］ 
1627.8.12 
163ル12.25
1６３８．９．２ 
1640.1.14 
164Ｌ８．１ 
1641.8.27 
'641.8.29 
1642.5.10 
1643.9.26 
1649.9.12 
1649.10.18 
1654.2o2３ 
1654.3･２ 
1656.8.26 
1656.9.28 
1６５８．８．６ 
'658.9.14 
1658.9.24 
[658.9.30 
[658.10.5 
[658.10.8 
[660.10.29 
I66L8o17 
I664゜２．１３
１６６４．７．６ 
664o７．１４ 
664.9.2 
６６９．７．２３ 
670.7.18 
670.9.7 
672.8.３１ 
foreign 
inHirado 
フ
ワ
buriedat 
sea（?） 
Yokoshima 
〃
＞ 
buriedat 
sｅａ 
〃
〃
〃
〃
Goshinji‐ 
temple 
Asakusa‐ 
tempIe 
Goshinji． 
Iemple 
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ノノ
〃
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ｎａｍｅ ｅ Ｉ birthpIace dateoibirth yearofdeaih burialpIHce 
1〕ieterJanszvan
Gremingen 
YsaackdeBrauw 
』("ん"｡［(ｗ
ｒ`"AけroU(伽
JarighVoIgers 
IluybreghtEwonts 
CorneIisEveTtzen 
CarstenHoop 
JanCorneIissen 
vanBahoesen 
JanMichielsen 
PieteTSpanyaerd 
AdriaenPietersen 
AdrianDircksen 
GerardBengholt 
DavidHartman 
HansMUller 
CoenraatFamissen 
JeremiasSteerlin． 
gｈ 
IIendrikEngeIke 
SymonCornelissen 
JacobJansz 
ChristiaanJose 
PieterJanszSno‐ 
eckeranckeT 
StoffelJanszFiche 
Iａａｒ 
""ﾙﾉJDzU〃
AndriesHendricksz 
MartenPietersz 
PhilipJansenCOny、
janJoosIen 
Symol1Cornelisz 
Ｓｗａｒｔ 
JorisJansen 
AIbertWiI1emsz 
PieterPrincelant 
KauTensJansz 
J《"ｈ"ＧＩ(脚
assistant 
anchorman＆ 
gunner 
under.nler 
chant 
Ｓａｉｌｏｒ（?） 
sail()｢（?） 
Sailor 
carI)enler 
carpenIer 
assistant 
ancbormnn＆ 
Rｕｎｎｅｒ 
Sailor 
sailor 
Sailor 
saiIor 
sailor 
lmder-mer 
chanl 
assistaX1t 
Sailor 
assistal1t 
assistanl 
Ｓａｉｌｏｒ 
guI1ner 
saiIor 
sailor 
steward 
Ｓａｉｌｏｒ 
saiI(〕r
sailor 
boatswain 
carpenter 
sailor 
sail(〕r
Sailor 
sail()r 
saiI〔)I・
saiIoI・
Ｓａｉｌｏｒ 
MiddeIburgh 
WeStvriessen 
RoStDl〈
Amsterdam 
Hamburg 
Amsterdam 
Amster(lｎｍ 
Lubsigh 
Enckhuyzen 
Rotlerdam 
Franeker 
Rotterdam 
Ostende 
Broekermeer 
Funen 
Dordrecht 
R()tterdam 
DordrechI 
1672.10.3 
1672.11.23 
1673.7.19 
1673.9.3 
1673.9．７ 
１６７４．８．４ 
1674.8.16 
1674.8.31 
1674.9.12 
1674.9.14 
1674.9．１４ 
１６７４．９．３０ 
1６７４．１０．１２ 
1676.6.23 
1676.7.2 
1676.7.30 
1676.8.20 
1676.9.5 
1676.9.6 
1６７６．１０．２１ 
1６７８．９．２２ 
１６７８．１０．３ 
1678.10.10 
1679.10.8 
'680.9.8 
1680.9.9 
1680.9.10 
1680.9．22 
1680.9.27 
1680.10．3 
1680.10.6 
1681.8.20 
1681.9o８ 
1681.10.27 
1682.10.11 
〃
〃
〃〃〃〃〃〃
〃
〃〃〃〃〃
〃〃〃〃
〃〃〃〃〃
〃
〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃
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ｎａｍｅ title birthplace dateofbirth vearofdeath burialplace 
ｉＩ４"A"o〃〃
Ｖｏｓ 
Besselman 
JohannesBesseIman 
""ﾉbzOrp〃
BarentObbessen 
IH1BrensPieters 
JanLievenss（?） 
PietervanDyck 
WouterSibens 
AbertBrand 
RoelofPietersz 
DirkVoort 
Armertiers 
JanYnbberts（?） 
GerritHendrikse 
DirkPieterszen 
GysbertDekker 
YbertHiddesvan 
Staveren 
JanMichielsz 
ArentCorndiszr 
PieterJansz 
LaurensPietersz 
GysbertJanszen 
EnkhUyzen 
YsaakPenny 
JanPersoons 
JanMUykenｓ 
Pawbertus 
HaaTteuSH…(?） 
PieterdeGrood 
TrantWillems 
Suuit（?） 
Abrahamvanden 
Elard 
""たれＯＺｗｌ
Ｈａｒｍ…（?）Jansz 
CO"zc/is…の
Sailor 
assistant 
ｓｅｎｌｏＴｍｅｒ 
chamt（?〉
boatswainDs 
ｍａｔｅ 
ｃｏｏｐｅｒ 
Watcher 
merchant 
storekeeper 
under･ste． 
ersｍａｎ 
ｓａｉｌｏｒ 
ｇｕｎｎｅｒ 
ＳａｉＩｏｒ 
under･stee． 
rｓｍａｎ 
cｏｏｐｅｒ 
ｇｕｎｎｅｒ 
Ｓａｉｌｏｒ 
quarte｢‐ 
master 
CoTporal 
Rｕｎｎｅｒ 
ｇｕｎｎｅｒ 
ｇｕｎｎｅｒ 
Sａｉｌｏｒ 
boy 
boy 
bookkeeper 
assistant 
Sailor 
sａｉｌｏｒｉｎ 
chargeof 
cordage＆ 
Ｃａｒｇｏ 
Ｓａｉｌｏｒ 
Amsterdam 
IIaarlem 
Nieuland 
Middelburg 
VIissingen 
HaarIem 
Rotterdam 
1682.10.12 
1683.8.(?） 
1683.8.26（ 
1684.(?)･2.1 
'684.9.9 
1684．〈?)･18
1689.10.10 
1689.10･’７ 
１６９１．１１．２３ 
1693.8.9 
1693.8.15 
'6９５．８．１３ 
１６９５．８．２７ 
１６９５．９．８ 
1６９７．１０．１３ 
1698.8.4 
1698.8.27 
1698.8.28 
1698.8.30 
1698.9.12 
1698.9.13 
1698.9.17 
1698.9.28 
1699.5.23 
1700.8.25 
1700.8.25 
1700.10.28 
１７０１．８．１１ 
１７()１．９．１５ 
１７０１．９．２１ 
１７０２．９．1０ 
1703.9.11 
1703.9・'６
１７０４．９．３０ 
17(14.10.1 
〃〃〃
〃〃
〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃
〃〃〃〃
〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃
〃
〃〃
〃
202 
ｎａｍｅ tit]ｅ birthplace dateofbirth yearofdeath buriaIplaCe 
JanHamshooft 
""ｈ"OZU〃
WiUemAnthows(?） 
PieterTheunisz 
JanScholten 
GerritRoeIofsn 
FranciscoJansn 
GerritArem｢I昌冗
HendrikGerritse 
ＷｉⅡemGerritse 
Duys（?） 
HendrikHendriksz 
""A"OZU〃
GerritJansz 
StevenvanGeldorp 
PieterWester 
HendTikWillmsz 
JanvanGrauwenhaar 
BarentWyn 
Harmanusten 
Boscb 
LourensAppelgroen 
Pietervanderkeｍｐ 
JanVolkerss 
JanComeliszDulIart 
Corne1isdeHaan 
JanHeusIer 
JonasHu]sｔ 
1W"ん"OZU〃
LodewyckJansen 
JacobScheUing 
JanvanHeest 
JanJochemszon 
JanPieterszon 
StevenHendricksz 
JacobDirckszde 
Harder 
JanBIom 
Gillis(?)kuynen 
PieterCorneIiszde 
RooS 
IanWi]lemsz 
ｓｅｎｌｏｒ。
steersman 
steward 
surgeoll 
sailor 
saiIor 
SaiIoT 
saiIor 
under-car． 
penter 
sailor 
sai1or 
sailor 
surgeon 
Sailor 
bookkeeper 
assistant 
sai1maker 
Sai]０丁
Steward 
sailmaker 
corpora］ 
Ｓａｉｌｏｒ 
bookkeeper 
sailor 
saiIor 
sai]or 
sai】oｒ
boatswain 
sailor 
sailor 
saiIor 
corporaI 
sailor 
saiIor 
Ｓａｉｌｏｒ 
Amsterdam 
Bandａ 
Amsterdam 
Amsterdam 
Ｈｕｌｓｔ 
HambuTg 
Rotterdam 
Rotterdam 
Stokho]、
HiesenNie． 
uWburg 
Trincomale 
Leyden 
Amsterdam 
Ditmarse 
Ｃｍｂｄｅｎ 
Amsterdam 
Amsterdam 
1705.9.29 
1705.1０．５ 
1705.10.12 
1706.8.16 
170608.18 
170709・'０
１７０７．９．１０ 
1708.8.4 
1７０８．９．１６ 
1708.1008 
1708.10.8 
1708.10.14 
1708.10．1４ 
1709.9012 
1709.9.26 
1709.10.11 
1710.9.29 
1710.10.25 
1711.1.1 
１７１１．９．２２ 
171r９．２７ 
1712.8.23 
1712.9.10 
1712.10.9 
1713.8.14 
1713.8.19 
1713.9.14 
1713.9.30 
1713.10.27 
1713010.29 
1713.10.31 
1714.10.25 
１７１５．９･'5 
1715.9.18 
1715.9．19 
171609.17 
1716.10.20 
1716.10.2１ 
〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃
〃〃〃
〃
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ｎａｒｎＰ ｅ ｌ ｔ ●１ ｔ birthplace dateofbirth yearoldeath burialplace 
Gelyn(?)Freeke 
HendrikdeVoge］ 
ＨａｎｓＨａｎｓｚｎ 
DeuwePieterszn 
""A"o〃'１
JanBaddelman 
WesselJansn 
IacobusVabel(?） 
Swerns(?)Jansz 
JanBaI(?） 
f4Jzh〃DBD釦
PieteTWo…(?） 
JottisBottis(?） 
PieterJanst 
PieterBrooswel 
AlbertMarteus 
BarentAudTiesz 
GerardvanAaken 
HansAndTiesz 
VolkertHendrik 
PhilipＢａ]tzer 
""ﾊﾌﾞCO[p〃
ChristiaanJansz 
CoertChristi麺､＆Ｚ
WilIemJanszvan 
Swieten 
JohanPieter 
Crudon 
ClassJansenPaap 
DirkBoudewynSe 
JanAndriez 
PasquierNiko 
JanRoelolfze 
PieterJanzen 
CasperJanszen 
LaurensWy側berg
AryBoockesteyn 
PieteTvanDyk 
YsaackPieterszen 
JanJansz 
PieterAndrieTsz 
JanPietersz 
Ｓａｉｌｏｒ 
under・sur．
geon 
saiIor 
saiIor 
sailor 
saiIor 
saⅡoｒ 
gunner 
saⅡoｒ 
Sailor 
saiIor 
sailor 
sailor 
saiIor 
saiIor 
under･mer． 
chant 
SailoT 
sailor 
sailor 
sailor 
saiIor 
ｓｅｎｌｏｒ･ｃａｒ－ 
penter 
assistant 
ｇｕｎｎｅｒ 
sailor 
sai]or 
sailor 
saiIor 
sailor 
sailor 
Ｓａｉｌｏｒ 
assistant 
saiIor 
sailor 
sailor 
saiIor 
sailｏｒ 
Middelburg 
Ｂｅｌｌｕｍ 
Ameland 
Ｂｒｅｍｅｎ 
Amsterdam 
Amste｢d2ｍ 
Drilburg 
theHague 
Java(?） 
Amsterdam 
Eyden 
Emden 
Copenhagen 
Ａｌpen 
Trooyburg 
Ｂｒｅｍｅｎ 
Ｂｒｅｍｅｎ 
OveIschie 
Amsterd2m 
CareIshaven 
Ｖｕｕｒ 
Oppen｢ade 
Elsenew 
1716.10.29 
1７１９０１．１１ 
１７１９．１．２０ 
1719.10.17 
1720.10.16 
1721.9.17 
1721.10.4 
1721．1０．９ 
1721.10.23 
1723.8.31 
1724.10.4 
1725o8.17 
1725.8.19 
172509．15 
1725.9.26 
1725.10.10 
1726.9o21 
1726.11.2(?） 
1727.8.4 
1727.9.13 
1728.7.26 
1729.9.20 
1729．９．２４ 
） 
1730.8.19 
1730.9.9 
1730.10.2 
1730.10.7 
1730.1０．９ 
1730.10.24 
1731.8.28 
1731.9.4 
1731.10.15 
1732o6.5 
1732.7.25 
1732.8．6 
1732.8・'6
1732.8.19 
1732.8.20 
〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃〃〃〃
〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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ｎａｍｅ title birthplace daIeoIbirlh vearofdeatb burialplace 
ornelisvanOveTen 
BastiaanMichielsz 
)irkBierman 
ierntFredrikLutken 
:hristiaanCor． 
,eIisznvanBeek 
>ornelisJansz 
anJanszBoud 
IurrianHej1dTikz 
|acol〕uｓｖａｎｄｅｌｌ
Ieuve］ 
IanHofsteeden 
lanWillemVisSer 
rjenkJurriaanzzen 
DirkOngersteyn 
lal1Lammertsz 
glassJansz 
lIendTiklleImerS 
IanTh〔〕masTielman
I，ieterRudolph 
Trede］ 
KarmanOverbeek 
SybrandChris. 
tlfHamSZ 
DavidTompson 
Pieterl<oetest唾eｋ
ClaasSuurve]。
ＷｉＩｌｅｍｄｅＳｗａｒｔ 
Engelbertvan 
Ciesel(?） 
AndriesValk 
Geor 
Berg i:,邸cderik
HeTmanussJustus 
WiIlemdeGroot 
AbbekerkGerrit 
ｒｌ"A"DzU〃
ＹｓａａｋｄｅＶａＩｋ 
J("A"｡【(伽
ReaaIArenas 
IlendrikWaTrink 
SacharasVolbregl 
""A"｡［(脚
gｕｎｍｅｒ 
saiIor 
Sailor 
saiIor 
sai]or 
sailor 
sailor 
s副ilor
sailor 
Sailor 
corporal 
sailor 
sailor 
sailor 
sailor 
corporal 
Sailor 
sailo「
trumpeteT 
Ｓａｉｌｏｒ 
sailor 
sailor 
sailor 
sailor 
sailor 
Ｓａｉｌｏｒ 
assisant 
sailor 
saiIor 
merchant 
sailor 
masleroi 
sailing 
Ｓｈｉｐ 
Sailor(?） 
sailor 
saiIOT 
sailor 
Sailor(?） 
Hoorm 
Akers]o()ｔ 
Amsterdam 
Vieckelenburg 
Graawll 
EngeIsI]olm 
Amsterdam 
Emden 
Berendregt 
thellague 
IIelsen 
Grullminger 
Oldenburg 
E1st 
ＡⅡ［ｍａａｒ 
Bronsv(〕yｋ
Carelscr(〕()、
Hassemer 
Hamburg 
ＡＩＩ)he、
Rotterdam 
Rotterdam 
Amsterdam 
Bremel1 
IIarderwyk 
Bergen 
l)elft 
Langesond 
7３２．９．３ 
７３２．９．９ 
732.9.12 
732.9．19 
732.9o21 
732.9.23 
732.10.1 
732.10.14 
7３２．１１．２ 
[733.9.11 
1733.9.18 
1734．７．３１ 
'734.8.2 
1734.8.5 
1734.8.13 
1734.8.15 
1734．８０２２ 
１７３４．８．２４ 
'734.9.2 
1734.9.9 
1734.9.18 
1734.9･'8 
1834.9.20 
1734.9.21 
1734.9.22 
1734.9.23 
1734.1(1.14 
1736.9.9 
1736.9.10 
1736.9.15 
1736.10.3（ 
1737.8.1(） 
1737.8.19 
1737.8．27 
1737.9.20 
1737.10.1 
1737.1(〉｡ｌ‘
〃〃
〃〃〃〃〃
〃〃
〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃
〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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ｎａｍｅ ｅ Ｉ birthplace daleofbirth yearoIdeath burialplace 
(?） 
IIarmanusBoone 
""ん"o〃〃
ＷｉｌＩｅｍｄｅＰｙｐ 
rｨ"A"oz《ｗ
ﾉｲ"A"oｌｌｗ 
CIaasJansz Domine 
JanSteynier 
ChristiaanScherps 
ｍ９ 
JandeKoster 
Benjaminde 
Grooyer 
Lee､〔IeTtSyykers
CornelisdeVries 
CorneIisAndriesz 
Hendrikl-Iaak 
ServaasSchaf 
IanMaHDswelks 
MartenEngdsz 
AndriesJoSeph Brunauw 
ThomasPietersz 
r（"ん"”ｗ
『ｨ"A"01()〃
卜IansCarster
〕erritBranden
)irkKuyper 
ⅥareusPieterSs 
lanEvertSs 
〕ieterBerkhout
Felkers 
lendrikVroom 
〕erritJanssde
/ries 
ochemPieterss 
ipade 
〃"〃２０[《呪
ReynierHolck 
ochemDoedel 
acobuSvanHeem． 
tede 
》1aasMeyer
Ｓａｉｌｏｒ 
assistant 
SIave 
saiIor 
saiIor 
sailor 
Sailor 
trumpetel 
Ｓａｉｌｏｒ 
sailor 
SaiIor 
ｇｕｎｎｅｒ 
saiIor 
sailor 
sail()｢ 
under､mer． 
chant 
sailor 
sail〔Dr
sailor 
Sai】or
sai]or 
slave 
Hailor 
sai1or 
steward 
saiIor 
sailor 
sailor 
saiIor 
sailor 
Sailor 
sailor 
sail(Dr 
sailor 
lead･ＣＯ()per 
sail(〕ｒ
Java 
KoniI】gsbeIXe’
Kasteleyn 
Ghent 
Amsterd51m 
Zierikzee 
thel-Iague 
Jｆｗａ 
Ｈｏｏｒｎ 
Steur 
Delft(?） 
737.10.21 
737.10.2, 
738.1.2 
738.10.11 
738.1Ｌ3 
738.11.4 
739.7.30 
739.8.5 
739.8.7 
3９．８．８ 
F39.8 
3９．９．７ 
３９．９．１１ 
３９．９．１４ 
３９．９,1５ 
3９．９ 
39.9.24 
39.9.27 
39.1０．１ 
39.10.2 
39.10.5 
4０．６．６ 
40.8.24 
4０．１０．３０ 
41.9.13 
12.8.1９ 
４２．８．２３ 
'2.9.7 
12.9.9 
1２．９．２２ 
･９．２７ 
'２．１０．２４ 
１３．１０．１５ 
１３．１１．１１ 
'4．８．１１ 
４．８．２０ 
〃〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃〃
〃〃〃〃〃
〃〃〃
〃〃〃〃〃〃
〃〃〃
〃〃
〃
〃〃〃〃
〃
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ｎａｍｅ ｅ Ｉ ｔ birtbpIace dateofbi『tｈ yeaTofdeath burialplace 
IendrikKopers． 
age「
lanPauIusHolst 
VIartinStargart 
lacobRoosendaal 
3erritStoevenryk 
lanLaurensSchorff 
PietervanRyswyk 
AdriaanJohanns(?） 
PietervanDussen 
iacobvanKuyk． 
horerem 
ComelisPetier 
IanJochem 
Ludeman 
IacobusHaTtswig 
JanvanAssen 
JohannesJacobs 
MarinusAremans 
LambertWeese‐ 
laar 
JacobRicard 
JａｎＰｙＩ 
HendrikCoubelszn 
JanAbrahamSeboＩ 
SweerusBarends 
HendTikMom…(?） 
J《"ん"OIF〃
Christiaen 
Karstens 
z"３A"0[U秘
Basti韮rlReese
JacobRoege 
WilIemSammbery 
ＤａｖｉｄＳｏｍｅｒ 
ReynierWillemdeVos 
VolkertNanning 
JanKist 
PieterKrynen 
ComelisBrommene 
Sailor 
sailor 
assistant 
saiIor 
steward 
drummer 
sailor 
gunner 
sailor 
aBBistant 
sailor 
sailor 
Sailor 
unders､steemS 
sman 
under-car． 
penter 
sailor 
SaiIor 
bookkeep． 
ｅｒ 
ｍ窪terof
saiIingship 
sailor 
sailor 
saiIor 
quarter． 
ｍａｓｔｅｒ 
sailor 
sailor 
sailor 
sai]or 
sailor 
saiIor 
sailor 
assistant 
sailor 
sailor 
boatswain 
Sailor 
Ｂｒｅｍｅｎ 
FlensbuTg 
Leyden 
Leyden 
Hamburg 
Amsterdam 
Amsterdam 
Wercum 
Ｇｏｅｓ 
Amsterdam 
I-Ioorn 
Genl1n 
Straalzond 
Medemblik 
V1issingen 
７４４．９．２６ 
[744.10.19 
[７４４．１１．７ 
[745.7.30 
[745.8.26 
[7４５．９．２ 
1745.9.27 
1745.10.1 
1745.11.3 
'745.11.25 
1745.11.27 
'746.8.28 
1746.8031 
1746.9.1 
1746.9.24 
1746.10.19 
1746.11.8 
1７４７．７．５ 
1747.8.22 
1７４７．９．１ 
１７４７．９．９ 
1747.9.24 
1747.9.27 
1749.(?)･21 
1750.9.17 
1750.11.2 
1751.9o６ 
l75L9･24 
1751.10.5 
1751.1207 
1７５２．９．４ 
1752011.7 
1７５２．１１．２３ 
1753.8.5 
1753.8.7 
〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃〃
〃
〃〃
〃
〃
〃〃〃〃
〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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、ａ｢ｎｅ title birthplace dateofbirth yearofdeath buriaIplace 
JanGodけied
Wegenaar 
HermanusGeerser 
Ｗ 
ｄｅ 
""h"0“〃
柵ｄｖａｎＨｉｄ‐ 
2J"lhUOzUjd 
U4mA"o[ｗＩ 
ｍｒＡ"o抑〃
WiUemHottiI 
FransvandenBr…eｌ 
JohanCasper Theyer 
BooyHanren(?） 
JanVerwer 
JanFrederikBarteIN 
""んD30w〃
Christiaen 
Hevers(?） 
PieterKinderdyk 
PieteTSchsute(?） 
HaTmanusHarmeus 
｢aｎｖａｎＥｌｓｔ 
｢ohanHendrik 
Rietveld 
siveris(?)ObeTg 
Ｏｔｔｏ 
!《"陶zo泌兀
(?） 
IermanusdeVry 
｢eunisTeunisse 
IacobStohman 
〃"h"OZU〃
)irks 
虹"A"oｚｌｗ
riIlisKok 
rransJanszKor‐ 
Ieek 
)ominicusSolyen 
anJonsetlede 
iroot 
rerrardusvanAken 
ａｎＷｉⅡemGros(?） 
ohannesQuist 
Ｓａｉｌｏｒ 
saiIor 
slave 
saiIor 
sIave 
sIave 
slave 
sailor 
sailoT 
sailor 
sailor 
sailor 
ａｓＲｉｓＩｎｎｔ 
sIave 
sailor 
SaiIoT 
saiIor 
saiIor 
sailor 
SailoT 
saiIor 
sailor 
sailor 
sIave 
SaiIor 
sai]or 
saiIor 
sailor 
sailor 
sailor 
saiIor 
sailor 
saiIor 
assistant 
saiIor 
sailor 
Java 
Schiedam 
Java 
Java 
Java 
Amsterdam 
Wissenaar 
Frensburg 
AlkmaaT 
Java 
Heurs 
Middelburg 
Griethuisen 
Karelsbroon 
Amsterdam 
ＢａＩｙ 
rrikke〔ioor(?）
Danzsig 
Dordrecht 
Dirkland 
Lisbon 
Rotterdam 
， anzs】９
Nieuwrosmaa「
1753.9.6 
1753.10.2 
1754.1.19 
1７５４．９．３ 
1754.10.1 
1754.1.19 
1754.10.1 
1754.10.8 
1754.10.14 
1755.8.25 
1755o9.10 
1755.10.6 
1755.10.29 
1755.12.１１ 
1756.8.28 
1756.8.30 
1756.9．18 
1756.9.24 
[757.9.3 
1757.9.6 
[757.9.10 
[758.8.23 
1759.12.1 
760.1.29 
（ 
760010.19 
760.10.27 
760.10.31 
760.11015 
760.１１．２１ 
761.9.29 
761.10.4 
762．９．１４ 
７６２．９･'９ 
762.1Ｌ13 
762.11.25 
762.11°２５ 
〃
〃〃〃
〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃
〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃〃〃
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ｎａｍｅ ｅ Ｉ birthplace dateofbirth yearoIdeatb burialplace 
DhdTiesdeB｢uyn 
WiⅡeｍｄｅＧｒｏｏｔ 
lanJonszBol 
PieterAllemans 
IohanChriStiaan 
ZIiasGister 
EIkeRynders 
CllTistiaanKruI 
PielerLaurenS 
DirkCroesman 
JacobHiIIebrand 
JanMossel 
ＢａＴｅｎｄｖａＩ１Ｂｅｍ‐ 
meIen 
BarendvanMelsen 
JanFrederikWalder 
JｨJwMol(伽
JaIuFranGoisdellaut 
JanBerl 
WiggertJanssen 
AdrianusJansen 
JohannesJacobsz 
JohannesCornelis. 
ＳｅＧｏｒｇ(?） 
JanEckhart 
AndriesHartman 
JurgenlIoIm 
DirkGraauw 
AdolphWentseI 
YsaacdeKasser 
RichardPype 
CornelisHansen 
GodfriedTemeld 
CarelFrederikOn 
ｌａｎｄ 
Charles 
『"iA"DlU〃
JanTraanberg 
CasperVink 
under-slee 
ｒＳｍａｎ 
sailor 
SaiIor 
sailor 
sail()『
Sailor 
Lmder-stee． 
ｒｓｍａＩ１ 
saiIor 
Sailor 
quarter． 
ｍａｓｔｅｒ 
sailo1・
Sailor 
Sailor 
corp⑪rａｌ 
ｓｌａｖｅ 
surlKeon 
Sailor 
sailor 
Sailor 
sailor 
sailor 
sailor 
sailor 
sailor 
carpenter 
sailor 
sailor 
sailor 
sailor 
ＣＯ()ｋ 
Sailor 
S]ave 
slave 
sailor 
c()rporal 
Amsterdam 
Amsterdam 
Ｗｙｋ 
Maastricht 
Overwitter． 
steede 
(iToeningen 
Gordyk 
Amsterdam 
Ilarderwyk 
Ｂｒｅｍｅｎ 
Amsterdal1l 
Middelburg 
Strasburg 
Jav8l 
Ａａｒｌｏｎ 
Danzsig 
Leuwaarden 
Zirkzee 
Ansbag 
ＨａｍｂｕｒＲ 
ＮｅｗＹｏｒｋ 
Amsterdam 
Stockh(〕1ｍ
Scherring 
housen 
Ruysmund 
Liverno 
Rotterdam 
ChristinI1s． 
sand 
Ｎｉｍｐｓ 
Leveren 
CormaI1del 
Stocl《holm
Eversberg 
[763.8.4 
'765.8.12 
[765.8.26 
1765.9.16 
【765.10.13
1765.10.18 
1765．1０．１９ 
1766.9.24 
1766.10.18 
1766.10.25 
1７６７．９．３ 
1７６７．１０．１４ 
1767.10.29 
1767.12.22 
1767.12.22 
１７６８．５．１７ 
１７６９．８．１４ 
１７６９.８．３１ 
1769.9.7 
1769.9.8 
1769.9.20 
1769.10.13 
1769.10.2８ 
１７６９．１１．１１ 
1７７０．２０９ 
1７７０．９．１４ 
1771.10.11 
'771.10. 
1772.9.3 
1772.10.24 
1772.10．2５ 
1773.6.21 
1774o７．５ 
'774.8.10 
1774.8.14 
〃
〃
ノノ
〃
〃
ノノ
〃
〃
〃
ﾉノ
〃
〃
〃
〃
ﾉノ
T5y6in． 
temple 
Goshinji・
temple 
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ﾉノ
ノノ
ノノ
ノノ
ノノ
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ｎａｍｅ (itle birthplace daIeofbirlh yearoldea【ｈ burialplace 
CIaasTeuntje 
JosephSchrewden 
LaurensCoert 
Brandse 
JohanHerman 
Ｇｒｏｏｔ 
WilIemSchr｡der 
AdriaanJohan 
Wannemaker 
LubkeSjoers 
CorneIiSDuyndom 
J(〕hanX1esRowe
ClaasPieterSz 
AugustinusdeLik 
PieterAsschhoff 
Michie］Ｋｏｋ 
JanAdriaanBeck 
Dirkllendrik…(?） 
JanPietersen 
ChrisliaanThoma鑓e、
HuybertFeliSe 
WillemGarner 
CornelisGi]Iｉｓｖａｎ 
Veltom 
IurgenGIuITgave 
JeanBaptist Scholist 
Thennis(?）Bare､。
Winter 
A・WiI1ems
DhristiaanPieter 
Brett 
losephFTederikllek 
RobbertSjoerts(?） 
ＩａｎＶａ【lle
４】】driesSeverien
Juist 
)ybranddeRoode 
'allCoersse】１
１eｒｍａｎｕｓＭｕｌｄｅｒ 
>hristiaanBasse 
ohanHaaff 
sailor 
sailor 
sailor 
ass1stanl 
cｕｏｋ 
Ｓａｉｌｏｒ 
agsistant 
sailor 
sailor 
snil〔)ｒ
Ｉｓａｉｌｏｒ 
Ｓａｉｌｏｒ 
ｇｕｎｎｅｒ 
ｃｏｏｐｅｒ 
bookkeepeT 
sai1or 
saiIor 
S51iIOT 
sailmaker 
boatswain 
assIstant 
anchorman 
＆gunner 
saiI()ｒ 
ｓ【lil0r
sailmakeT 
Ｓａｉｌｏｒ 
boalswain 
smith 
sailor 
;aｉｌｏｒｉｌｌ 
=hargeof 
｡ordage＆ 
Ｅａｒｇｏ 
ｓｔｅｅｒＳｍａｌ１ 
saiIor 
5ailor 
sailor 
sailor 
sailor 
Ｈａｍｂｕｒｇ 
Ｇｒｙｎ 
Christiania 
St(〕ckholm
Rotterdam 
Oukerk 
Wassenaar 
SluUsgelasten 
ＭａＩ ｇｒｕｒｍ 
Genua 
Byp 
LeydeI1 
BremerleI 
Copenhagen 
Ａｍｏｎｄ 
Ｄｅｌｆｔ 
Amsterdam 
Vlissmgen 
ＡｍＩ〕ssegt
Anlwerpen 
Zogendaal 
Gronin鷲eI］
Stogar［ 
London 
BremeI1 
Ｃ〔jpellhagen
Amsterdam 
Oldenburg 
DUsseldorp 
Muyden 
ROtterdam 
３ 
２７ 
－、
のど←⑨
〈０
５１２２２２３７９１０１２２４１１ 
００ 
２［Ｉ８１２． 
２０１ 
１ 
●●●●●●●■■且つくＪつⅡ且●●□●
３ 
Ｐ。【Ｉ２３４５
・８１２２１３９］
●●●●◆〈叩ｖ〈ｍｕＣＩＬ●ⅡⅡ●Ⅱユ■Ⅱ且可０△■Ⅱ且Ｂ●■へｎＶ八叩や八⑪リハⅡ）
●●●●ｄ８Ｌ■０△ 
几Ⅲ叩●●●●●●●
８９９９９１ｌｌｌｌ１ｌｌ７７９１１１１ 
ｍⅢｖ〈Ⅲ〉几Ⅱ〉Ｑ■且ｃＯ
ｌ８８８８９９９ 
●●●■●Ｃ 
ｌ１１１８８ 
４４４４４４Ｊ小小小小小小小詠研泳琲証けふ
●● 
●●●ひ●●
●●●●●● 
５６６６６６６６ 
７６【ｐＩ７－ワリ０房Ｊ０７０〃Ⅱ、【ｙ０一Ｊ０【Ｊ０庁Ｊ０【〃Ｉ行Ｊ０【Ｊ０ワイ【Ｊ１句Ｊ０【Ｆ１守口〃７０巧■０
〈０くり〈０くり’１句ｌ
【１戸Ｉ句Ｉ丙Ｊ句Ｉ局Ｊ【ｌ庁１
７Ｊ７０匂■０戸７０７Ｊ７０７－戸Ｊ□【〃０行Ｊ０７０ワ６［〃６７０７０ワーケイ７ 句００【〃
【Ｉ７７７【Ｉ７
７７７【Ｉ７７【－二Ｊ
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 
７７７７【ィ７
１１－－－－１Ｉ 
〃〃〃
〃
〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃
〃〃
〃〃〃
〃
〃〃〃〃〃
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ｎａｍｅ ｅ ｌ ｔ ●■■■ ｔ birthplace dateofbirth )'earofdeath burialpIace 
Ger｢iｔｄｅＷｉＩｄｅ 
CareISmith 
A･Ｅ・JanSchutS
IanChristiaan 
Siedenburg 
JanComelisWitte 
ThomasNeegeIFs 
"jlJb"α(）〃
Jacobusvander 
Post 
AdriaanMeIchior 
JanDirk 
JanNicolaａｓＷｉｔ 
JohanJochemKok 
GerritGaalkop 
JacｏｂｕｓｄｕＭｏｎ(?） 
HermanJansz 
Walraven 
ＡｎｔｏｎｙｄｉＰａｎｇ 
JohanGodfried 
Raaf 
TransFrederik 
Ｆｏｅｌ 
NeIiS(?)Murze(?） 
Joh：Fried：Geelman 
JohanLevien 
CorneIisDirkse 
WiuemBensing 
JansenBusschede(?） 
?《"ん"0["》２
ArienWitteblink 
FｒａｎｓｄｅＶｏｓ 
Ammelutjes 
Ysn釦ｃＬｅｃｕ
CornelisVaarding 
AugustusAnthony 
Ｒｅｅｍｅｒ 
GerritGeTritSe 
ＥｖｅｒｔＳｗｅｎ 
BarendFrieberg 
JobannesManhout 
SailoT 
sailor 
under-meT． 
chant 
Sailor 
a聖ismｎｔ
amchorman 
＆gunner 
senior・sur‐
geom 
slave 
a聖istant
steward 
sailor 
sailor 
saiIor 
SaiIOT 
saiIor 
sailmaker 
Sailor 
saiIor 
saiIor 
smith 
sailor 
carpenter 
sailor 
sailor 
saiIor 
sailor 
sailor 
steersman 
saiIor 
carpenter 
cooper 
assistant 
cook 
Ｓａｉｌｏｒ 
SailoT 
saiIor 
sailor 
saiIor 
Amsterdam 
PoStlien 
Amsterdam 
Buyksloot 
Java 
DeIft 
Utrecht 
Danzsig 
Badok 
StraaIsond 
Utrecht 
MiddeIburg 
Ｌｉｅｍ 
Danzsig 
Nieuwediep 
Dortheim 
Harlingen 
Amsterdam 
Gottenberg 
Amsterdam 
SｗｏＩ 
Ｌｅｍｍｅ 
Amsterdam 
Berkel 
Stade 
Bikbergel1 
ＮｏＴｗａｙ 
WeseI 
Gent 
1777.8.27 
1777.8.27 
1777.10.24 
1777.11.2 
1777.11.14 
1778.1.27 
1778.7.5 
1778.9.9 
1778.9.14 
1778.9.14 
1778.9.18 
1778.10.8 
1778.1r5 
1778.11.8 
1779.4.16 
1７７９．８．２０ 
1779.9.5 
1779.9.７ 
１７７９．９．９ 
１７７９．９o22 
1779.10.3 
'779.10.26 
1779.11．17 
1779011.21 
1779.12.5 
1780.8．11 
1780.8.27 
1780.8.30 
1780.9.2 
1780.9.2 
1780.9.6 
178009.18 
1780.10.2 
1780．1１．７ 
1780.11.11 
〃〃〃
〃
〃
〃
〃〃
〃〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃
〃〃〃〃
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ｎａｍｅ ｅ ｌ ｔ birthpIace dateofbirth yearofdeatb burialplace 
OttoDries 
NicoIaasAndreas 
ＨｅＩｔ 
AbrahamWillem 
Ａｌｖｉｓ 
PieterKnaap 
PieterSimberg(?） 
JanSybramdse 
JacobSwitsen 
ErnstRudolph 
Christiaanvon 
Beckstein 
Michie］Schouwer 
FrederikRudolf 
Olshof 
LynEdeIe 
wjwt7UolU〃
Ohrispyn 
ChristoiYelWeiSgerber 
Ger｢itVrits 
ReynierMoⅡｅ 
JohanJacobBrann 
HendrikDuyver． 
steyn 
LaurensLaukhorst(?） 
JanBouwmeester 
JanWiⅡeｍＰｏｔ 
ChristiaanHendrik 
ScbaIthooren 
ComelisMadem 
JanBuys 
JanFanvarcqvan 
denBriel 
TobiasOldendick 
IIermanMourik 
Teebeek(?） 
JａｎＳｉｍｏｎｖａｎｄｅｒ 
Linden 
CIaasMunster 
GerritViesel 
Sailor 
sergeant 
clerk 
ＣＯＯｐｅｒ 
sailor 
carpenter 
saiIor 
bookkeeper 
ｓｅｎｌｏｒ｡ 
steersman 
Sailor 
sailor 
slave 
boy 
sailor 
sailor 
surgeon 
３rdcU2ss 
corporaI 
cｏｏｋ 
assistant 
cooper 
saiIor 
sailor 
ｓｅｎｌｏ「‐
surgeon 
Ｓａｉｌｏｒ 
assistant 
sailor 
saiIor 
sailor 
sailor 
surgeon 
３ｒｄｃｌａＳＳ 
StrenweI 
Amsterdam 
CareIshaven 
Dordrecht 
Zurg 
Hessen 
Java 
Gouda 
MitIingen 
ThooIen 
Campen 
Amsterdam 
Nukerken 
RadeTs 
Rotterdam 
PuTmerend 
Dirklagen 
Belsebel 
Amsterdam 
HeImhorn 
Rotterdam 
1780.11.18 
1780.11.29 
1781.8.7 
1781.9.19 
1781.10.3 
1781・’1.1
1781.11.27 
1782.11.30 
1７８３．９．４ 
1783.9.27 
(?） 
1783.10.6 
1783.12.29 
1784.1.11 
1784.8.20 
1784．9.12 
1785･Ｌ２６ 
1785.1.28 
'785.10.16 
1785.12.26 
1786.8.24 
1786.8.26 
1786.8.26 
1786.9.6 
1786.9.12 
1786.9.1４ 
1786.10.1 
1786.10.5 
1786.10.22 
1786･’1.9 
1787.1.21 
〃〃
〃
〃〃〃〃〃
〃
〃
〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃〃〃〃
〃
〃〃
〃〃
〃
〃〃
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ｎａｍｅ title birthｐｌａｃｅ dateofbirth yeilro(death burialplace 
lａｎ〔…〕hunChris．
Fi麺ｎｓｅ
ClaasBeuseman 
IlansTheunis 
FrederikAugust 
Lemke 
ThDmaSFIos(?） 
FrederikSlegting 
JanGoeree 
HendrikJosephus 
deProvooSt 
JosephLeRoy(?） 
AnthonyBeyer 
ＴｈｏｍａｓｖａｎＴｒｉｅｔ 
HendrikVers]uys 
Ja【ISurith(?）
JanPhilipMuI]eｒ 
JanJansen 
PieterJacobs 
HendrikvanderCist 
Care1Naaytums 
JuriaanHause 
ArieJosephdejong 
ＷｉⅡemlleyns 
JacobLaurens 
JanFredrikkieIman 
PhiliplloethuySen 
CoenraadHendTik 
KippeIaar 
RensI〕ie【erBlauw．
boer 
JanＳｍｉｔｈ 
JacobusSammeling 
IlendrikBromerls 
johanjacobReHront 
Freurllarlebeeven 
JanMiggielAckeｒ 
I〕ieterkn(〕bardt
ClaasSybrand 
JohaI1GodlibSch． 
adewits 
JanHendrik 
Gele’(?） 
ClaasLendhuyzen 
Cade（ 
sailor 
saiIor 
sailor 
saiIor 
sailor 
sailor 
Sailor 
steward 
boatswail1 
captain 
boatsｗａｉｎ 
carpenteT 
sailor 
saiIor 
sailor 
sai]ｏｒ 
quarter． 
ｍａｓｔｅｒ 
Sai]or 
sailor 
sailor 
sailor 
cook 
sailor 
saiIor 
carpenter 
sailor 
sailor 
sailor 
saiIor 
Sailor 
sailor 
sailor 
saiIo「
Ｓａｉｌｏｒ 
sail〔)ｒ
Sailor 
Vlissingen 
Visner 
Egerson 
Ridderboren 
Middelburg 
Hanover 
Leyden 
Qstend 
Amsterdam 
Ｂｒｅｍｅｎ 
Rotterdam 
Gouda 
IIeusburg 
Verteveld 
FIeusburg 
Veuren(?） 
thellague 
GheIlt 
Copenhagen 
wilze 
EIkenhenden 
Denmark 
Mergenfeld 
EIbeveI(’ 
I-Ii1denheym 
Sardam 
Leyden 
Amthaage 
IIamburg 
CareIsIand 
Maastricht 
Lobiel 
Zeeland 
Leipzig 
Oldenburg 
Amsterdam 
1787.1.29 
1787.9o９ 
1787.9.10 
1787.9.19 
1787.9.28 
1787.10.6 
1787.10.6 
1787.10.8 
1787.10.12 
1787.10.15 
1787.10.16 
1787.10.18 
1787.10.22 
1787.10.26 
1７８７．１１．３ 
1７８７．１１．１０ 
1788.8.16 
1788.8.25 
1788.8.28 
1788.8.28 
1788．８．３１ 
1788.9.6 
1788.9.7 
1788.9.10 
1788.9.10 
'788.9.27 
1788.10,6 
1788.10.13 
1788.10.14 
1788.10.15 
1788.10.19 
1788.10o25 
1788.10.27 
1788.10.31 
1788.11.4 
1789.8.10 
1789.8.20 Ｊ 
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃
〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃
ｊ 
〃
〃〃〃
〃〃〃〃
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DｒｌＯＩｄｅｌｌｂ 
「
凸
【】
【】
〕roneber唖
【】ＩＩＬ‐列Ｕ１
30［ 
］;か、尹
P1 
L｣ 
ｎａｍｅ titIe birthpIace dateolbirth yearofdeath bunalplace 
AIbertWiIIems 
PieterAlbertde 
Graaff 
ErnstEden 
ChristoffelChris‐ 
tiaanStens 
lanJacobHaaneman 
Josel〕hSchenme
MichielAndriesen 
GodfriedHofman 
CorneIisSeymons 
GerritSnoek 
GysbertMittrop 
JosephvanLmgen 
Ｃｅ]lisVersteVn 
P．Ｈ･Broekman 
Christoffe］Roelofs 
ErikNieulsroom 
PielerBergreen 
ClaasChristiaanse 
WillemVroom 
JanCoersen(?） 
Gysbertllemmy 
'（"ん"ozUw
Jｲﾝ2A"o（４）〃
""AP"0Ｗｺﾞ 
ﾉｲ"ん"CNW
〃"A"olwl
J（"AjrozU〃
〃"〃'o【(ｗ
〃"″１０【(抑
JanFredrikFeeiIke 
""〃ICI(伽
IlarmanesSmit 
PieteT．Ｍ,Veeris 
J《"脳！()[(抑
DoeffSjokits 
JａｎｖａｎｄｅｎＢｅｒｇ 
sailor 
saiIor 
saiIor 
sailor 
sailor 
SaiIor 
SaiIor 
sailor 
sailor 
Sailor 
sailor 
saiIor 
sailor 
sailor 
saiIor 
saiIor 
assistantaI1． 
chom1an＆ 
gulmer 
quarter． 
ｍａｓｔｅｒ 
Carpenter 
Sailor 
chiefof 
DutchFac‐ 
tｏＴｙ 
sIEWe 
slave 
sailo「
ｓｌａｖｅ 
ｓＩａｖｅ 
ｓｌａｖｅ 
c()ｏper 
Sailor(?） 
surgeon 
sailor 
lstclerk 
〔)Hicial
sailor(?） 
ｓｏｎｏｆＨ． 
Doeff 
Ｓａｉｌｏｒ 
Amsterdam 
BuyksIoot 
Straatsen 
Capetown 
OIdellburg 
Marseil1es 
Dronthem 
Byleveld 
Ekmond 
llaaIem 
IIaalem 
LeeuwardeI】
Amsterdam 
VIissinHen 
DTonebergen(?） 
Geminelcar､te(?） 
Stockholm 
Westemaarde 
Ａrim 
Amersfoort 
Ｃａpet(〕ｗ、
Java(?） 
Java 
Java 
Java 
Hoorn 
Amslerdam(?’ 
ＮａF【asaki
Amsterdam 
1789.8.21 
1789.8.30 
1789.9.2 
1789.9.8 
1789.9.15 
1789.9．1５ 
１７８９．１００６ 
1789.10.12 
1789.10.28 
1789.11.1 
1789.11.3 
1789.11.15 
1789.11.20 
'７９０．１００４ 
１７９０．１ル6
1790.11.9 
1792.9.18 
'792.9.21 
1792.11.1 
(?） 
1798.6.8 
1８０５．５．１ 
1806.8.26 
1807.7．23 
1809.9.22 
'8０９．１１．１５ 
１８０９．１１．２５ 
1８１３．７．２１ 
1813.11.13 
1814.7.28 
1814.9.26 
1821.8.14 
1822.10. 
1823.5.18 
1824.2.18 
1825.12.15 
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ノノ
ノノ
〃
〃
〃
〃
ノノ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Tennenji． 
tempIe 
Goshinji． 
temple 
ノノ
ノノ
〃
ノノ
ノノ
〃
ノノ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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ｎａｍｅ title birthpIace dateolbirth yearofdeatll burialplEIce 
2ｨ刺ADjo抑)Ｉ
Ｎ…(?)SchrUteT 
WiIlemJansen 
KornelisHanenpcot 
Christiaan 
Oeymans 
ＪＭ､Zoetermeer 
z《"ﾊｵzOl4w
ＣＪ・Roetleken
r《"A"OZU〃
F､Ｃ､ＬｕｌｍＳ 
SijmenSchipper 
JacoddeBoom 
Pataas 
HendTikdewijn 
Ｍ､ｌＨ､Dadeler 
J・StekeIemburg
AnnaMariaFis． 
cher 
HalverOelsen 
ＥｎｍａＪ・verbeck
NanningDekker 
ＷｅｓｓｅＩｄｅＶｏｓ 
HenricusCoenra． 
dusYoannesHeus． 
ｋｅｎ 
Ｎ､Ｇ・Sieburgh
ＬＰ・Cuyer
PhilippusBraacx 
J､Ｐ､Carst 
Ｔ､ＪＪ・ｖａｎｄｅＰｏｌ．
der 
BarthelmeusSin． 
deren 
DoTotherAcatha 
Schiff 
Sailor 
carpenter 
probation 
eTSailor 
Sailor 
boatswain 
ｓｅｎｌｏｒ. 
steersman 
upper・
SteeTSman 
oIficer 
sailor 
assistant 
２，．class 
ｅｎｇｍｅｅｒ 
ｌｓｔｃｌａｓｓ 
Sailor2nd 
class 
stoker 
chiefpilot 
sailorlst 
class 
sailorlst 
c]ass 
Sailor 
captain 
captain 
interpreter 
US此gation
oITicer 
sailor3rd 
class 
merchant 
student 
interpreter 
French 
consulate 
Ａｍ白tTdam
Groningen 
Ｅｍｄｅｎ 
Rotterdam 
Java(?） 
Texel 
Grieswalden 
Noordorp 
Amsterdam 
Amsterdam 
Amsterdam 
Rotterdam 
1817.10.25 
1818.6.21 
1822.7.19 
1８３６．４．７ 
1860.1.26 
1８３２．１．２０ 
1827.10.18 
1833.10.６ 
１８４１０１２．２ 
1825.12.18 
1826.10.11 
'827.805 
1827.9.6 
1828.9.13 
（?） 
1844.8.21 
1844.9.（ 
1844.10.27 
1844.9.2 
1852.1０．１１ 
1855.8o2 
1855.8.4 
1８５５．９．７ 
１８５７．１．８ 
1857.12.6 
1857.12.12 
1８５８．８．８ 
1860(?） 
1８６０．２．２ 
1860.2．26 
186002.26 
1861.1.15 
1862.6.27 
1862.6.7 
1864.4.9 
1866 
1867 
1868.5.13 
1869.4.2 
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
,〃
〃
〃
〃
ﾉノ
〃
ノノ
〃
〃
ﾉノ
Ｙｏｋｏｈａｍａ 
Goshiji． 
tempIe 
Yokohama 
〃
KDrinji． 
temple 
Goshinji． 
temple 
ノノ
〃
Yokohama 
〃
Goshinji． 
temple 
Ｕｒａｋａｍｉ 
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ｎａｎｌｅ title birthplace dateofbirth yearofdeath bmiaIplace 
Ｃ､Ｆ・ＥＶ、B
dierk 
ardem 
JacobvanZamere1 
HermineMarie 
BouIet 
JamesRhynboud 
Ｈ､Ｍ、Ｂ､Carst
B,Dereiger 
Ｗ､Ａ・Toewater
HenderikJohanneS Frey 
』.』・Worek
ＡＭＪ・Benkema
EleazarMaricusd（ 
Rijke 
Ｍ､０.Gee｢ｔｓ 
Ｅ・Holterman
E.』・Wolters
』.Ｈ､Boulet
J､Vroom 
MariaScheerboom 
Frey 
E]sjeMariaJannet． 
ieHassoldt 
】.』・ｖａｎGendt
lohaumaMaria 
AIidaHassoIdt 
1.Ｗ･Ekstrand 
A､Ｊ､Ｃ､Geerts 
￣● Ｆｏｃｋ 
｡randusvander 
VlieS 
1.Ｗ・Ekstrand
｡er｢itBattekeij 
1V.Ｃ・vanOadt(?）
『､ｖａｎｄｅｒＨｅｙｄｅｎ
>』.Ｃ・Franｋ
〕・Ｐ.Ｇ､Ａ・Scherer
EverBonReT 
〕eWTinger
.Ｐ,ｖａｎｌｌｅｍｅｒｔ 
Ⅲ.』Ｂ､Noordhoek
Iegt 
Captain 
doclor 
Amsterdam 
Zeeland 
Oudendijk 
1816(?） 
1830 
1835 
1851 
1843.3.24 
1８４２．９．９ 
1869 
1869.2.21 
1870.1.22 
1870.1.24 
1870 
1872 
1872 
1872.2.2 
1873.1.5 
１８７４ 
1875.8.11 
1876 
1876 
1877.1 
１８７７ 
１８７８ 
1879.3.11 
1879.10.8 
[880 
I88L6･８ 
1882 
'883.8.30 
'883.2.4 
'885 
885 
886.3.17 
887 
887 
890 
893.6.6 
893.11.5 
893 
894 
894 
Yokoham 
Goshinji． 
tempIe 
Yokohaml 
〃
Yokohami 
〃
〃
Shuh 
hara 
ｏｇａ． 
〃
Yokoham5 
Shuhoga・hara 
YokohamB 
〃
Urakami 
Yokohama 
Yokohama 
Shuhoga・hａｒａ 
〃
Yokohama 
Shuhoga‐ 
Ｉａｒａ 
Yokohama 
〃
LJrakami 
LJrakami 
Yokohama 
Jrakami 
Irokohama 
〃
〃
〃
ihuhoga． 
Iａｒａ 
rokohama 
〃
〃
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P.Ｍ,Carst 
Ｅ､terBraake 
WiggertCasper 
Bonger 
Ｔ､Ａ・Ekstrand
Ｍ．Ｐ.Ｒ・Ｃａｒｓｔ
Ｈ・Noordhoek
Ｈｅｇｔ 
GuidoFridolinVer． 
beek 
』.Ｗ・Ekstrand
PauIAdrtoan 
Jorles 
IoIdowicusstorne． 
brink 
FTederikK1ingen 
Ｇ､Ｗ､PaaIman 
GertrudeStorne． 
brink 
IsaacAlfredAilion 
Ferdinandplate 
HobertMarieLa 
ChapeIIe 
J､Reijkers 
Ｇｅｏ 
ｖａｎ Ili eWilIiam oogen 
Ｈ､Ａ・Scheuten
L､Ｊ､ＡｖａｎｄｅＰｏｌ、
ｄｅｒ 
Ａ､１.ｖａｎｄｅＰｏｌｄｅｒ 
OresteDusseldorp 
DavidAiIion 
JanCarst 
０.MarianneHegt 
CharIesEmilede 
Lerens 
JacobusMarinus 
GosilIe 
F､Ａ､Ａ､Kofod 
PieterGoudswaard 
ＫｉｗａＧｅｅｒｔｓ 
ＫｉｙｏｄｅＥｅｒｅｎｓ 
Wireless 
operator 
teacher 
Captain 
Amsterdam 
Hillegersberg 
l838o7o1 
1840 
1868.4.10 
1867.9.13 
1848.3.9 
1855.7.27 
1920.5.25 
188001.22 
1866.11.4 
1897.7.24 
1868.10.20 
1895 
1895 
1895.1Ｌ1７ 
l896o3o23 
1902 
1907 
1９１１ 
１９１２ 
1９１４．１１．１１ 
1917 
1917.9.3 
1９１７．１１．２１ 
1918 
1918.1.13 
1919.10.10 
1919.12.12 
1920 
1920.9.22 
1922 
1923 
1923 
1924.7.31 
1925.1.31 
1925.2016 
1926 
1926.5021 
1９２７．１．７ 
1931.6.19 
1932.2.12 
1934 
1934.1.15 
〃
〃
Shuhoga‐ 
luara 
〃
Yokohama 
〃
Ａｏｙａｍａ 
Yokohama 
Shuhoga． 
hａｒａ 
Yokohama 
Shuhogヨ
hara 
Urakami 
Yokohama 
Shuhogara 
〃
Ｕｒａｋａｍｉ 
Yokohama 
Shuhoga‐ 
hara 
Yokohama 
Yokohama 
Yokohama 
UTakami 
Shuhoga． 
ｈａｒａ 
Yokohama 
〃
Shuhoga． 
hａｒａ 
〃
Urakami 
〃
Yokohama 
Shuhoga‐ 
lｍｒ３ 
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GerritArend 
Gasille 
Ｃ､Ｆ、Biue
JohannesAnders 
vanDoorn 
JohannesMarks 
ＭａｒｉｅＡｎｎｅｄｅ 
Voogd 
ItoGasille 
GeraldRandolph 
Speelman 
JulianaABenecke 
GerzonN1nssbnum 
LouisSto(?)Rene 
brink 
Johamnavander 
Pot 
G､Couperus 
TanveAilion 
PeterGosiⅡｅ 
SachikoPIate 
S､Wiersum 
邸,nA;"02(！〃
HenTietteMaria 
Verheijen 
HenriettaAilion 
J,vanZeggelaar 
0,s(?)LiefSteBen． 
neke 
JozefAckermans 
IreentijiM． 
Schroder 
WalterRutte 
FerdinandAilion 
DirkJorritsma 
WilheIminaAiIion 
JohannesFranciscus 
vanMeyhof 
GerardusHendriks 
vanMeer 
ＰｅｔｅｒｄｅＶｒｉｅｓ 
WiuemHerrebrugh 
ＭｅｎｎｏＳｉｍｏｎ 
Wiersum 
Amsterdam 
1９１３．３．１１ 
１８６７．１０．７ 
1874.508 
1894.4.1 
1937．２．２ 
1871.9.9 
l938o3o18 
1934.5.6 
1９４０．１０．２１ 
1887.9.17 
1876.2013 
1862.6.5 
1871.8.14 
1870.9.19 
1952.7.22 
1952.12.15 
1952.5.14 
1953.4．１４ 
１９１７o６．１７ 
1953.12o2９ 
１９５４．９．１１ 
1888.9.22 
1928.10．20 
1884.12.13 
1904.4.27 
1875.5.1 
1885.8.2 
1959.8.20 
1934.2.7 
'934.10.4 
1936.1.19 
1937.1.13 
1937o２．９ 
1939.6.16 
1939.7.19 
1940.10.8 
1940.10.26 
1940.10.31 
1944･８．２７ 
1944 
1945.6.30 
1９４６．２．４ 
1951.2.17 
1951 
1952.7.22 
1952.12.16 
1953.2.2 
1953 
'953.4.14 
1953.5.12 
1953.12.30 
1954.9.11 
1９５５．２．２ 
1955ollo20 
1956.8.24 
1９５８．２．４ 
1959.4.25 
1９５９．４．２５ 
１９５９．８．２０ 
1960 
〃
Urakami 
Shuhoga． 
hara 
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Yokoh盆、ａ
Shuhoga． 
ｈａｒａ 
〃
ﾉノ
Yokohama 
Shuhoga‐ 
hａｒａ 
〃
〃
Yokohama 
Shuhoga． 
hara 
ノノ
〃
〃
〃
〃
ノノ
〃
〃
〃
〃
Ｙｏｋｏｈａｍａ 
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IendrickDe｢． 
,adf(?） 
ohannaC・Carst
kgnesvanderE1st 
(iｓｕｄｅＶｌｉｅｓ 
〕ornelisPhilippus
「uyk
｡harlieAilio】Ⅱ
ⅦathildaStorne． 
》rink
ⅥabelAilioln 
〕rummond
1890.1004 
1889.6.21 
1896.8.25 
1890.11.27 
1894.7．1６ 
962 
964 
964 
964.5.12 
968.2.10 
969.4.9 
９７６．５．２３ 
[982･'０．２４ 
?） 
〃
!〃
〃
ihuhOga． 
lａｒａ 
〃
〃
〃
〃
Yokohama 
